
日
本
の
隠
居
制
家
族
の
構
造
と
そ
の
地
域
的
変
差

上
　
野
　
和
　
男

六五四三ニー
問
　
　
　
題

隠
居
の
概
念

隠
居
制
家
族
の
諸
事
例

隠
居
制
家
族
の
諸
類
型

隠
居
制
家
族
の
構
造
と
村
落
社
会
構
造

結
　
　
　
論

日本の隠居制家族の構造とその地域的変差

論

文

要

旨

　
本
稿
は
日
本
各
地
の
隠
居
制
家
族
の
比
較
分
析
を
通
じ
て
、
日
本
に
お
け
る
隠
居
制
家
族

の

諸
類
型
を

設
定

し
、
そ
の
地
域
的
変
差
を
通
じ
て
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、

さ
ら
に
日
本
の
家
族
類
型
に
お
け
る
隠
居
制
家
族
の
位
置
と
村
落
社
会
構
造
と
の
関
連
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
一
試
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
試
み
る
隠
居
制
家
族
の
類
型
化
は
、
日
本

の
家
族
の
地
域
類
型
設
定
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
こ
の
研
究
は
日
本
社

会
の
地
域
性
研
究
の
重
要
な
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
隠
居
制
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
規
定
が
試
み
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
地
域
社
会
に
規
制
さ
れ
た
家
族
内
部
に
お
い
て
、
居
住
分
離
を
基
本
と
す
る
あ
る
程

度
独
立

し
た
複
数
の
生
活
単
位
を
形
成
す
る
家
族
制
度
で
あ
る
、
と
規
定
し
た
。
こ
の
規
定

に

し
た
が
え
ば
、
隠
居
制
家
族
は
福
島
県
を
北
限
と
し
、
ト
カ
ラ
列
島
宝
島
を
南
限
と
す
る

各
地
の
村
落
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
隠
居
制
家
族
を
比
較
分
析
し
て
本
稿
で
は
、
あ
と

つ
ぎ
の
結
婚
か
ら
隠
居
形
成
ま
で
の
期
間
、
生
活
単
位
の
成
員
構
成
、
隠
居
者
と
母
屋
構
成

員
と
の
関
係
お
よ
び
婚
姻
居
住
形
態
の
三
つ
を
指
標
と
し
て
、
日
本
の
隠
居
制
家
族
の
類
型

化
を

試

み
、
「
父
性
型
」
「
婿
入
婚
型
」
「
双
性
型
」
の
三
類
型
を
設
定
し
た
。
父
性
型
は
嫁

入
婚
を

基
礎
と
し
て
、
親
夫
婦
と
息
子
夫
婦
が
家
族
内
で
別
個
の
生
活
単
位
を
形
成
す
る
型

で
あ
る
。
婿
入
婚
型
は
妻
訪
い
を
と
も
な
う
婿
入
婚
を
基
礎
と
す
る
隠
居
制
家
族
で
あ
り
、

父
－
息
子
二
世
代
夫
婦
不
同
居
の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。
双
性
型
は
夫
方
の
親
夫
婦
の

み

な
ら
ず
、
妻
方
の
親
夫
婦
と
の
間
に
も
隠
居
制
家
族
を
形
成
す
る
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

型
に

よ
っ
て
地
域
的
分
布
も
異
な
る
。

　
隠
居
制
家
族
は
構
造
的
に
は
、
夫
婦
関
係
を
中
心
と
す
る
日
常
生
活
上
の
分
離
と
、
親
子

関
係
を
軸
と
す
る
家
族
と
し
て
の
統
合
と
の
妥
協
的
な
家
族
構
造
で
あ
り
、
程
度
の
差
を
内

包
し
つ
つ
も
分
離
と
統
合
の
ふ
た
つ
の
側
面
を
も
つ
家
族
構
造
で
あ
る
。
ま
た
隠
居
制
家
族

と
世
代
階
層
制
、
宮
座
な
ど
の
村
落
組
織
と
の
構
造
的
な
関
係
は
稀
薄
で
あ
る
。
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一　
問

題

　
本
稿
は
福
島
県
を
北
限
と
し
て
東
北
南
部
か
ら
鹿
児
島
県
に
か
け
て
の
日
本
各
地

の

村
落

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
存
在
す
る
隠
居
制
家
族
を
比
較
分
析
し
て
、
日
本

に
お
け

る
隠
居
制
家
族
の
諸
類
型
を
設
定
し
、
そ
の
地
域
的
変
差
を
つ
う
じ
て
隠
居

制
家
族
の

構
造
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
日
本
の
家
族
類
型
や
村
落
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

会
類
型
と
の
関
連
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
一
試
論
で
あ
る
。

　
隠
居
制
家
族
の
類
型
化
と
日
本
の
家
族
や
村
落
構
造
と
の
関
連
の
問
題
に
お
い
て
、

本
稿
は
日
本
社
会
の
地
域
性
研
究
の
重
要
な
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
日
本
社
会

の
地
域
性
研
究

と
は
、
日
本
社
会
の
地
域
的
な
多
様
性
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
こ
れ

を

単
一
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
類
型
や
領
域
を
設
定
し
て
理
解
し

よ
う
と
す
る
研
究
の
方
法
論
で
あ
る
。
日
本
社
会
の
地
域
性
研
究
の
学
史
的
展
開
や

方
法
論
に

つ
い
て

は

上
野
和
男
（
一
九
九
一
）
で
詳
細
に
論
じ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
城
性
論
の
な
か
で
筆
者
の
地
域
性
論
は
、
地
域
類
型
論
を
中
心
と
す
る
異
質
論
的

な
立
場
で
の
地
域
性
論
で
あ
る
。
異
質
論
的
な
地
域
性
論
と
は
、
日
本
社
会
の
地
域

差
を

発
展
段
階
や
時
代
差
に
解
消
し
て
理
解
す
る
研
究
で
は
な
く
、
不
可
逆
的
な
異

質
的
類
型
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
々
の

も
つ
主
体
の
論
理
に
ま
で
立
ち
入
っ
た
類
型
論
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
性
研
究
に

は

日
本
の
全
体
に
わ
た
る
村
落
の
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
比
較
を
通
じ
て
日
本

社
会
の
地
域
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
異
質
論
の
立
場
か
ら
の

日
本
の
社
会
組
織
の
地
域
性
に
つ
い
て
は
、
蒲
生
正
男
（
一
九
五
二
、
一
九
七
九
）

の

先
駆
的
な
研
究
が
あ
り
、
筆
者
も
そ
の
概
要
を
か
つ
て
提
示
し
た
こ
と
が
あ
る

（上
野
和
男
一
九
八
六
）
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
こ
の
地
域
性
論
は
、
単
に
そ
の
地
域

の

特
質
の
解
明
に
重
点
を
お
い
た
地
理
学
的
な
地
域
性
研
究
と
は
全
く
異
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
一
九
三
六
年
に
大
間
知
篤
三
が
、
日
本
の
家
族
研
究
に
お
け
る
隠
居
制
の
重
要
性

を

指
摘
し
て
以
来
、
隠
居
制
の
研
究
は
日
本
民
俗
学
、
社
会
人
類
学
、
社
会
学
、
法

社
会
学

な
ど
に
お
い
て
活
発
に
研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
隠
居
制

研
究
に

は
ふ
た

つ
の

流
れ
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
大
間
知
篤
三
二

九

五
八
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
蒲
生
正
男
（
一
九
六
四
）
や
村
武
精
一
（
一
九
六
五
）

な
ど
の
社
会
人
類
学
的
な
研
究
に
至
る
流
れ
で
あ
り
、
隠
居
制
を
家
族
内
部
に
お
け

る
複
数
の
生
活
単
位
の
形
成
と
し
て
と
ら
え
、
隠
居
制
家
族
は
夫
婦
関
係
を
重
視
す

る
家
族
で
あ
っ
て
、
親
子
関
係
を
重
視
す
る
家
族
と
は
異
質
的
な
家
族
と
し
て
理
解

す

る
研
究
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
ま
た
隠
居
制
が
主
と
し
て
西
南
日
本
で
濃
密
に
行

な
わ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
、
家
族
の
地
域
類
型
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

に

対

し
て
、
竹
内
利
美
（
一
九
五
八
）
や
竹
田
旦
（
一
九
六
四
）
、
武
井
正
臣
（
一
九

七
一
）
な
ど
の
研
究
は
、
隠
居
制
を
生
前
に
お
け
る
家
長
権
の
譲
渡
、
す
な
わ
ち
相

続
制
度
の
一
種
と
規
定
し
て
家
族
と
の
関
連
を
問
題
と
し
、
隠
居
制
は
む
し
ろ
家
の

繁
栄
や
永
続
を
願
う
制
度
で
あ
っ
て
、
本
質
的
に
は
直
系
型
家
族
と
共
通
す
る
構
造

を
も
つ
家
族
と
し
て
理
解
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
で
は
隠
居
制
家
族
と

そ

の

他
の

家
族
と
は
、
地
域
的
に
異
質
的
な
家
族
類
型
と
し
て
は
理
解
さ
れ
ず
に
、

同
質
的
な
日
本
の
家
族
の
一
種
と
し
て
理
解
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
素
材
と
し
て

は
共
通
す

る
隠
居
制
家
族
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
こ
の
ふ
た
つ
の
研
究
の
流
れ
は
隠

居
制
家
族
に
つ
い
て
全
く
異
な
っ
た
理
解
を
示
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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こ
う
し
た
理
解
の
差
は
、
前
者
が
い
わ
ば
「
隠
居
制
家
族
」
の
研
究
で
あ
っ
て
、
隠

居
制
を
採
用
し
て
い
る
家
族
の
構
造
に
焦
点
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
が
相
続

慣
行

と
し
て
の
隠
居
慣
行
そ
の
も
の
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
と
い
う
、
い
わ
ぽ
視
点

の

差
異
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
背
景
と
な
る
家
族
論
の
差
異
も
無
視
で
き

な
い
。
前
者
は
主
と
し
て
日
本
の
家
族
が
基
本
的
に
直
系
型
家
族
で
あ
る
と
す
る

「
直
系
家
族
論
」
を
背
景
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
大
家
族
を
日
本
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

族
の

基
本
形
態

と
考
え
る
「
大
家
族
論
」
を
背
景
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
隠

居
制
家
族
の
研
究
の
流
れ
の
な
か
で
、
本
稿
で
は
直
系
家
族
論
と
異
質
論
的
地

域
性
研
究

の

立
場
か

ら
、
日
本
の
家
族
の
一
類
型
と
し
て
の
隠
居
制
家
族
の
構
造
と

そ

の

地
域
的
変
差
に

つ
い
て

考
察

し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

日
本
の
隠
居
制
家
族
の
構
造
に
つ
い
て
、
本
稿
で
主
と
し
て
考
察
す
る
問
題
は
つ

ぎ
の
五
つ
で
あ
る
。
第
一
は
「
隠
居
」
の
概
念
の
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ

う
に
、
隠
居
制
家
族
に
は
じ
め
て
注
目
し
た
大
間
知
篤
三
は
、
当
初
か
ら
家
族
内
部

に
お

い
て

複
数
の
生
活
単
位
が
形
成
さ
れ
る
制
度
と
し
て
隠
居
制
を
規
定
し
た
。
し

か

し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
隠
居
制
家
族
の
研
究
の
展
開
の
な
か
で
、
竹
内
利
美
（
一

九

五
八
）
や
竹
田
旦
（
一
九
六
四
）
は
相
続
制
度
の
一
種
と
し
て
こ
れ
を
と
ら
え
、

大
間

知
篤

三
と
は
異
な
る
隠
居
の
概
念
規
定
を
提
示
し
た
。
た
と
え
ぽ
分
家
形
態
の

ひ

と
つ
で
あ
る
隠
居
分
家
を
隠
居
制
の
概
念
に
含
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
両
者

に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
多
く
の
概
念
規
定
が
方
法
論
的
枠
組
を
内
包
し
て
い
る
よ

う
に
、
隠
居
制
の
概
念
規
定
の
差
は
、
隠
居
制
の
意
義
に
つ
い
て
の
見
解
の
差
を
す

で
に
含
ん

で
お

り
、
し
た
が
っ
て
日
本
の
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
考
察
す
る
場
合
、

ま
ず
隠
居
制
が
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
き
た
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
は
隠
居
の
諸
類
型
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
展
開
さ
れ
て
き
た
隠
居
類
型

論

と
し
て
は
、
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
八
）
の
「
親
別
居
」
「
嗣
子
別
居
」
の
二
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

型
、
お
よ
び
親
別
居
を
さ
ら
に
婚
姻
形
態
、
隠
居
時
期
、
隠
居
者
に
よ
っ
て
区
分
し

た
五
類
型
、
竹
田
旦
（
一
九
六
四
）
の
「
同
居
隠
居
」
「
別
居
隠
居
」
「
隠
居
分
家
」

の

諸
類
型

と
さ
ら
に
細
か
な
形
態
分
類
、
竹
内
利
美
（
一
九
五
八
）
の
「
相
続
人
本

位
の
隠
居
」
　
「
被
相
続
人
本
位
の
隠
居
」
の
二
類
型
、
村
武
精
一
（
一
九
六
五
）
の

「
世
代
限
定
的
分
立
方
式
」
「
超
世
代
的
分
立
方
式
」
の
二
類
型
、
武
井
正
臣
（
一
九
七

一
）
の

「
東
北
型
隠
居
」
「
西
南
型
隠
居
」
の
二
類
型
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
展
開

し
て
き
た
こ
れ
ら
の
隠
居
類
型
論
は
あ
ま
り
に
も
多
様
で
あ
り
、
し
か
も
と
き
に
は

隠
居
分
家
を
も
含
み
、
目
的
も
不
明
確
な
単
な
る
形
態
分
類
が
多
か
っ
た
と
い
え
よ

う
。
隠
居
類
型
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
範
囲
の
隠
居
を
対
象
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
類
型
化
す
る
か
が
ま
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

必
要
な

隠
居
類
型
は
隠
居
制
家
族
の
構
造
分
析
に
有
効
な
類
型
な
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
隠
居
制
家
族
の
構
造
の
問
題
で
あ
る
。
家
族
は
親
子
関
係
、
夫
婦
関
係
、

兄
弟
姉
妹
関
係
と
そ
の
連
鎖
で
む
す
ば
れ
た
人
々
か
ら
な
る
集
団
で
あ
る
が
、
隠
居

制
家
族
は

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
形
態
の
な
か
で
、
最
も
豊
富
な
家
族
の
構
造
分

析
の
材
料
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
し
て
く
れ
る
。
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
八
）
は
伊
豆

諸
島
の
婿
入
婚
を
と
も
な
う
隠
居
制
家
族
に
つ
い
て
、
「
父
子
二
代
の
夫
婦
が
ひ
と

つ
屋
根
の
下
に
暮
ら
さ
な
い
と
い
う
習
わ
し
」
、
す
な
わ
ち
父
子
二
世
代
不
同
居
の

原

理
を
明
ら
か
に
し
、
い
ち
は
や
く
隠
居
制
を
家
族
構
造
と
の
関
係
で
考
察
し
た
。

ま
た
蒲
生
正
男
（
一
九
六
六
）
や
村
武
精
一
（
一
九
六
五
）
は
隠
居
制
家
族
が
親
子

関
係
よ
り
も
夫
婦
関
係
を
重
視
す
る
家
族
と
規
定
し
た
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に
も
、
祖
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父
母

と
孫
の
関
係
や
兄
弟
姉
妹
関
係
な
ど
の
家
族
内
部
の
諸
関
係
に
つ
い
て
も
、
隠

居
制
家
族
に

は

さ
ら
に
分
析
の
可
能
性
が
あ
る
（
上
野
和
男
一
九
九
三
）
。

　
第
四
は
、
隠
居
制
家
族
と
日
本
の
地
域
的
家
族
類
型
論
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
の

家
族
に

つ
い
て

は

地
域
的
に
か
な
り
の
変
差
に
富
ん
で
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も

し
ぽ
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
家
族
内
部
に
お
け
る
複
数
の
生
活
単
位
の
形
成
と
い

う
意
味
で
は
、
隠
居
制
は
福
島
県
を
北
限
と
し
、
鹿
児
島
県
ト
カ
ラ
列
島
を
南
限
と

し
な
が
ら
、
か
な
り
広
い
分
布
を
も
っ
て
き
た
。
福
島
県
を
の
ぞ
く
東
北
地
方
に
は

隠
居
制
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
分
布
が
西
南
日
本
に
よ
り
濃
密
で
複
雑
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
隠
居
制
家
族
は
西
南
型
家
族
の
特
徴
を
な
す
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

き
た
。
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
〇
）
が
展
開
し
た
「
東
北
日
本
の
家
」
「
西
南
日
本

の

家
」
の
類
型
論
は
、
隠
居
制
を
視
点
と
す
る
日
本
の
家
族
の
地
域
的
類
型
論
の
出

発
点

で
あ
り
、
そ
の
後
も
蒲
生
正
男
ら
に
よ
っ
て
、
家
族
類
型
論
が
展
開
さ
れ
た
。

蒲
生
正
男
は
日
本
の
家
族
の
二
つ
の
類
型
化
を
試
み
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
家
族
構
成

に

準
じ
た
類
型
で
あ
り
、
ひ
と
つ
は
家
族
内
部
の
人
間
関
係
の
構
造
に
注
目
し
た
類

型
で

あ
る
。
ま
ず
蒲
生
正
男
（
一
九
六
六
）
は
家
族
構
成
に
準
じ
て
日
本
の
家
族
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

類
型
化

し
、
「
拡
大
型
」
「
直
系
型
」
「
核
心
型
」
の
三
類
型
を
設
定
し
た
が
、
こ
れ

ら
三
類
型
の
う
ち
蒲
生
は
核
心
型
の
ひ
と
つ
と
し
て
隠
居
制
家
族
を
位
置
づ
け
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
隠
居
制
家
族
は
実
質
的
な
生
活
単
位
は
小
規
模
で
単
純
な
構
成
で

あ
る
が
、
家
族
と
し
て
は
必
ず
し
も
小
規
模
で
単
純
な
構
成
を
特
徴
と
す
る
も
の
で

は

な
い
。
家
族
と
し
て
は
む
し
ろ
規
模
も
大
き
く
直
系
型
家
族
に
近
い
構
成
を
と
っ

て

い

る
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
蒲
生
正
男
（
一
九
七
四
）
は
夫
婦

関
係
と
親
子
関
係
の
尊
重
の
如
何
を
基
準
と
し
て
、
家
族
を
親
子
関
係
を
尊
重
す
る

親
子
家
族
（
■
富
『
巴
⌒
o
日
ξ
）
と
、
夫
婦
関
係
を
尊
重
す
る
婚
姻
家
族
（
8
ロ
甘
σ
Q
巴

厨
日
一
口
）
と
に
類
型
化
し
、
さ
ら
に
こ
の
親
子
家
族
、
婚
姻
家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、

父
子
関
係
、
母
子
関
係
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
双
方
を
尊
重
し
て
い
る
か
に
よ
っ

て

単
性
家
族
（
g
ま
↓
。
邑
｛
。
日
ξ
）
と
双
性
家
族
（
げ
庁
9
吟
巴
貯
日
ζ
）
に
区
分

し
た
。
こ
の
類
型
の
な
か
で
蒲
生
正
男
は
隠
居
制
家
族
を
単
性
婚
姻
家
族
（
8
且
亨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

σq

巴

已
巳
庁
9
叶
巴
合
∋
ξ
）
と
し
て
理
解
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
隠
居
制
家
族
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
類
型
が
存
在
す
る
か
ら
、
単
性
婚
姻
家
族
と
は
異
な
る
隠
居
制
家
族
の

可
能
性

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
隠
居
制
家
族
を
視
点
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
家
族
類
型
論
を
再
考
す
る
こ
と
が
こ
こ
で
の
課
題
で
あ
る
。

　
第
五
の
問
題
は
隠
居
制
と
村
落
社
会
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
関
係
は
さ

ま
ざ
ま
な
局
面
で
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
隠
居
の
生
活
単
位
を
村
落
社
会
が

ど
う
認
知
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
一
般
的
に
い
え
ぽ
、
隠
居
は
母
屋
と
と
も
に
ひ

と
つ
の
家
族
と
し
て
村
落
社
会
か
ら
認
知
さ
れ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
隠
居
も
あ

る
程
度
独
立
の
単
位
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
隠
居
制
と
分

家
の
関
係
の
問
題
で
も
あ
る
。
ま
た
と
く
に
親
別
居
の
隠
居
の
場
合
、
隠
居
の
形
成

と
と
も
に
隠
居
者
は
家
族
内
部
の
実
権
を
母
屋
の
構
成
員
に
譲
る
場
合
が
あ
り
、
こ

の

こ
と
が
村
落
社
会
に
お
け
る
一
定
の
地
位
か
ら
の
引
退
を
意
味
す
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
隠
居
形
成
を
め
ぐ
る
家
族
内
部
と
外
部
の

関
係
も
、
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
考
察
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ

る
。
さ
ら
に
隠
居
制
家
族
と
村
落
類
型
と
し
て
の
「
世
代
階
層
制
村
落
」
と
の
関
連

に

つ
い
て

も
検
討
す
べ
き
問
題
は
多
い
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
住
谷
一
彦
（
一
九

六

三
）
は
隠
居
制
家
族
と
「
世
代
階
層
制
村
落
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
「
隠
居
制
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家
族
の
『
世
代
』
原
理
が
、
社
会
の
階
層
構
造
を
基
礎
づ
け
て
い
る
L
と
述
べ
て
、

両

者
の
原
理
的
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
も
含
め
て
、
隠
居
制
と
村
落
社

会
が
相
互
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
．
い
る
か
は
あ
ら
た
め
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
検
討
を
通
じ
て
本
稿
で
は
、
隠
居
制
の
概
念
を
明
確
に
し
、
隠

居
制
家
族
の

あ
ら
た
な
類
型
を
設
定
し
て
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
構
造
に
お
け

る
隠
居
制
家
族
の
位
置
を
再
検
討
し
た
い
と
思
う
。
本
稿
で
事
例
と
し
て
分
析
す
る

隠
居
制
家
族
の

資
料
の
大
半
は
、
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
八
二
年
に
か
け
て
の
村
落

調
査
で
得

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
伊
豆
利
島
と
鹿
児
島
県
黒
島
の
事
例
は
、
大
間

知
篤
三

（
一
九

五
〇
）
、
村
武
精
一
ほ
か
（
一
九
五
九
）
、
山
内
健
治
（
一
九
八
三
）

に

よ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
の
家
族
の
全
数
調
査
に
も
と
つ
く
資
料
で

あ
り
、
本
稿
で
は
隠
居
制
家
族
の
構
造
の
み
な
ら
ず
、
家
族
や
村
落
と
の
関
係
が
あ

き
ら
か
に
な
る
信
頼
し
う
る
資
料
の
み
を
用
い
た
。
こ
う
し
た
視
点
で
み
れ
ぽ
、
こ

れ

ま
で
の
隠
居
研
究
の
多
く
の
蓄
積
の
な
か
で
、
分
析
し
う
る
資
料
は
き
わ
め
て
少

な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
こ
れ
ま
で
の
隠
居
研
究
の
な

か
で
の

隠
居
の
概
念
の
差
異
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
の
ち
に
日
本

各
地
の

隠
居
制
家
族
の
事
例
を
提
示
し
て
こ
れ
を
類
型
化
し
、
こ
れ
を
も
と
に
隠
居

制
家
族
の
構
造
と
村
落
社
会
構
造
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

二
　
隠
居
の
概
念

　
最
初
に
検
討

す
べ
き
問
題
は
隠
居
の
概
念
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ

う
に
こ
れ
ま
で
の
隠
居
制
家
族
の
研
究
史
を
み
る
な
ら
、
隠
居
の
概
念
規
定
は
隠
居

制
家
族
の
構
造
や
意
義
の
理
解
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
規
定
さ
れ
て
き
た
隠
居
概
念
と
こ
れ
を
基
礎
に
展
開
さ

れ
た

隠
居
の
意
義
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
を
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
検
討
し
、

そ

の
問

題
点
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
隠
居
の
再
規
定
を
試
み
た
い
と
思
う
。

θ
　
生
活
単
位
と
し
て
の
隠
居

　

ま
ず
隠
居
制
家
族
に
最
初
に
注
目
し
た
大
間
知
篤
三
の
隠
居
概
念
を
検
討
し
て
み

（
7
）

よ
う
。
大
間
知
は
一
九
三
六
年
に
『
民
間
伝
承
』
に
書
い
た
「
隠
居
」
と
題
す
る
小

報
告
の
な
か
で
、
隠
居
を
「
直
系
親
族
に
到
る
ま
で
世
代
別
に
竈
を
分
っ
て
生
活
す

る
隠
居
制
」
と
表
現
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
間
知
が
隠
居

制
に
注
目
し
た
の
は
、
家
族
の
内
部
に
お
い
て
さ
ら
に
カ
マ
ド
を
別
に
し
て
生
活
す

る
家
族
生
活
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
大
間
知
は
当
初
か
ら
、
家
族
が
大

間
知
の
表
現
で
い
う
い
く
つ
か
の
「
世
帯
」
に
分
か
れ
る
制
度
を
隠
居
制
と
し
て
と

ら
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
の
ち
に
「
家
の
複
世
帯
制
」
「
隠
居
複
世
帯
制
」

と
い
う
表
現
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
「
家
の
複
世
帯
制
」
の
概
念
を
最
初
に
提
示

し
た
の
は
一
九
五
八
年
の
「
家
族
」
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
二
家
が

同
じ
部
落
、
ひ
と
つ
の
屋
敷
内
に
お
り
な
が
ら
、
そ
の
直
系
親
族
ま
で
が
夫
婦
単
位

に
棟

を
わ
か
ち
、
煮
炊
き
を
別
に
し
、
多
少
と
も
生
計
単
位
と
し
て
の
独
立
性
を
持

っ

た

世
帯
に
分
れ
て
暮
ら
す
慣
習
L
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
の
一
九
五
九
年
の

L
白
河
市
周
辺
の
家
族
慣
行
L
と
題
す
る
論
文
で
は
や
や
表
現
を
か
え
て
、
「
こ
こ
で

隠
居
と
呼
ぶ
の
は
、
隠
居
者
が
戸
主
と
は
別
の
世
帯
を
構
成
し
、
別
居
・
別
食
・
別

財
の
暮
し
を
す
る
こ
と
を
た
て
ま
え
と
し
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
条
件
の
一
つ
を
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備
え

て

い

る
場
合
」
と
表
現
し
て
い
る
。
概
念
規
定
と
し
て
の
形
を
整
え
て
提
示
さ

れ
た
こ

の

ふ
た

つ
の

規
定
は
い
ず
れ
も
、
家
族
内
部
に
お
け
る
複
数
の
生
活
単
位
の

形
成

を
中
心
に
、
隠
居
制
を
概
念
化
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
大
間
知

は
こ

の

「
家
の
複
世
帯
制
」
を
「
親
別
居
」
と
「
嗣
子
別
居
」
の
二
形
態
に
分
類
し
、

「
隠
居
」
と
い
う
言
葉
を
親
別
居
に
限
定
し
て
、
「
戸
主
が
村
の
公
生
活
に
お
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

家
の
代
表
者
た
る
地
位
か
ら
退
く
」
意
味
で
使
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

こ

の

よ
う
に
大
間
知
の
隠
居
概
念
の
中
心
は
、
一
貫
し
て
家
族
内
に
お
け
る
複
数
の

生
活
単
位
の

形
成
に
お

か
れ
、
隠
居
制
家
族
に
は
「
父
子
二
世
代
夫
婦
不
同
居
の
原

則
」
と
い
う
構
造
原
理
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
こ
う
し

た
隠
居
制
を
も
つ
家
族
と
も
た
な
い
家
族
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
大
間
知
は
「
東
北

日
本
の
家
」
「
西
南
日
本
の
家
」
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
の
家
族
の
異
質
的
な
類
型
論

を

展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
大
間
知
篤
三
　
一
九
五
〇
）
。

　

こ
う
し
た
大
間
知
篤
三
の
隠
居
概
念
や
、
夫
婦
関
係
の
重
視
な
い
し
尊
重
を
中
心

と
す
る
隠
居
制
家
族
の
理
解
は
そ
の
後
、
社
会
人
類
学
の
蒲
生
正
男
や
村
武
精
一
の

隠
居
制
家
族
の
研
究
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
蒲
生
正
男
（
一

九
六

四
、
一
九
六
六
）
は
隠
居
制
を
「
結
婚
し
た
子
供
は
、
相
続
人
で
あ
ろ
う
と
な

か
ろ

う
と
、
親
夫
婦
と
は
別
居
す
る
制
度
を
い
う
」
と
規
定
し
、
「
隠
居
制
は
人
が

一
生
を

通

じ
て
経
過
し
て
い
く
家
族
の
生
活
の
な
か
で
、
長
男
で
あ
ろ
う
と
二
、
三

男
で
あ
ろ
う
と
結
婚
と
夫
婦
の
同
棲
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
尊
重
し
て
い
た
親

子
関
係
に
か
え
て
、
夫
婦
関
係
の
優
先
的
尊
重
に
切
り
換
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
す
で
に
触
れ
た
よ
う
な
日
本
の
家
族
の
異
質
的
な
類
型
論

を

展
開
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
大
間
知
篤
三
の
隠
居
概
念
に
は
細
か
な
点
に
お
い
て
問
題
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
02

る
。
ひ
と
つ
は
家
族
内
部
に
形
成
さ
れ
る
生
活
単
位
の
名
称
を
「
世
帯
」
と
し
た
こ
　
ー

と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
「
家
族
」
（
活
9
ξ
）
が
親
子
関
係
、
夫
婦
関
係
を
中

心

と
し
た
特
定
範
囲
の
人
々
か
ら
な
る
集
団
を
指
示
す
る
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
世
帯
」
（
庁
o
已
m
o
ゲ
o
定
）
は
一
般
に
は
、
家
計
を
と
も
に
す
る
同
居
集
団
を
指
示
す

る
概
念
で
あ
る
。
大
間
知
が
こ
こ
で
家
族
内
部
の
単
位
と
し
て
「
世
帯
」
を
用
い
た

意
図
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
隠
居
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
生
活
単
位
を
同
居
集
団

と
み
な
し
た
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
隠
居
す
る
こ
と
を
「
シ
ョ
タ

イ
を
別
に
す
る
」
と
表
現
す
る
村
落
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
「
世
帯
」
と

い

う
概
念
を
用
い
た
背
景
の
ひ
と
つ
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
家

族
と
世
帯
が
別
の
原
理
に
も
と
つ
く
集
団
で
あ
る
以
上
、
家
族
内
部
に
世
帯
が
形
成

さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
概
念
的
に
矛
盾
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
世
帯
し

の

概
念
は
村
武
精
一
ほ
か
（
一
九
一
九
）
で
も
隠
居
制
家
族
の
内
部
的
な
単
位
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

味
す
る
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
説
明
に
も
矛
盾
が
あ
る
。
い
ま
ひ

と
つ
は
、
一
九
五
八
年
の
定
義
に
あ
る
「
一
家
が
同
じ
部
落
、
ひ
と
つ
の
屋
敷
内
に

お

り
な
が
ら
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
の
ち
に
分
析
す
る
よ
う
に
、
隠
居
制
は
村
落

社
会

と
の
関
係
の
な
か
で
成
立
す
る
か
ら
、
同
一
村
落
内
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
が
、
母
屋
と
隠
居
屋
の
関
係
が
か
な
ら
ず
し
も
同
一
屋
敷
の
な
か
で
展
開

さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
概
念
的
に
同
一
屋
敷
と
規
定
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
必

然
性

も
な
い
。
さ
ら
に
、
い
ま
ひ
と
つ
は
一
九
五
九
年
の
規
定
に
あ
る
「
別
居
・
別

食
・
別
財
…
…
を
た
て
ま
え
と
し
、
こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
を
備
え
て
い
る
場

合
」
と
い
う
条
件
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
し
た
が
え
ば
、
た
と
え
別
居
し
て
い
な
く
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て

も
食
事
や
財
産
を
別
に
し
て
い
る
も
の
も
隠
居
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
大
間
知
が
し
ば
し
ば
隠
居
を
「
夫
婦
別
別
居
制
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
と
矛
盾

す

る
こ
と
に
な
り
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

⇔
　
生
前
相
続
と
し
て
の
隠
居

　

こ
う
し
た
大
間
知
篤
三
の
概
念
規
定
に
対
し
て
、
別
の
視
点
か
ら
隠
居
を
概
念
規

定
し
、
隠
居
慣
行
の
意
義
を
分
析
し
た
の
が
、
竹
内
利
美
、
竹
田
旦
、
武
井
正
臣
で

あ
る
。
ま
ず
竹
内
利
美
（
一
九
五
八
）
は
隠
居
を
、
「
あ
ら
た
ま
っ
た
説
明
は
不
要

で
あ
ろ
う
が
、
隠
居
と
は
生
前
に
お
け
る
家
長
の
地
位
の
ゆ
ず
り
わ
た
し
で
あ
り
、

法
的
に

い

え
ば
生
前
に
お
こ
な
わ
れ
る
家
名
お
よ
び
財
産
の
譲
渡
行
為
と
い
う
こ
と

に

な
る
」
と
規
定
し
た
。
こ
の
規
定
は
生
活
上
の
分
離
よ
り
も
家
長
の
財
産
や
地
位

の

相
続
継
承
に

力
点
を
お
い
た
規
定
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
生
き
ゆ
ず
り
」
を
隠

居

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
の
隠
居
を
竹
内
利
美
は
「
被

相
続
人
本
位
の

隠

居
」
と
「
相
続
人
本
位
の
隠
居
」
の
二
類
型
を
設
定
し
て
考
察
し

た
。
「
被
相
続
人
本
位
の
隠
居
」
は
「
現
在
の
家
長
（
隠
居
人
）
が
一
定
年
齢
に
達

し
た
の
を
契
機
に
、
隠
居
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
も
の
で
、
…
…
い
わ
ば
現
在
家

長
の
能
力
の
一
般
的
減
衰
を
理
由
と
す
る
型
で
あ
る
」
。
こ
の
型
の
隠
居
は
同
居
が

一
般
的
で
あ
り
、
隠
居
時
期
は
遅
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
相
続
人
本
位
の
隠
居
」

は

「
後
継
者

（相
続
人
）
の
能
力
の
一
応
の
充
実
を
理
由
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

「
相
続
人
の

結
婚
、
あ
る
い
は
一
定
年
齢
へ
の
到
達
、
ま
た
は
孫
（
相
続
人
の
子
供
）

の

出
生
や
そ
の
成
長
な
ど
を
、
隠
居
の
要
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
。
こ
の
型
の
隠

居
は
時
期
が
早
く
、
「
世
代
を
異
に
す
る
夫
婦
が
、
同
居
を
さ
け
る
の
が
特
色
」
で

あ
る
。
こ
の
型
の
隠
居
形
成
の
条
件
と
し
て
、
竹
内
利
美
は
「
村
内
分
家
が
不
可
能

に

な
っ
た
条
件
の
も
と
で
、
家
族
が
世
代
単
位
の
居
住
形
式
を
と
り
つ
つ
、
し
か
も

家
全
体
を

割

ら
ず
に
、
そ
の
力
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
」
と
指
摘

し
、
夫
婦
単
位
の
別
居
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
家
」
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
る
側
面
を

　
　
　
　
　
（
1
0
）

強
調
し
て
い
る
。
竹
内
は
こ
の
よ
う
に
隠
居
を
概
念
規
定
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
隠

居
の
意
義
に
つ
い
て
、
「
結
局
、
隠
居
は
能
力
の
減
衰
し
た
家
長
を
、
有
能
な
後
継

者
と
交
替
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
家
』
の
力
を
保
持
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
含

む
行
為
に
ほ

か

な
ら
な
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
に
竹
内
利
美
の
隠
居
論
が

集
約

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
隠
居
制
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
に
か

か
わ

ら
ず
、
日
本
の
「
家
」
の
構
造
に
は
変
化
が
な
く
、
む
し
ろ
隠
居
は
「
家
」
を

保
持
強
化
し
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
日
本

の

家
族
を

同
質
的
単
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
見
解
で
あ
っ
て
、
隠
居
制
家
族
を

通

し
て
日
本
家
族
の
異
質
的
多
元
的
理
解
を
め
ざ
し
た
大
間
知
篤
三
と
は
い
ち
じ
る

し
く
異
な
る
隠
居
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
大
間
知
篤
三
を
批
判
し
な
が
ら
、
柳
田
国
男
の
大
家
族
論
に
即
し
て
民
俗
学
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

隠
居
研
究
を

展
開
し
た
の
が
竹
田
旦
で
あ
る
。
竹
田
旦
（
一
九
七
二
）
は
、
隠
居
を

コ

般
に
は
楽
隠
居
の
話
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
老
後
家
長
の
地
位
・
財
産
な
ど

を
相
続
人
に
ゆ
ず

り
、
退
隠
の
境
遇
に
入
る
こ
と
」
と
定
義
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら

か

な
よ
う
に
、
民
俗
慣
行
と
し
て
の
隠
居
を
相
続
制
度
の
視
点
か
ら
研
究
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
竹
田
旦
は
き
わ
め
て
広
範
な
隠
居
を
対
象
と
し
な
が
ら
居

住

を
基
準
と
し
て
、
ま
ず
「
同
居
隠
居
」
「
別
居
隠
居
」
「
分
住
隠
居
」
の
三
類
型
を

設
定

し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
細
か
く
分
類
し
た
。
こ
の
分
類
に
は
混
乱
も
多
い
が
、

103
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「
別
居
隠
居
」
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
た
隠
居
分
家
を
重
視
し
た
点
に
こ
れ
ま
で
の
隠
居

研
究
に
な

い
特
徴
が
あ
っ
た
。
最
終
的
に
隠
居
の
意
義
に
つ
い
て
竹
田
旦
は
、
「
少

な
く
と
も
隠
居
が
家
督
・
財
産
の
生
前
譲
渡
に
よ
っ
て
家
の
若
が
え
り
を
期
待
し
た

と
す
る
こ
と
だ
け
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に
は
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
新
家
長

と
交
替
し
、
も
っ
て
家
の
繁
栄
を
一
層
推
進
せ
し
め
よ
う
と
の
一
種
の
再

生
の

観
念
が
看
取

さ
れ
る
。
そ
れ
は
家
の
永
続
を
願
う
至
高
の
理
想
と
も
連
な
る
」

（
竹

田
日
二
九
六
四
、
二
頁
）
と
の
べ
、
竹
内
利
美
と
同
じ
よ
う
に
家
を
強
化
す
る

制
度
と
し
て
隠
居
制
を
理
解
し
た
。
ま
た
竹
田
旦
（
一
九
七
三
）
は
、
隠
居
慣
行
を

西
南

日
本
的
な
家
族
慣
行
の
ひ
と
つ
と
し
て
隠
居
を
位
置
づ
け
た
が
、
日
本
の
家
族

の

同
質
的
理
解
が
竹
田
の
隠
居
論
の
核
心
で
あ
り
、
家
族
の
地
域
性
論
は
そ
の
枠
内

で
の

変
差
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
竹
田
旦
（
一
九
六
四
）
に
お

い
て

展

開
さ
れ
た
同
居
隠
居
か
ら
隠
居
分
家
へ
の
隠
居
変
遷
論
は
、
柳
田
国
男
の
大

家
族
か
ら
小
家
族
へ
の
変
遷
論
を
土
台
に
し
な
が
ら
隠
居
慣
行
の
変
遷
論
を
提
示
し

た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
柳
田
国
男
の
大
家
族
論
に
即
し
た
日
本
の
家
族
の
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

質
的
理
解
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
武
井
正
臣

（
一
九
六

八
）
の
法
社
会
学
的
な
隠
居
研
究
に
お
い
て
も
、
「
も
と
も

と
隠
居
制
度
は
相
続
制
度
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
隠
居
を
相
続
制
度
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
武
井
の
隠
居
研
究
は
、
「
非

『
家
』
的
家
族
」
の
解
明
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
武
井
は
隠
居
制
の
う
ち
「
別

居
隠
居
制
」
「
隠
居
分
家
制
」
を
非
「
家
」
的
家
族
に
特
徴
的
な
隠
居
形
態
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

こ
れ
を
「
『
家
』
的
家
族
」
の
「
同
居
隠
居
制
」
「
無
隠
居
制
」
と
対
比
し
て
い
る
。

の

ち

に
武
井
正
臣

（
一
九

七
一
）
は
、
隠
居
類
型
と
し
て
家
長
の
生
前
交
替
で
あ
る

「
東
北
型
隠
居
」
と
、
単
な
る
家
長
の
交
替
で
は
な
く
て
「
家
」
の
分
裂
を
ひ
き
お

こ
す
「
西
南
型
隠
居
」
の
二
類
型
を
設
定
し
て
い
る
。
武
井
の
家
族
論
は
隠
居
や
相

続
を

視
点

と
し
て
、
「
非
『
家
』
的
家
族
」
（
西
南
日
本
型
家
族
）
と
「
『
家
』
的
家

族
」
（
東
北
日
本
型
家
族
）
の
二
類
型
を
設
定
し
、
日
本
の
家
族
を
地
域
的
に
異
質

な
類
型
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
竹
内
利
美
や
竹
田
旦
と
お
な
じ

よ
う
に
、
相
続
制
度
の
ひ
と
つ
と
し
て
隠
居
を
概
念
化
し
な
が
ら
も
、
む
し
ろ
大
間

知
篤

三
に
近
い
異
質
的
な
家
族
類
型
論
の
な
か
で
隠
居
研
究
を
展
開
し
た
の
が
武
井

の

家
族
論
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

　
隠
居
概
念
に
つ
い
て
の
竹
内
利
美
、
竹
田
旦
、
武
井
正
臣
の
研
究
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
隠
居
を
相
続
制
度
の
ひ
と
つ
と
し
て
概
念
化

し
、
家
長
が
一
定
の
地
位
か
ら
引
退
す
る
こ
と
を
隠
居
の
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
っ
て
、
そ
の
際
、
同
居
す
る
か
別
居
す
る
か
分
家
す
る
か
は
変
数
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
家
族
内
に
お
け
る
別
世
帯
形
成
を
基
本
に

考

え
た
大
間
知
篤
三
と
は
正
面
か
ら
対
立
す
る
規
定
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
し

た
が
っ

て

隠

居
の
概
念
の
も
と
に
、
同
居
隠
居
、
別
居
隠
居
、
分
住
隠
居
、
隠
居
分

家
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
一
括
さ
れ
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
対
象
に
含
め
て
隠
居
類

型
が

設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
隠
居
を
家
族
内
部
の
複

世
帯
制
に
限
定

し
た
大
間
知
篤
三
の
見
解
と
対
立
す
る
。

　

こ
の
三
者
の
隠
居
概
念
の
問
題
点
も
こ
れ
ら
の
点
に
あ
る
。
第
一
は
、
隠
居
を
相

続
制
度
と
し
て
と
ら
え
る
と
す
れ
ぽ
、
「
相
続
し
な
い
隠
居
」
が
存
在
す
る
こ
と
に

な

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
や
複
雑
で
あ
る
が
、
隠
居
類
型
の
ひ
と
つ
と
し
て
竹

田
旦
も
重
視
し
て
い
る
嗣
子
別
居
は
、
第
一
段
階
の
相
続
者
の
別
居
の
段
階
で
は
相
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続
は

ま
だ
行
な
わ
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
隠
居
概
念
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
意
味
で
嗣
子
別
居
は
生
前
相
続
を
す
る
か
ど
う
か
よ
り
も
、
夫
婦
単
位
に
別
居

す

る
こ
と
を
ま
ず
優
先
す
る
隠
居
制
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
隠
居
分
家
は
、
一

般
的
に
は
親
が
子
女
を
と
も
な
っ
て
分
家
す
る
形
態
で
あ
り
、
親
は
あ
ら
た
な
分
家

の
代
表
者
に

な
る
か
ら
、
か
な
ら
ず
し
も
家
族
の
代
表
者
と
し
て
の
地
位
の
引
退
を

意
味
し
な
い
。
竹
田
旦
ら
は
隠
居
分
家
も
隠
居
の
一
形
態
と
し
て
い
る
が
、
概
念
的

に

は

こ
れ
も
「
隠
居
」
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
嗣
子
別
居
と
隠
居
分
家

は
、
生
前
相
続
を
隠
居
の
概
念
と
す
る
場
合
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
の
問
題
は
、
相
続
は
じ
つ
は
段
階
的
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
公

の

役
割
に
限
定

し
て
も
、
政
治
的
な
役
割
か
ら
祭
祀
的
役
割
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
役
割

が

あ
り
、
ま
た
し
ば
し
ば
個
々
の
家
族
の
特
殊
事
情
に
影
響
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
一
定
時
期
に
可
視
的
制
度
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い

こ
と
で
あ
る
。
石
原
邦
雄
（
一
九
六
七
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
家

長
権

な
り
世
帯
主
権
限
そ
の
も
の
が
あ
い
ま
い
な
概
念
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
譲
渡
時

期
も
段
階
的
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
隠
居
を
相
続
制
度
の
一
種
と
す
る
概
念
規
定
は
、

隠
居
研
究
の
対
象
そ
の
も
の
の
初
期
的
な
把
握
を
、
ま
す
ま
す
困
難
に
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
点
で
は
別
世
帯
形
成
を
隠
居
の
概
念
と
す
る
方
が
、
可
視
的
制
度
的
把

握
に
す

ぐ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
第
三
は
隠
居
分
家
に
つ
い
て
で
あ
る
。
隠
居
分
家
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
る

が
、
ひ
と
つ
は
家
族
内
部
に
お
い
て
母
屋
と
は
別
に
形
成
さ
れ
た
隠
居
屋
が
そ
の
世

代
か
ぎ
り
で
消
滅
せ
ず
に
、
母
屋
と
は
別
個
に
下
位
世
代
に
相
続
・
継
承
さ
れ
る
形

態
で

あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
親
が
相
続
者
に
跡
を
ゆ
ず
っ
た
後
、
相
続
者
以
外
の
子

女
を

と
も
な
っ
て
た
だ
ち
に
分
家
す
る
形
態
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
隠
居
分

家
は
、
村
落
か
ら
承
認
さ
れ
た
あ
ら
た
な
村
落
構
成
単
位
と
し
て
の
家
族
の
成
立
を

意
味
す
る
。
隠
居
分
家
は
、
祖
先
祭
祀
や
家
族
の
構
造
と
く
に
家
族
の
一
系
的
な
連

続
性
の

あ
り
か
た
を
考
察
す
る
場
合
に
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
分
家
の
一
形

　
　
　
（
1
4
）

態
で
あ
る
。
こ
の
隠
居
分
家
が
家
族
内
部
の
隠
居
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
事
実
で
あ
り
、
本
稿
の
事
例
の
な
か
に
も

両
者
が
関
係
を
持
ち
な
が
ら
並
存
し
て
い
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な

が

ら
実
態
と
し
て
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
と
、
こ
れ
を
概
念
的
に
規
定
す
る
こ
と
と

は
別
の

問
題
で
あ
る
。
む
し
ろ
密
接
に
関
連
す
る
か
ら
こ
そ
、
概
念
的
に
区
分
し
た

上
で
両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
竹
田
旦
（
一
九
六
四
）

は

隠
居
分
家
を
「
隠
居
所
そ
の
も
の
を
二
、
三
男
の
分
家
の
た
め
に
宛
て
る
」
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
隠
居
と
分
家
の
区
別
が
明
確
で
な
い
。
ま
た
、
村

武
精
一
（
一
九
六
五
）
は
伊
豆
諸
島
に
お
け
る
隠
居
制
家
族
を
北
部
の
「
世
代
限
定

的
分
立
方
式
」
と
南
部
の
「
超
世
代
的
分
立
方
式
」
に
わ
け
て
そ
の
差
異
を
論
じ
て

い

る
が
、
前
者
は
家
族
内
の
隠
居
で
あ
り
、
後
者
は
隠
居
分
家
そ
の
も
の
で
あ
る
。

伊
豆
で
は

こ
の
両
者
が
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
こ
れ
を
隠
居
と
し
て

一
括

し
て
論
じ
る
に
は
論
理
的
な
無
理
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
大
間
知
篤
三

（
一
九
四

九
）
が
隠
居
と
隠
居
分
家
の
関
連
性
を
重
視
し
つ
つ
も
、
こ
れ
を
概
念
的

に
区

分

し
て
隠
居
の
調
査
項
目
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
結
論
的
に

い

え
ぽ
、
隠
居
を
相
続
制
度
の
ひ
と
つ
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
、
隠
居
そ
の
も
の

の

具
体
的

な
把
握
を
困
難
に
し
、
さ
ら
に
隠
居
制
の
も
つ
家
族
の
構
造
分
析
の
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
を
奪
う
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
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⇔
　
隠
居
の
概
念

　
隠
居
の
概
念
と
意
義
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
隠
居
研
究
の
問
題
点
を
要
約
し
て

き
た
が
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
示
せ
ば
、
お
よ
そ
図
1
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
隠
居
研
究
は
、
一
方
で
は
隠
居
を
ど
う
規
定
す
る
か
、
他
方
で
は
隠
居

を
家
族
構
造

と
関
連
さ
せ
て
分
析
す
る
か
ど
う
か
の
二
つ
の
軸
の
な
か
に
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
隠
居
を
家
族
内
部
に
お
け
る
複
数
の
生
活
単
位
の
形

成

と
規
定
し
て
、
隠
居
制
は
夫
婦
関
係
を
重
視
な
い
し
尊
重
す
る
制
度
で
あ
り
、
親

子
関
係
を
重
視
な
い
し
尊
重
す
る
家
族
と
は
異
質
的
な
家
族
と
し
て
理
解
す
る
か
、

そ

れ

と
も
隠
居
を
相
続
制
度
の
一
種
と
し
て
の
生
き
ゆ
ず
り
と
規
定
し
、
む
し
ろ
家

の

構
造
を
保
持
強
化
す
る
制
度
で
あ
っ
て
、
隠
居
を
行
な
う
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

ず
日
本
の
家
族
は
、
家
の
繁
栄
や
超
世
代
的
連
続
を
希
求
し
て
い
る
も
の
と
し
て
同

質
的
に
理
解
す
る
か
の
差
異
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
言
葉
を
か
え
て
い
え
ぽ
、
隠
居

制
家
族
の

も
つ
分
離
的
側
面
と
統
合
的
側
面
と
い
う
、
一
面
で
は
相
矛
盾
し
た
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の

ど
ち
ら
を
強
調
し
て
、
方
法
論
的
枠
組
を
組
み
立
て
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
形
成

さ
れ
る
生
活
単
位
の
分
離
的
側
面
を
強
調
す
れ
ぽ
、
前
者
の
異
質
論
的
な
立
場
の
隠

居
論

と
な
り
、
家
族
と
し
て
の
統
合
的
側
面
を
強
調
す
れ
ぽ
、
後
老
の
同
質
的
な
立

場
の

隠
居
論
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
あ
ら
た
な
隠
居
の
概
念
規
定
に
あ
た
っ
て
は
、
隠
居
制

家
族
の

も
つ
分
離
的
側
面
と
統
合
的
側
面
の
双
方
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

視
点
に
立
つ

な
ら
、
隠
居
は
つ
ぎ
の
内
容
を
も
つ
家
族
制
度
と
し
て
規
定
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
第
一
は
、
家
族
内
部
に
お
け
る
あ
ら
た
な
生
活
単
位
の
形
成
と
し

生前相続

異質論

大間知篤三

蒲生正男

村武精一

武井正臣

中根千枝

竹内利美

竹田旦

土田英雄

　　　　　同質論

図1　隠居制研究の諸傾向

複数の生活

単位形成

内
で
、
複
数
の
生
活
単
位
を
形
成
す
る
家
族
制
度
で
あ
る
。

同
一
屋
敷
内
で
行
な
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、

市
に
転

出
し
て
生
活
す
る
場
合
に
は
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
隠
居
の
概
念
に
は
含
め

　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

な
い
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
隠
居
は
同
一
村
落
内
に
お
い
て
、
ひ
と

つ
の

家
族
の

な
か
に
複
数
の
生
活
単
位
が
形
成
さ
れ
る
制
度
と
し
て
規
定
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
第
二
は
、
「
同
居
隠
居
」
や
「
隠
居
分
家
」
は
隠
居
概
念
に
含
め
な
い

こ
と
で
あ
る
。
「
同
居
隠
居
」
は
家
族
内
部
に
お
い
て
あ
ら
た
な
生
活
単
位
を
形
成

し
な
い
し
、
「
隠
居
分
家
」
は
あ
ら
た
な
家
族
の
創
設
行
為
で
あ
る
か
ら
こ
れ
ら
は

隠
居
概
念
か

ら
除
外
さ
れ
る
。
隠
居
分
家
の
成
立
に
は
村
落
社
会
の
承
認
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
一
家
創
設
の
手
続
き
や
披
露
な
ど
家
族
内
の
隠
居
と
は
別
の
処

て

隠
居
を
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。

鈴

木
栄
太
郎
（
一
九
四
〇
）
が
指
摘

し
た
よ
う
に
家
族
は
村
落
社
会
の
構

成
単
位
と
し
て
、
村
落
社
会
に
よ
っ

て

認
知

さ
れ
た
集
団
で
あ
る
。
村
落

社
会
が

家
族
を
認
知
す
る
方
式
は
村

に

よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
意
思
決
定

機
関
で
あ
る
村
寄
合
へ
の
参
加
の
権

利
、
区
費
の
徴
収
単
位
、
村
仕
事
の

出
役
単
位
と
し
て
一
般
に
は
認
知
さ

れ

る
。
隠
居
は
こ
う
し
て
村
落
社
会

か

ら
認
知
さ
れ
た
家
族
が
同
一
村
落

　
　
　
　
　
隠
居
は
か
な
ら
ず
し
も

　
家
族
員
の
一
部
が
他
の
村
落
や
都
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置
が
と
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
隠
居
分
家
は
隠
居
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
、
す
で
に
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
概
念
的
に
は
こ
れ
を
隠
居
に
含
め
な

い

こ
と
に
す
べ
き
で
あ
る
。
第
三
は
、
基
本
的
に
は
家
族
内
の
居
住
分
離
を
隠
居
の

条
件

と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
に
考
察
し
た
よ
う
に
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
九
）

は
別
居
・
別
食
・
別
財
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
が
分
離
さ
れ
て
い
れ
ぽ
隠
居
と
規
定
し

た

が
、
こ
こ
で
は
こ
の
な
か
で
「
別
居
」
を
隠
居
の
基
本
条
件
と
規
定
し
た
い
。
こ

の
こ

と
は
、
た
と
え
別
食
・
別
財
で
あ
っ
て
も
別
居
で
な
い
も
の
は
隠
居
に
含
め
な

い

こ
と
を
意
味
し
、
逆
に
別
食
・
別
財
を
伴
わ
な
く
て
も
別
居
し
て
い
る
も
の
は
隠

居
に
含
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
い
う
「
別
居
」
は
こ
れ
ま
で
の
隠
居
研
究

で

し
ぽ
し
ば
議
論
さ
れ
て
き
た
「
別
棟
」
と
同
じ
意
味
で
は
な
い
。
同
じ
棟
で
も
別

居
は
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
伊
豆
新
島
若
郷
（
村
武
精
一
ほ
か
一
九
五
九
）
で
は
一

九

三
一
年
の
大
火
以
後
、
同
じ
棟
の
な
か
に
母
屋
と
隠
居
屋
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
が
、

こ
の
場
合
に
も
入
口
は
別
で
あ
り
、
内
部
で
の
行
き
来
が
不
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
双
方
に
炊
事
施
設
が
備
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
別
棟
の
隠
居
屋
と
か
わ
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
福
島
県
石
川
郡
平
田
村
九
生
滝
（
一
九
七
三
年
調
査
）
で
も
同
棟
の

隠
居
屋
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
入
口
は
別
で
あ
り
人
々
は
別
棟
の
隠
居
屋
と
同

じ
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
同
棟
で
あ
っ
て
も
「
別
居
」
と
み
な
し
う

る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
も
隠
居
は
充
分
に
成
立
し
う
る
の
で
あ

（1
8
）

る
。
し
た
が
っ
て
竹
田
旦
（
一
九
六
四
）
の
よ
う
に
、
隠
居
の
変
遷
を
建
築
技
術
と

の
関
連
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
居
住
分
離
に
と
っ
て
必
要
な
こ

と
は
、
母
屋
と
隠
居
屋
の
入
口
を
別
に
す
る
な
ど
、
隠
居
屋
が
居
住
空
間
も
し
く
は

祭
祀
空
間

と
し
て
母
屋
と
は
独
立
し
た
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
内
容
を
も
つ
概
念
と
し
て
隠
居
制
を
規
定
す
れ
ば
、
隠
居
制
と
は

地
域
社
会
に
規
制
さ
れ
た
家
族
の
内
部
に
お
い
て
、
居
住
分
離
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

あ
る
程
度
独
立
し
た
複
数
の
生
活
単
位
を
形
成
す
る
家
族
制
度
で
あ
る
。
以
下
に
示

す
隠
居
制
家
族
の
事
例
は
こ
う
し
た
意
味
に
お
け
る
隠
居
制
を
採
用
し
て
い
る
家
族

で
あ
る
。

三
　
隠
居
制
家
族
の
諸
事
例

　

日
本
に
お
い
て
隠
居
制
が
と
く
に
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
福
島
県
か
ら

茨
城
県
に
か
け
て
の
地
域
、
伊
豆
諸
島
、
山
梨
県
か
ら
長
野
県
の
地
域
、
紀
伊
半
島

沿
岸
部
、
滋
賀
県
か
ら
福
井
県
に
か
け
て
の
地
域
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
、
四
国
の

山

間
地
域
、
九
州
の
島
喚
部
で
あ
る
対
馬
・
壱
岐
・
五
島
・
甑
島
地
域
、
薩
南
諸
島

か

ら
ト
カ
ラ
列
島
、
な
ど
の
地
域
で
あ
る
。
隠
居
制
は
福
島
県
を
北
限
と
し
、
南
は

ト
カ
ラ
列
島
ま
で
分
布
す
る
家
族
制
度
で
あ
る
。
分
布
は
西
南
日
本
に
よ
り
濃
密
で

あ
り
、
ま
た
奄
美
に
は
隠
居
制
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
家
族
の
特
殊

な
事
情
で
は
な
く
、
一
般
的
に
隠
居
制
が
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ

ら
の
地
域
的
分
布
を
考
慮
し
な
が
ら
、
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
う
る
詳

細
な
資
料
が
得
ら
れ
た
八
村
落
の
事
例
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
［
事
例
一
］
　
茨
城
県
勝
田
市
下
高
場

　
福
島
県
か
ら
茨
城
県
に
か
け
て
の
地
域
は
今
日
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
活
発
に
隠

居
制
が
行

な
わ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
ま
た
大
間
知
篤
三
が
一
九
三
四
年
に
全
国

山
村
調
査
で
訪
れ
た
茨
城
県
北
茨
城
郡
高
岡
村
（
現
在
の
高
萩
市
高
岡
地
区
）
に
お
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い

て
、
は
じ
め
て
隠
居
制
の
重
要
性
を
発
見
し
た
点
で
隠
居
制
研
究
史
の
上
で
も
き

わ
め
て

重
要
な

地
域
で
あ
る
（
岡
村
益
一
九
六
七
、
大
間
知
篤
三
一
九
五
一
な
ど
）
。

大
間
知
篤
三

（
一
九

五

八
）
は
こ
の
地
域
の
隠
居
制
家
族
を
日
本
の
隠
居
制
家
族
の

五
つ
の

類
型
の

ひ

と
つ
で
あ
る
「
北
常
陸
・
磐
城
型
」
と
し
て
類
型
化
し
た
。
こ
の

型
の

隠
居
止
、
嫁
入
婚
を
前
提
と
し
な
が
ら
長
男
夫
婦
の
初
子
が
誕
生
し
た
時
点
で
、

親
夫
婦
が
長

男
以
外
の
子
供
を
連
れ
て
隠
居
す
る
形
態
で
あ
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ

る
勝
田
市
下
高
場
（
一
九
七
二
年
調
査
、
一
〇
二
戸
、
五
二
四
人
）
は
、
茨
城
県
中

部
の

平
地
畑
作
農
村
で
あ
る
が
、
大
間
知
篤
三
の
「
北
常
陸
・
磐
城
型
」
の
み
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
隠
居
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は

隠
居
制
と
原
理
的
に
相
い
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
相
続
形
態
と
し
て
の
姉
家
督
や
、

個
々
の
家
族
の
伝
統
を
重
視
す
る
家
例
も
厳
格
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
隠
居
制
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の

構
造
を
あ
き
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
地
域
で
あ
る
。

　
下
高
場
で
は
一
九
七
二
年
の
調
査
時
点
に
お
い
て
一
〇
二
戸
の
う
ち
、
隠
居
を
行

な
っ
て
い
た
家
族
は
一
七
例
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
過
去
に
隠
居
を
経
験
し
た
こ
と

の

あ
る
家
族
は
約
四
〇
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
隠
居
経
験
の
有
無
を
家
の
古
さ
と
の

関
連
で
み
る
な
ら
、
古
く
か
ら
継
続
し
て
い
る
家
ほ
ど
隠
居
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て

い

る
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
明
治
以
前
か
ら
継
続
し
て
い
る
家

族
で

は
、
約
八
〇
％
で
隠
居
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
分
家
で
隠
居

を

行
な

っ

て

い

る
の
は
、
わ
ず
か
に
約
一
七
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
は
家
の
古
さ

の

ほ

か
に
家
族
構
成
や
隠
居
の
時
期
の
問
題
も
あ
る
。
現
在
の
下
高
場
で
二
組
以
上

の

夫
婦
が
含
ま
れ
て
い
る
二
七
家
族
の
う
ち
、
隠
居
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
三
分
の

一
以
下
の

八
家
族
で
あ
る
。
下
高
場
の
平
均
の
家
族
人
員
は
五
・
一
四
人
で
あ
り
、

家
族
の

規
模
は
か

な
り
大
き
い
が
、
隠
居
を
行
な
っ
て
い
る
家
族
の
平
均
は
六
人
で
、

隠
居
を
行
な
っ
て
い
な
い
家
族
の
五
・
〇
八
人
に
く
ら
べ
て
約
一
人
多
い
。
下
高
場

に
お
い
て

は
隠
居
を
行
な
っ
て
い
る
家
族
の
方
が
そ
の
規
模
が
大
き
く
、
構
成
も
複

雑
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
下
高
場
で
は
「
ひ
と
り
の
方
が
の
ん
き
で
い
い
」
「
年
を
取
る
と
静
か
な
と
こ
ろ

が

い

い
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
親
夫
婦
と
子
供
夫
婦
の
別
居
の
観
念
が
広
く
認
め

ら
れ
る
。
隠
居
は
孫
の
誕
生
を
ま
っ
て
行
な
わ
れ
る
例
が
多
い
。
母
屋
を
相
続
す
る

子
供
夫
婦
の
結
婚
か
ら
隠
居
ま
で
の
期
間
を
み
る
と
、
五
年
以
下
の
比
較
的
早
い
も

の

も
あ
る
が
、
一
〇
年
以
上
経
過
し
た
の
ち
行
な
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
隠
居
者
を

視
点

と
し
て
み
る
と
、
下
高
場
の
隠
居
に
は
つ
ぎ
の
三
つ
の
形
態
が
あ
る
。
第
一
は

親
の

ど
ち
ら
か
が
単
独
で
隠
居
す
る
形
態
で
あ
る
。
親
夫
婦
の
一
方
の
死
後
も
こ
の

よ
う
に
隠
居
が
行
な
わ
れ
る
事
実
は
、
下
高
場
に
お
け
る
隠
居
観
念
の
強
さ
を
示
し

て

い

る
と
い
え
よ
う
。
第
二
は
親
夫
婦
が
隠
居
す
る
形
態
で
、
こ
の
形
態
が
も
っ
と

も
多
い
。
第
三
は
親
夫
婦
が
そ
の
未
婚
の
子
女
を
連
れ
て
隠
居
す
る
形
態
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
隠
居
に
同
行
さ
せ
た
子
供
た
ち
を
隠
居
屋
か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
に
婚
出
、
分

家

さ
せ
て
い
く
も
の
と
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
に
隠
居
屋
を
相
続
さ
せ
て
隠
居
分
家

に

な
る
場
合
と
が
あ
る
。
下
高
場
で
は
隠
居
が
や
が
て
分
家
と
な
る
隠
居
分
家
も
か

な
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
下
高
場
の
隠
居
形
態
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ

り
、
こ
れ
が
下
高
場
の
隠
居
制
家
族
の
い
ち
じ
る
し
い
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

下
高
場
で
は
隠
居
屋
に
孫
の
何
人
か
が
居
住
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
隠
居
制
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

族
に
お

け
る
祖
父
母
と
孫
の
密
接
な
関
係
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
下

高
場
の
隠
居
制
は
別
居
、
別
カ
マ
ド
、
別
財
の
隠
居
屋
の
独
立
性
の
き
わ
め
て
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高
い
隠
居
で
あ
る
。
下
高
場
で
は
母
屋
を
オ
マ
エ
、
隠
居
屋
を
イ
ン
キ
ョ
と
よ
ぶ
。

イ
ン
キ
ョ
の
位
置
は
、
同
じ
屋
敷
内
の
オ
マ
エ
の
西
側
か
北
西
側
に
つ
く
ら
れ
る
。

「
イ
ソ
キ
ョ
は
隠
れ
家
だ
か
ら
オ
マ
エ
よ
り
前
に
で
て
は
い
け
な
い
」
と
い
わ
れ
、

本
家
の

南
側
に
建
て

て

は

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
将
来
隠
居
分
家
を
予

定
す

る
場
合
に
は
、
別
屋
敷
に
隠
居
屋
を
建
て
る
場
合
も
あ
る
。
イ
ン
キ
ョ
に
は
神

　’　　　　　　　　　　　　、
’　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　、、

○＼
、

B2
44 エマオ、

ー
‘
1
ー
ー
1
，
’
”

ノ！’

、／，！△・

1＼こ、

；ぷ
1　0
、Cl
、

、

15

＼、一，ノ

八§ノ

ノ　　、　　　！
　　　　、　　　ノ

　　！’　　　 、
、

　ノ　　　　　　、、

　　　　＼　○、、

　　　　　lc・1
　　　　　、　3ノ
　　　　　、　　　　　’
　　　　　　、　　　！
　　　　　　　、一’

インキヨ

1960年の家族構成　　　　　　　　1972年の家族構成

　　　図2　茨城県下高場の隠居事例①

棚
・
仏
壇
が
つ
く
ら
れ
、
下
高
場
で
は
祖
先
祭
祀
は
イ
ン
キ
ョ
の
親
夫
婦
が
担
当
す

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
下
高
場
の
多
く
の
家
に
は
常
設
の
イ
ン
キ
ョ
が
用
意
さ
れ
、

ま
た
必
要
が
あ
れ
ぽ
隠
居
の
隠
居
で
あ
る
カ
ン
キ
ョ
が
つ
く
ら
れ
て
三
つ
の
生
活
単

位
が

形
成

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
イ
ン
キ
ョ
に
は
炊
事
場
が
設
置
さ
れ
、
オ
マ

エ

と
イ
ン
キ
ョ
は
日
常
の
食
事
を
別
に
す
る
。
さ
ら
に
隠
居
に
あ
た
っ
て
は
田
畑
が

分
割

さ
れ
る
。
隠
居
に
分
割
さ
れ
る
田
畑
を
下
高
場
で
は
イ
ン
キ
ョ
メ
ン
と
呼
ん
で

い

る
。
イ
ン
キ
ョ
メ
ン
は
オ
マ
エ
よ
り
一
般
に
少
な
い
が
、
分
家
を
予
定
す
る
場
合

に

は
か
な

り
の
田
畑
が
イ
ン
キ
ョ
に
与
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
下
高
場
の
隠
居
制
家
族
の
代
表
的
な
事
例
を
二
つ
示
し
て
み
よ
う
。
事
例

①
は
親
夫
婦
の
隠
居
の
事
例
で
あ
る
（
図
2
）
。
B
1
は
一
九
五
三
年
に
結
婚
し
、
一

九

五
七

年
に
長
女
C
1
が
誕
生
し
た
。
結
婚
後
七
年
を
経
た
一
九
六
〇
年
に
、
A
1
、

A
2
夫
婦
が
孫
の
C
1
（
当
時
三
歳
）
を
連
れ
て
、
前
か
ら
オ
マ
エ
の
西
側
に
あ
っ

た

イ
ン
キ
ョ
に
隠
居
し
た
。
イ
ン
キ
ョ
は
便
所
、
炊
事
場
を
備
え
、
八
畳
・
六
畳
・

四
畳
半
・
八
畳
の
四
部
屋
が
あ
り
、
ま
た
隠
居
と
同
時
に
オ
マ
エ
に
あ
っ
た
仏
壇
と

位
牌
を

イ
ン
キ
ョ
に
持
っ
て
い
っ
た
。
現
在
は
B
1
に
次
女
が
生
ま
れ
た
の
で
、
孫

姉
妹
の
う
ち
長
女
は
イ
ン
キ
ョ
、
次
女
は
オ
マ
エ
と
別
れ
て
寝
起
き
し
て
い
る
。

A
2
に
よ
れ
ぽ
、
孫
C
1
を
イ
ン
キ
ョ
に
連
れ
て
い
っ
た
の
は
、
「
か
わ
い
い
か
ら

…
…
」
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
C
1
は
両
親
の
い
る
オ
マ
エ
に
話
し
に
行
く
こ
と
も

あ
る
が
、
オ
マ
エ
で
は
寝
泊
ま
り
は
し
な
い
。
朝
は
学
校
に
持
っ
て
い
く
弁
当
を
オ

マ

エ
に
取

り
に
行
く
が
、
そ
の
ほ
か
の
家
で
の
食
事
は
イ
ン
キ
ョ
で
取
る
。
オ
マ
エ

と
イ
ン
キ
ョ
は
食
事
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
風
呂
な
ど
は
現
在
別
々
で
あ
る
が
、
農
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
09

業
は
共

同
で
や
り
、
水
は
同
じ
井
戸
か
ら
汲
ん
で
い
る
。
村
の
公
的
な
つ
き
あ
い
で



国立歴史民俗博物館研究報告

巳］i

第52集　　（1993）

一
B1

）、、オマエ
B2　、

　、　、
　1　1　1　1　1　　　　1△△△1　　　　’C・C・C1’

、　　10　　15　　17　　’

、　　　　　！、　　　　！、

、　　 ’

　、～一”

　　　’
　〆ノ

／△
　　A1

」76
、
、

　　、

’

ノ

’

’

　’

’
’

’

I
－
｜
ー
ー
－
－
－
ー
ー
｝
－
－
－
｜
－
，
⑪
ー
ー
ー
‘
．
分
ン
6

　
、
－
l
l
‘
1
‘
ー
」
l
l
ー
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
！

　
　
　
　
　
　
　
○

肪

u
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

　
　
　
　
　
　
　
○
肪
9
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
△

跳

5
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
、

　
　
　
　
　
　
エ

　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
’

　
　
　
　
　
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　・
　
　
△
G
2
、
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　　　　　　　　ム
；
　
△
G
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
，
’
1
1
1
1
｝
ー
ー
8
‘
ー
1
1
、

　
　
　
　
　
　
　
　

○

脇
28

＼
、、

　
　
　
　
　
△
＆
2
4

一／
△
ふ
61

　
　
　
△
脇
2
1

　
／
’
－
’
l
－
～
ー
ー
ー
ー
～
°
　
　
、

隠居分家ののち　家内での
Alの2回目のイ　キョ時の家族構成

　　　　　（197年）

本家内でのA1のインキョ時
の家族構成（1952年）

オマエ インキョ B5分
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1952年イシキョ時の田畑の分割（単位反）

　図3　茨城県下高場の隠居事例②

あ
る
区
費
負
担
、
道
普
請
へ
の
参
加
、
初
寄
合
へ
の
出
席
な
ど

は

す
べ
て
オ
マ
エ
が
担
当
し
て
い
る
。
A
1
夫
婦
は
将
来
イ
ン

キ
ョ

を

C
1
に
継
が
せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
が
、
C
1
の
考
え

次
第
だ
と
も
い
っ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
の
事
例
②
は
親
夫
婦
と
未
婚
の
子
女
の
隠
居
が
隠
居
分

家
に
発
展

し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
分
家
で
も
隠
居
が
行
な

わ
れ

た
、
や
や
複
雑
な
例
で
あ
る
（
図
3
）
。
A
1
は
一
九
五
二

年
に
長

男
B
1
に
オ
マ
エ
を
譲
っ
た
後
、
別
屋
敷
に
新
築
し
た

イ
ン
キ
ョ
に
次
男
B
4
、
三
男
B
5
を
連
れ
て
隠
居
し
た
。
こ

の

と
き
す
で
に
長
女
B
3
は
婚
出
し
て
い
た
。
隠
居
に
際
し
て

は

田
畑
を
分
割
し
た
。
分
割
面
積
は
図
3
の
通
り
で
あ
る
が
、

オ

マ

エ
の

分
、
イ
ソ
キ
ョ
の
分
（
イ
ン
キ
ョ
メ
ン
）
の
ほ
か
に
、

イ
ン
キ
ョ
に
同
行
し
た
B
5
の
分
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
る
。
B
5
は
隠
居
後
に
イ
ソ
キ
ョ
か
ら
勝
田
市
内
に
転

出
し
た
。
そ
の
後
B
4
が
一
九
五
五
年
に
イ
ン
キ
ョ
で
嫁
を
迎

え
て
三
人
の
子
供
を
設
け
る
と
、
一
二
年
後
の
一
九
六
七
年
、

A
1
夫
婦
は
イ
ン
キ
ョ
の
な
か
に
さ
ら
に
イ
ン
キ
ョ
を
つ
く
っ

て

二
人
で
二
回

目
の
隠
居
を
し
た
。
A
1
の
一
回
目
の
隠
居
当

時
は

イ
ン
キ
ョ
は
オ
マ
エ
か
ら
「
イ
ン
キ
ョ
」
と
呼
ぽ
れ
て
い

た

が
、
二
回
目
の
隠
居
以
後
は
A
1
夫
婦
の
イ
ン
キ
ョ
を
「
イ

ン

キ
ョ

」、

B
4
夫
婦
と
そ
の
子
供
の
方
の
家
族
を
「
シ
ン
タ

ク
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
二
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回

目
の
隠
居
前
後
に
隠
居
分
家
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
二
回
目
の
隠
居
の
際
に
は
、

A
1
も
七
六
歳
と
高
齢
で
あ
っ
た
た
め
田
畑
の
分
割
は
行
な
わ
れ
ず
、
A
1
夫
婦
は

隠

居
後
は
農
作
業
は
や

ら
な
か
っ
た
。
食
事
は
隠
居
後
し
ば
ら
く
は
オ
マ
エ
と
別
に

し
て
い
た
が
、
一
九
六
八
年
に
A
1
が
死
亡
し
た
あ
と
は
、
A
2
は
若
夫
婦
に
食
事

を

つ
く
っ
て
も
ら
い
、
た
べ
る
の
だ
け
別
に
し
て
い
る
。
ま
た
A
2
の
分
と
し
て
本

家
か
ら
今
な
お
米
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
仏
壇
と
位
牌
は
最
初
の
隠
居
の
と
き
に
イ

ン

キ

ョ
に
持
っ
て
き
た
。
現
在
は
A
2
が
祭
祀
し
て
お
り
、
盆
棚
も
A
2
の
い
る
イ

ン

キ

ョ

に

つ
く
る
。
A
1
の
死
亡
の
際
に
は
三
五
日
目
ま
で
位
牌
を
本
家
に
持
っ
て

い

っ

た

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
一
年
後
の
新
盆
の
と
き
に
は
、
位
牌
だ
け
本
家
に
持
っ

て

い
っ

て

盆
の

行
事
を

行

な
っ
た
。
本
家
に
は
現
在
の
と
こ
ろ
仏
壇
は
な
い
が
、
A

2
が
死
ね
ぽ
仏
壇
は
本
家
に
も
ど
る
予
定
だ
と
い
う
。
こ
の
事
例
は
イ
ン
キ
ョ
が
何

時
か

ら
分
家
に
な
っ
た
か
な
ど
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
親
夫
婦
と
子
供
の
隠
居
が
隠

居
分
家

と
な
り
、
さ
ら
に
隠
居
分
家
内
で
ふ
た
た
び
隠
居
が
行
な
わ
れ
た
点
が
注
目

さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
下
高
場
の
隠
居
制
の
特
徴
と
し
て
は
つ
ぎ
の
二
点
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
第
一
は
単
独
の
隠
居
、
親
夫
婦
の
隠
居
、
親
夫
婦
と
未
婚
の
子
女
の
隠
居

な

ど
隠
居
形
態
が
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
さ
ら
に
隠

居
分
家
に

な
る
隠
居
も
あ
る
か
ら
複
雑
で
あ
る
。
下
高
場
で
は
大
間
知
篤
三
の
「
北

常

陸
・
磐
城
型
」
の
み
が
隠
居
形
態
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
に
隠
居
は
母
屋
と

は
別

棟
、
別
カ
マ
ド
に
く
わ
え
て
田
畑
の
分
割
も
行
な
わ
れ
る
か
ら
、
隠
居
屋
の
母

屋
に
対
す

る
独
立
性
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
で
あ
る
。

　
下
高
場
で
は
家
族
内
部
の
隠
居
の
場
合
に
は
、
村
落
社
会
に
お
い
て
も
ひ
と
つ
の

家
族
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
な
い
が
、
隠
居
分
家
の
場
合
は
独
立
の
家
族
と
し
て
村

か

ら
認
知
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
村
へ
の
挨
拶
な
ど
の
一
定
の
手
続
き
が
必
要
で

あ
る
。
村
か
ら
一
つ
の
家
族
と
し
て
認
知
さ
れ
る
の
は
ム
ラ
ヅ
キ
ア
イ
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。
「
こ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
以
外
は
入
れ
て
い
な
い
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
村
は
共
有
財
産
を
も
っ
て
い
る
か
ら
外
部
か
ら
簡
単
に
入
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
ム
ラ
ヅ
キ
ァ
イ
と
は
村
の
共
有
財
産
の
所
有
者
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
サ
シ
と

よ
ぼ
れ
る
区
費
を
納
め
、
村
仕
事
に
出
役
し
、
村
の
集
会
に
出
席
し
て
意
思
決
定
に

参
加
す

る
こ
と
で
あ
る
。
村
に
入
る
た
め
に
は
一
定
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、
正

月
の
寄
合
に
酒
と
肴
を
持
参
し
て
承
認
を
う
け
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
な
お
村
か
ら

完
全
に
ひ
と
つ
の
家
族
と
し
て
承
認
さ
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
が
、
回
覧
板
に

象
徴
さ
れ
る
近
所
づ
き
あ
い
の
み
を
行
な
う
つ
き
あ
い
を
、
下
高
場
で
は
「
常
会
つ

き
あ
い
」
と
よ
ん
で
い
る
。

　
［
事
例
二
］
　
山
梨
県
中
巨
摩
郡
敷
島
町
下
芦
沢

　
下
芦
沢
は

甲
府
盆
地
の
西
北
、
芦
沢
川
に
そ
っ
て
位
置
す
る
山
村
で
あ
り
、
一
九

六
八
年
の
調
査
時
点
の
戸
数
は
二
六
戸
、
人
口
一
〇
四
人
で
あ
る
。
こ
の
村
で
は
結

婚
の

際
の
仲
人
親
を
中
心
と
す
る
儀
礼
的
親
子
関
係
と
と
も
に
、
家
族
制
度
と
し
て

の

隠
居
制
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。
山
梨
県
・
長
野
県
を
中
心
と
す
る
中
部
地

方
の
村
落
も
ま
た
隠
居
制
が
濃
密
に
行
な
わ
れ
て
い
る
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
山

梨
県
下
で

は
、
家
族
内
の
特
殊
な
事
情
に
よ
っ
て
隠
居
が
行
な
わ
れ
る
と
す
る
報
告

が

こ
れ
ま
で
に
多
か
っ
た
が
、
下
芦
沢
で
は
特
殊
事
情
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
か

な
ら
ず
し
も
徹
底
的
で
は
な
い
が
か
な
り
広
く
隠
居
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
一
九
六

八
年
現
在
で
は
四

例
の

隠
居
制
家
族
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
「
隠
居
は
昔
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●イエガミサマ
　（石垣の中にある）

→　入ロ

ヨシキゴヤ

クラ

（2階建）

ミソグラ

インキョヤ

モ

ノ
オ
キ

水
ガ
メ
↓
口
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ヒジロ

ロ・・ ナンド オクザシキ
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フ

ロ

ダイドコロ

ア

ガ

リ
グ
チ

？

ニ
ワ

↑ ／
　　　　　ト
　　　　　リ

　　　　小
　　　　屋
ソトベンジョ

カミセ
（座敷の便所）

注　入母屋づくり

　　2階は物置になっている

オオヤのオカギサンと

インキョのオカギサン

約

2
メ
ー
ト
ル

タイ

オオヤの

オカギサン

インキョの

オカギサン

図4　山梨県下芦沢の屋敷の構造の事例
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の

方
が

さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
一
軒
な
し
だ
っ
た
し
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
以
前
は
さ

ら
に
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
下
芦
沢
で
は
過
去
の
隠
居
も
含
め
て

一
六
例
の

隠
居
を
確
認
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

下
芦
沢
で
は
母
屋
を

オ

オ

ヤ
、
隠
居
屋
を
イ
ン
キ
ョ
ヤ
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で
あ

り
、
イ
ン
キ
ョ
ヤ
の
ほ
と
ん
ど
は
同
一
屋
敷
内
に
建
て
ら
れ
る
が
、
将
来
分
家
が
予

定

さ
れ
る
場
合
に
は
始
め
か
ら
別
屋
敷
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
同
一
屋
敷
内

に

イ
ン
キ
ョ
ヤ
を
建
て
る
場
合
、
そ
の
位
置
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
同
棟
の
イ
ン
キ

ョ

ヤ

も
四
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
例
は
オ
オ
ヤ
の
一
階
で
あ
る
が
、
三
例
は
二
階
が

イ
ン
キ
ョ
ヤ
に
な
っ
て
い
る
。
同
棟
で
あ
っ
て
も
入
口
は
別
で
あ
り
、
オ
オ
ヤ
と
イ

ン

キ
ョ

ヤ

は
居
住
空

間
上
の
独
立
性
を
保
持
し
て
い
る
。
図
4
に
示
す
の
は
イ
ン
キ

ョ

ヤ

の

一
例
で

あ
る
が
、
こ
の
場
合
イ
ン
キ
ョ
ヤ
は
屋
敷
の
入
口
の
門
の
脇
に
つ
く

ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
キ
ョ
ヤ
の
ほ
と
ん
ど
に
は
炊
事
場
が
あ
り
、
オ
オ
ヤ
と
は
食
事

を

別
に

し
て
い
る
。
図
4
に
み
る
よ
う
に
イ
ン
キ
ョ
ヤ
の
道
具
は
オ
オ
ヤ
よ
り
も
簡

素
で
あ
る
が
、
日
常
生
活
に
必
要
な
も
の
は
備
え
ら
れ
て
い
る
。
「
隠
居
は
不
経
済

だ
」
と
下
芦
沢
の
人
々
は
い
う
が
、
経
済
的
マ
イ
ナ
ス
を
越
え
て
も
隠
居
制
が
行
な

わ
れ
て

い

る
と
こ
ろ
に
、
隠
居
観
念
の
強
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
下
芦
沢

で
は
神
棚
・
仏
壇
は
イ
ン
キ
ョ
ヤ
で
祀
ら
れ
、
祖
先
祭
祀
は
親
夫
婦
が
担
当
す
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
下
芦
沢
の
隠
居
制
家
族
で
は
隠
居
に
あ
た
っ
て
オ
オ
ヤ

と
イ
ン
キ
ョ
ヤ
で
田
畑
を
分
割
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
イ
ン
キ
ョ
ヤ
の
田
畑
は

オ

ォ

ヤ

よ
り
量
的
に
は
少
な
い
が
、
条
件
の
よ
い
田
畑
が
多
い
。
イ
ソ
キ
ョ
ヤ
の
田

畑
に
お
け
る
労
働
は
オ
ナ
ヤ
の
子
供
夫
婦
な
ど
が
手
伝
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
収

穫
物

は
一
応
イ
ン
キ
ョ
ヤ
の
も
の
と
な
り
、
家
計
の
独
立
性
は
あ
る
程
度
保
持
さ
れ

て

い

る
と
い
え
る
。
下
芦
沢
の
隠
居
制
は
別
居
、
別
カ
マ
ド
、
別
財
の
隠
居
屋
の
独

立
性
の

き
わ
め
て
高
い
隠
居
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
下
芦
沢
で
は
「
子
供
の
泣
き
声
が
う
る
さ
く
て
い
や
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
親
夫

婦
が
の

ん
び

り
と
暮
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
隠
居
が
行
な
わ
れ
る
。
下
芦
沢
の
隠

居
形
態
は

す
べ
て
親
夫
婦
が
隠
居
す
る
親
別
居
隠
居
で
あ
る
が
、
よ
り
細
か
く
み
る

と
、
親
夫
婦
の
い
ず
れ
か
の
単
身
の
隠
居
、
親
夫
婦
の
隠
居
、
親
夫
婦
が
オ
ナ
ヤ
に

残
す
子
供

（
多
く
は
長
男
）
以
外
の
子
供
の
同
行
さ
せ
る
隠
居
、
の
三
形
態
が
あ
る
。

事
例
数

と
し
て
は
、
子
供
の
始
末
を
す
べ
て
つ
け
た
あ
と
親
夫
婦
の
み
が
隠
居
す
る

形
態
が
七
例
で
最

も
多
い
。
長
男
以
外
の
子
供
を
同
行
さ
せ
る
隠
居
の
場
合
、
隠
居

が
発
展

し
て
分
家
と
な
る
隠
居
分
家
が
形
成
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
下
芦
沢
に
お
け

る
隠
居
時
期
は
、
親
夫
婦
が
す
べ
て
の
子
供
の
始
末
を
つ
け
て
か
ら
隠
居
す
る
例
が

多
い
か
ら
、
か
な
り
遅
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
隠
居
は
孫
の
誕
生
以
降

に
行

な
わ
れ
、
ナ
オ
ヤ
の
相
続
者
の
結
婚
か
ら
親
夫
婦
の
隠
居
ま
で
の
期
間
は
平
均

す
れ
ぽ

四
・
九
年
に
な
る
。
隠
居
時
点
で
の
隠
居
者
の
平
均
年
齢
は
五
八
・
一
歳
、

ナ

オ

ヤ

の

相
続
者
の
平
均
年
齢
は
三
〇
・
五
歳
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
下
芦
沢
の
イ

ン

キ
ョ

ヤ

は
親
夫
婦
双
方
の

死
亡
に

よ
っ
て
消
滅
し
、
片
方
の
死
亡
の
場
合
に
は
依

然

と
し
て
イ
ン
キ
ョ
ヤ
が
存
続
す
る
例
が
多
い
。
隠
居
が
消
滅
す
れ
ば
、
イ
ン
キ
ョ

ヤ

の
田

畑
、
神
棚
、
仏
壇
な
ど
は
オ
オ
ヤ
に
戻
さ
れ
る
。
ま
た
下
芦
沢
の
隠
居
は
家

族
内
部
に
お
け
る
生
活
単
位
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
村
落
社
会
で
は
オ
オ
ヤ
と
と
も
に

ひ

と
つ
の
家
族
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
下
芦
沢
で
一
つ
の
家
族
と
し
て
村
落
社

会
か

ら
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
、
村
仕
事
で
あ
る
ゴ
ー
ヤ
ク
へ
の
参

加
で

あ
る
。
過
去
に
は
イ
ン
キ
ョ
ヤ
が
独
自
に
ゴ
ー
ヤ
ク
に
参
加
し
て
い
た
例
も
あ
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図5　山梨県下芦沢の隠居の事例

っ

た

が
、
現
在
で
は
イ
ン
キ
ョ
ヤ
は
ま
っ
た
く
ゴ
ー
ヤ
ク
に
出
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
イ
ン
キ
ョ
ヤ
は
二
　
の
家
族
と
し
て
独
自
に
村
落
か
ら
認
知
さ

れ

る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
村
落
社
会
に
お
け
る
イ
ン
キ
ョ
ヤ
の
地
位
は
低
い

と
い
え
よ
う
。

　

こ
こ
で
下
芦
沢
の
代
表
的
な
隠
居
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
（
図
5
）
。
こ
の

家
族
で
は
明
治
後
期
以
降
三
例
の
隠
居
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
世

帯
主
D
1
（
六
一
歳
）
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
そ
っ
て
こ
の
家
族
の
隠

居
を

み
て

み

よ
う
。
ま
ず
世
帯
主
が
生
ま
れ
た
一
九
〇
七
年
当
時
こ
の
家
族

で
は
す
で

に
、
A
2
が
単
独
で
隠
居
し
て
い
た
が
、
こ
の
隠
居
が
当
初
か
ら

単
独
の

隠
居
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
A
2
は
一
九
一
六
年

に
死
亡

し
、
い
っ
た
ん
こ
の
家
族
の
隠
居
は
消
滅
し
た
が
、
四
年
後
の
一
九

二
〇
年
頃
に

B
2
が
単
独
で
隠
居
し
て
復
活
し
た
。
こ
の
隠
居
は
C
1
、
C

2
の
結
婚
後
じ
つ
に
一
四
年
を
経
過
し
て
か
ら
の
も
の
で
、
こ
の
時
に
は
B

1
、
B
2
の
子
供
た
ち
は
婚
出
、
分
家
、
転
出
な
ど
に
よ
っ
て
全
部
か
た
つ

い
た

後
で
あ
っ
た
。
こ
の
イ
ン
キ
ョ
に
は
神
棚
や
仏
壇
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
り
、
B
2
の
死
亡
に
よ
っ
て
こ
の
隠
居
は
消
滅
し
た
。
そ
の
後
C
1
、
C

2
の
子
供
が
続
々
と
で
き
、
D
1
も
一
九
三
三
年
に
結
婚
し
て
そ
の
子
供
も

で
き
る
な
ど
、
オ
オ
ヤ
は
親
夫
婦
と
子
供
夫
婦
が
同
居
す
る
大
き
な
家
族
に

な

っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
D
1
が
結
婚
し
て
六
年
後
の
一
九
三
九

年
、
C
1
、
C
2
は
ま
だ
小
さ
か
っ
た
自
分
の
子
供
D
6
、
D
7
、
D
8
を

つ
れ
て

隠
居

し
た
。
子
供
を
同
行
し
た
点
で
先
代
の
単
独
隠
居
と
異
な
っ
て

い

た
。
イ
ン
キ
ョ
ヤ
は
こ
の
と
き
新
た
に
建
て
た
も
の
で
、
神
棚
も
仏
壇
も
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備
え
ら
れ
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
に
D
1
が
招
集
に
な
っ
た
の
で
、
「
ナ
ナ
ヤ
が
立

た

な
く
な
る
」
と
い
う
理
由
で
、
C
1
、
C
2
は
一
時
隠
居
を
や
め
て
オ
オ
ヤ
に
帰

っ

た

が
、
一
九
四
五
年
に
D
1
が
復
員
し
た
の
で
、
C
1
、
C
2
は
再
び
も
と
の
イ

ン

キ

ョ

ヤ

に

隠
居
し
た
。
こ
の
と
き
田
畑
の
分
割
も
行
な
い
、
隠
居
は
食
ぺ
て
い
け

る
い
い
田
畑
を
持
っ
て
い
っ
た
が
、
田
植
の
時
期
な
ど
に
は
オ
オ
ヤ
は
イ
ン
キ
ョ
ヤ

の

農

作
業
を
手
伝
っ
た
と
い
う
。
C
2
は
一
九
五
八
年
に
死
亡
し
、
ま
た
C
1
も
一

九

六
四
年
に
死
亡
し
た
の
で
こ
の
隠
居
は
消
滅
し
た
。
イ
ン
キ
ョ
ヤ
に
あ
っ
た
神
棚

や
仏
壇
は
オ

オ

ヤ

に
戻

さ
れ
、
イ
ン
キ
ョ
ヤ
は
オ
オ
ヤ
に
吸
収
さ
れ
た
。

　
隠
居
時
点
の
事
情
が
明
確
な
こ
の
家
族
の
二
つ
の
隠
居
の
事
例
の
う
ち
、
先
代
の

隠
居
は
母
親
の
み
の
単
独
隠
居
で
あ
り
、
最
近
の
隠
居
は
親
夫
婦
が
未
婚
の
子
女
を

同
行
さ
せ
る
隠
居
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
家
族
の
隠
居
は
世
代
に
よ
っ
て
異
な

る
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
同
一
家
族
で
あ
っ
て
も
世
代
に
よ
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
の
隠
居
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
隠
居
類
型
を
考
え
る
場
合
に
注
目

す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
こ
の
家
族
の
歴
史
を
み
る
と
、
子
供
の
う
ち
の

一
人
は
生
家
に
残

る
「
一
子
残
留
制
」
が
貫
徹
さ
れ
る
な
か
で
、
家
族
が
三
世
代
な

い

し
四
世
代
で
構
成
さ
れ
る
大
家
族
に
な
っ
た
と
き
に
、
隠
居
を
行
な
っ
て
生
活
単

位
が

で
き
る
だ
け
小
さ
く
な
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら

現
在
の

世
帯
主
の

長
男
E
1
は
甲
府
に
転
出
し
て
お
り
、
農
繁
期
に
は
、
手
伝
い
に

帰

る
こ
と
も
あ
る
が
、
日
常
生
活
の
場
は
下
芦
沢
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
オ
オ
ヤ

自
体
が
村
外
に
転
出
し
、
下
芦
沢
に
残
っ
た
家
族
自
体
が
い
ま
や
イ
ン
キ
ョ
ヤ
的
性

格
を

も
ち
は
じ
め
た
と
い
え
よ
う
。

　
一
九
六
八
年
の
調
査
時
点
に
お
け
る
平
均
家
族
人
員
は
四
・
○
人
で
あ
り
、
下
芦

沢
は
比
較
的
家
族
規
模
が

小

さ
く
、
構
成
の
単
純
な
家
族
を
特
徴
と
す
る
村
落
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
現
在
、
隠
居
を
行
な
っ
て
い
る
家
族
の
続
柄
構
成
を
隠
居
を
や
っ

て

い

な
い
家
族
と
比
較
し
て
み
る
と
、
家
族
構
成
は
や
や
複
雑
で
あ
る
。
ま
た
平
均

家
族
人
員
に
お
い
て
も
隠
居
制
家
族
は
四
・
五
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
家
族
の

三
・
九
人
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
下
芦
沢
の
隠
居
制
家
族
は
、
家
族
内

部
に
複
数
の
小
さ
な
生
活
単
位
を
形
成
す
る
が
、
家
族
と
し
て
は
小
規
模
で
単
純
な

構
成
を

も
つ
と
は
い
え
な
い
。

　
最
後
に
下
芦
沢
の
隠
居
制
家
族
と
村
落
社
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

下
芦
沢
に
お
け

る
隠
居
制
と
村
落
社
会
の
関
連
を
示
す
も
の
と
し
て
、
世
代
階
層
と

の

関
連
が
重
要
で

あ
る
。
下
芦
沢
の
世
代
階
層
は
、
若
者
組
で
あ
る
セ
ン
ネ
ン
に
加

入
す

る
以
前
の
世
代
、
一
五
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
セ
ン
ネ
ン
の
世
代
、
セ
ン
ネ
ン

を

脱
退

し
た
あ
と
の
ダ
ン
ナ
シ
の
世
代
、
お
よ
び
隠
居
後
の
世
代
の
四
つ
に
区
分
さ

れ

る
。
こ
れ
ら
の
世
代
階
層
の
う
ち
第
三
の
ダ
ン
ナ
シ
の
世
代
と
隠
居
後
の
世
代
と

を

区
分
す

る
契
機
が
隠
居
で
あ
る
。
ダ
ン
ナ
シ
の
世
代
は
各
家
族
を
代
表
し
て
村
の

寄
合
に
出
席
し
、
村
の
意
思
決
定
に
参
加
す
る
が
、
隠
居
世
代
に
な
れ
ぽ
こ
う
し
た

意
思
決
定
に
参
加

し
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
下
芦
沢
で
は
家
族
内
部
に
お
け
る
隠
居

に

と
も
な
う
地
位
の
変
動
が
、
村
落
社
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
引
退
を
も
意
味

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
隠
居
制
は
各
家
族
の
事
情
に
も
と
つ
く
か
ら
、

ダ

ン

ナ
シ

と
イ
ン
キ
ョ
の
世
代
区
分
は
斉
一
的
で
は
な
い
。
ま
た
最
近
に
お
い
て
は
、

相
対
的
な
世
帯
主
年
齢
の
上
昇
や
若
年
層
の
村
外
転
出
に
よ
り
、
下
芦
沢
の
家
族
そ

の

も
の
が
イ
ン
キ
ョ
ヤ
的
性
格
を
も
ち
は
じ
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
ダ
ン
ナ
シ

の

世
代

と
イ
ン
キ
ョ
の
世
代
の
区
分
は
不
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
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［
事
例
三
］
　
東
京
都
伊
豆
利
島

　
伊
豆
諸
島
は
隠
居
制
が
き
わ
め
て
活
発
に
行
な
わ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
大
間

知
篤
三
、
蒲
生
正
男
、
村
武
精
＝
基
ど
に
よ
っ
て
隠
居
制
家
族
の
事
例
が
蓄
積
さ
れ
、

隠
居
制
家
族
に
つ
い
て
の
か
ず
か
ず
の
理
論
的
説
明
が
提
示
さ
れ
て
き
た
地
域
と
し

て

重
要
で
あ
る
。
伊
豆
諸
島
の
隠
居
制
の
な
か
で
も
、
大
島
・
新
島
・
利
島
な
ど
の

北
部
の
隠
居
制
と
、
八
丈
島
・
青
ケ
島
な
ど
の
南
部
の
隠
居
制
と
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
蒲
生
正
男
ほ
か
（
一
九
六
三
）
に
よ
れ
ぽ
、
南
部
と
北
部

の
隠
居
制
の
差
異
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
「
南
部
の
隠
居
制
は
相
続

人
の

結
婚
後
間
も
な
く
親
夫
婦
が
そ
の
未
婚
の
子
女
を
つ
れ
て
隠
居
屋
に
移
り
住
む

の

に
対

し
て
、
北
部
で
は
相
続
人
の
結
婚
が
親
の
隠
居
の
時
期
を
き
め
る
の
で
は
な

く
て
、
親
た
ち
は
相
続
人
以
外
の
す
べ
て
の
子
女
の
身
の
ふ
り
方
を
つ
け
て
か
ら
隠

居
屋
に

う
つ
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
前
者
の
場
合
は
隠
居
年
齢
は
概
し
て
早
く
、
後

者
の

場
合
は

し
ぼ
し
ぽ
六
〇
歳
前
後
と
な
る
」
（
蒲
生
正
男
ほ
か
一
九
六
三
、
五
九

頁
）
。
村
武
精
一
（
一
九
六
五
）
が
北
部
の
隠
居
制
を
「
世
代
限
定
的
分
立
方
式
」
、

南

部
の
隠
居
制
を
「
超
世
代
的
分
立
方
式
」
と
し
て
類
型
化
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な

差
異
に

も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
北
部
は
家
族
内
の
隠
居
で
あ
り
、
南
部

は

隠
居
分
家
で
あ
る
。
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
八
）
は
伊
豆
諸
島
の
隠
居
制
を
「
伊

豆
利

島
型
」
「
伊
豆
大
島
型
」
に
類
型
化
し
、
い
ず
れ
も
父
子
二
世
代
夫
婦
不
同
居

の

原
理
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
大
間
知
篤
三
の
研
究
に
お
い
て
明
ら
か
な
よ
う

に
、
こ
の
地
域
の
隠
居
制
の
基
礎
と
な
る
婚
姻
は
一
時
的
婿
入
婚
で
あ
り
、
こ
の
婚

姻
形
態
と
隠
居
制
と
の
構
造
連
関
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
間
知
篤
三
（
一
九

五
〇
）
、
村
武
精
一
・
坪
井
洋
文
（
一
九
五
九
）
な
ど
に
よ
っ
て
北
部
の
利
島
の
隠

居
制
家
族
の
例
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
村
武
精
一
ら
が
調
査
し
た
一
九
五
七
年
の
利
島
の
家
族
数
は
六
一
家
族
（
一
一
二
八

人
）
で
、
そ
の
う
ち
一
五
家
族
で
隠
居
制
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
比
率
は
大
間

知
篤
三
の
調
査
し
た
一
九
四
九
年
と
ほ
ぼ
同
率
で
あ
る
。
婚
姻
か
ら
隠
居
ま
で
の
経

過
は
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
〇
）
に
し
た
が
い
な
が
ら
記
述
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
利
島
で
は
ネ
ド
と
よ
ぽ
れ
る
宿
を
通
じ
て
自
主
的
に
配
偶
者
を
選
定
す
る
。

相
手
が
決
定
す
る
と
婿
方
か
ら
近
親
の
男
が
夜
分
ひ
と
り
で
嫁
方
へ
行
き
縁
談
を
申

し
込
む
。
嫁
方
が
承
認
す
る
と
、
翌
日
に
婿
方
の
親
族
の
女
性
三
～
五
人
が
嫁
を
迎

え
に
行
く
。
嫁
は
ひ
と
り
で
普
段
着
の
ま
ま
で
婿
方
へ
行
く
と
、
婿
方
で
は
近
所
の

女
性
た
ち

を

招
き
、
お
茶
と
ヨ
メ
ニ
ギ
リ
の
飯
が
出
さ
れ
る
。
こ
の
ヨ
メ
ニ
ギ
リ
の

飯
を

食
べ
る
と
婚
姻
が
正
式
に
成
立
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
が
終
了
す
る
と
嫁

は
生
家
に

も
ど
り
、
以
後
は
毎
日
早
朝
か
ら
婿
方
に
き
て
婿
方
の
仕
事
を
し
、
三
度

の

食
事
も
婿
方
で
取
る
。
夜
食
を
取
る
と
嫁
は
生
家
（
親
が
隠
居
し
て
い
る
場
合
は

隠
居
屋
）
に
も
ど
る
が
、
こ
れ
を
利
島
で
は
ネ
ド
ガ
エ
リ
と
呼
ん
で
い
る
。
婿
も
嫁

の

生
家
に
泊
ま
り
に
行
く
が
、
こ
れ
は
ネ
ド
ヘ
イ
ク
と
呼
ぼ
れ
る
。
嫁
の
生
家
が
し

ば

ら
く
の
間
の
性
交
渉
の
場
と
な
る
。
ネ
ド
ガ
エ
リ
は
婿
の
親
が
隠
居
す
る
ま
で
続

け
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
こ
の
期
間
中
、
嫁
の
財
物
は
生
家
に
引
き
続
き
置
か

れ
た

ま
ま
で
あ
る
。
子
供
が
生
ま
れ
て
も
ネ
ド
ガ
エ
リ
は
続
け
ら
れ
る
が
、
子
供
が

多
く
な
る
と
や
め
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。
ネ
ド
ガ
エ
リ
期
間
中
の
家
族
構
成
を
み

る
と
、
嫁
の
生
家
の
隠
居
屋
に
は
嫁
の
両
親
と
嫁
、
婿
、
子
供
た
ち
が
生
活
す
る
こ

と
に
な
り
、
　
「
内
孫
が
他
家
へ
泊
り
、
外
孫
が
自
家
に
泊
る
」
状
態
と
な
る
。
ネ
ド

ガ

エ

リ
を
終
了
し
て
嫁
が
婚
家
に
引
き
移
る
の
は
婿
の
両
親
の
隠
居
の
時
期
で
あ
る
。
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こ
の
時
の
祝
い
は
コ
ン
レ
イ
祝
い
と
よ
ば
れ
、
嫁
は
姑
の
裾
に
す
が
っ
て
泣
き
、
あ

た

か
も
生
き
別
れ
の
よ
う
な
光
景
だ
と
い
う
。

　

こ
こ
で
村
武
精
一
ほ
か
（
一
九
五
九
）
の
示
し
た
事
例
を
み
て
み
よ
う
。
B
1
、

B
2
夫
婦
は
結
婚
成
立
後
、
B
2
の
生
家
の
母
屋
に
ネ
ド
ガ
エ
リ
を
つ
づ
け
た
。
子

供
は
三
人

も
う
け
た
が
、
ネ
ド
ガ
エ
リ
の
際
に
は
三
人
と
も
生
家
に
つ
れ
て
帰
っ
た
。

そ
の

と
き
の
生
家
の
母
屋
は
図
6
に
示
す
よ
う
な
家
族
構
成
で
、
B
2
の
両
親
が
い

た
。
祖
母
は
生
家
の
隠
居
屋
に
隠
居
し
て
い
た
。
調
査
時
点
で
は
ネ
ド
ガ
エ
リ
は
終

△

D

○

・
、

○

亀

／
△

んインキ⇒

　　’

△

F

△

E
△

F
　
F

’
△
固

○，’○○

ネドガエリ期間中の
生家の家族構成

△

9
0
Q

O
O
＼

図6　伊豆利島のネドガエリと隠居の事例

了
し
、
B
1
の
親
夫
婦
（
A
1
、
A
2
）
は
ま
だ
か
た
つ
い
て
い
な
い
子
供
（
B
5
）

と
と
も
に
隠
居
屋
に
居
住
し
、
母
屋
に
は
B
1
、
B
2
夫
婦
と
そ
の
子
供
が
居
住
し

て

い
る
。

　
利
島
の
隠
居
制
は
、
基
本
的
に
別
居
・
別
竈
・
別
財
の
独
立
性
の
高
い
隠
居
制
で

あ
る
。
隠
居
屋
は
母
屋
（
オ
ー
ヤ
）
と
同
じ
棟
の
場
合
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
も

新
島
と
同
じ
よ
う
に
入
口
が
別
で
あ
り
、
居
住
空
間
と
し
て
の
独
立
性
は
確
保
さ
れ

て

い

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
同
竈
・
同
財
の
独
立
性
の
低
い
隠
居
も

（2
3
）

あ
る
。
利
島
の
隠
居
制
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
か
ら
隠
居
ま
で
の

期

間
が
き
わ
め
て
長
く
、
隠
居
年
齢
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
の
特
徴
は

隠
居
屋
の

成
員
の
な
か
に
外
孫
や
内
孫
、
お
よ
び
娘
と
入
婿
を
含
む
例
が
か
な
り
み

と
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
外
孫
は
ネ
ド
ガ
エ
リ
期
間
の
み
の
成
員
で
あ
る
が
、
内

孫
は

入
婿
を
取
っ
た
娘
の
子
供
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
大
間
知
篤
三
は
利

島
の
家
族
に
は
父
子
二
世
代
夫
婦
不
同
居
の
原
理
が
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
よ
り
詳

細
に
み
れ
ぽ
、
「
父
－
息
子
二
世
代
夫
婦
不
同
居
の
原
理
」
で
あ
っ
て
、
ま
た
ネ
ド

ガ

エ

リ
期
間
や
入
婿
な
ど
に
よ
り
「
父
ー
娘
二
世
代
夫
婦
同
居
の
原
理
」
も
認
め
ら

れ

る
と
い
え
よ
う
。
利
島
の
家
族
は
、
父
ー
息
子
二
世
代
夫
婦
不
同
居
の
原
理
と
父

ー
娘
二
世
代
夫
婦
同
居
の
原
理
の
は
ざ
ま
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
利
島
の
隠
居
制
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
家
族
内
部
に
お
け
る
親
族
呼
称
が

世
代
呼
称
と
し
て
、
村
落
社
会
で
も
使
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

利
島
の
世
代
階
層
は
「
ア
ニ
イ
、
ア
ネ
イ
」
「
オ
ジ
イ
、
カ
カ
ア
」
「
ジ
イ
、
バ
バ
」

の

三
つ
で
あ
り
、
「
ア
ニ
イ
、
ア
ネ
イ
」
は
若
者
・
娘
の
世
代
、
「
オ
ジ
イ
、
カ
カ
ア
」

は
母
屋
の

家
長
の

世
代
、
「
ジ
イ
、
バ
バ
」
は
隠
居
の
世
代
で
あ
る
。
村
武
精
一
・
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坪
井
洋
文

（
一
九

五
九
）
は
、
こ
れ
ら
の
地
位
が
年
齢
で
は
な
く
村
落
社
会
の
社
会

的
承
認
を

う
け
た
世
代
階
層
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
利
島
を
新
島
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

同
じ
よ
う
に
「
世
代
阯
年
齢
階
層
制
社
会
」
と
規
定
し
た
。

　
［
事
例
四
］
　
滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
三
上

　
滋
賀
県
の
家
族
は
比
較
的
規
模
も
大
き
く
直
系
型
家
族
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い

る
。
滋
賀
県
の
家
族
に
お
い
て
も
か
な
り
広
範
に
隠
居
制
家
族
が
認
め
ら
れ
る
。
中

村
治
兵
衛

（
一
九
四

八
）
は
滋
賀
県
愛
知
郡
稲
村
の
報
告
の
な
か
で
い
ち
は
や
く
隠

居
制
家
族
の

存
在
を
指
摘

し
て
い
る
が
、
滋
賀
県
下
の
隠
居
制
家
族
の
報
告
は
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
な
い
。
琵
琶
湖
の
南
に
位
置
し
、
水
田
稲
作
を
中
心
と
す
る
農
村
で

あ
る
野
洲
町
三
上
（
一
九
七
五
年
調
査
）
で
は
、
こ
の
地
域
の
他
の
村
落
と
お
な
じ

よ
う
に
活
発
に
隠
居
制
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
三
上
に
お
い
て
か
な
り
古
く
か
ら
隠

居
制
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
＝
ハ
九
六
年
（
元
禄
九
年
）
の
『
江
州
野
洲
郡

三
上
村
指

出
帳
』
に
家
数
一
四
二
戸
の
う
ち
、
隠
居
無
役
と
し
て
一
八
戸
が
記
載
さ

れ
て

い

る
事
実
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
上
の
な

か
の

大

中
小
路
に
例
を
と
る
と
、
三
七
戸
の
う
ち
二
三
戸
（
六
二
・
二

％
）
が
隠
居
屋
を
所
有
し
て
お
り
、
ま
た
大
中
小
路
の
四
五
戸
の
う
ち
調
査
時
点
で

五
戸
が
現
実
に
隠
居
を
行
な
っ
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て
も
大
中
小
路
で
か
な
り
一

般
的
に
隠

居
制
を

確
認
で
き
る
。
大
中
小
路
で
は
母
屋
を
ホ
ン
ヤ
、
隠
居
屋
を
イ
ン

キ

ョ

と
呼
ぶ
。
イ
ン
キ
ョ
は
「
離
れ
屋
敷
」
で
あ
り
、
そ
の
位
置
は
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
が
、
多
く
は
同
じ
屋
敷
内
に
ホ
ン
ヤ
に
向
か
い
あ
う
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

最
近
は
嫁
が
来
や
す
い
よ
う
に
、
競
う
よ
う
に
豪
華
な
イ
ン
キ
ョ
を
建
て
る
傾
向
が

あ
り
、
大
中
小
路
の
隠
居
制
は
新
し
い
意
味
を
加
え
て
ま
す
ま
す
活
発
化
し
て
い
る
。

　
大
中
小
路
に
お
け
る
隠
居
制
家
族
の
一
例
を
示
そ
う
（
図
7
）
。
こ
の
家
族
は
少
な

く
と
も
三
世
代
以
上
継
続
し
て
い
る
古
い
家
族
で
あ
る
。
ま
ず
現
在
の
世
帯
主
二

九
一
二
年
生
）
が
一
九
三
七
年
に
結
婚
し
た
当
時
の
家
族
構
成
を
み
る
と
、
世
帯
主

夫
婦
は

イ
ン
キ
ョ
に
行
き
、
親
夫
婦
と
世
帯
主
の
兄
弟
姉
妹
が
ホ
ン
ヤ
に
住
ん
で
い

た
。
そ
の
後
世
帯
主
は
出
兵
し
た
が
、
一
九
四
六
年
に
復
員
し
た
時
に
は
、
世
帯
主

夫
婦
は
息
子
を
イ
ン
キ
ョ
に
残
し
、
娘
を
連
れ
て
イ
ン
キ
ョ
か
ら
ホ
ン
ヤ
に
も
ど
っ

て
、
父
親
の
跡
を
継
ぐ
か
た
ち
と
な
っ
た
。
逆
に
親
夫
婦
は
ホ
ソ
ヤ
を
出
て
、
イ
ン

キ
ョ

に
行
き
、
世
帯
主
夫
婦
と
親
夫
婦
は
居
所
を
交
換
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
キ
ョ

に
残
っ
た
長
男
が
一
九
六
四
年
に
結
婚
す
る
と
、
親
夫
婦
は
ホ
ン
ヤ
に
も
ど
っ
て
世

帯
主
夫
婦

と
と
も
に
生
活
を
始
め
、
長
男
夫
婦
だ
け
が
イ
ン
キ
ョ
で
生
活
す
る
よ
う

に

な
っ
て
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
男
夫
婦
の
イ
ン
キ
ョ
へ
の
隠
居
を

優
先
し
た
処
置
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
場
合
、
イ
ソ
キ
ョ
に
残
っ
た
長
男
は
親

夫
婦
か

ら
み
れ
ぽ
孫
に
あ
た
り
、
こ
れ
は
隠
居
屋
で
祖
父
母
と
と
も
に
生
活
す
る
い

わ
ゆ

る
「
隠
居
孫
」
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
相
続
を
予
定
さ
れ
る
長
男
が
小
さ
い

頃

か

ら
、
他
の
兄
弟
姉
妹
と
わ
か
れ
て
祖
父
母
と
と
も
に
イ
ソ
キ
ョ
で
生
活
し
、
母

屋
に

一
度

も
戻
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
結
婚
後
も
イ
ン
キ
ョ
に
と
ど
ま
っ
て
嗣
子
別

居
隠
居
の
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
隠
居
孫
は
日
本
各
地
の
隠
居

制
家
族
に
み

ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
例
は
こ
れ
ま
で
報
告
が
な
い
。
こ
の
家
族
の
場

合
、
ホ
ン
ヤ
と
イ
ン
キ
ョ
は
食
事
も
財
産
も
分
割
せ
ず
、
た
だ
寝
る
場
所
を
別
に
し

て

い

る
だ
け
で
あ
る
。

　

大
中
小
路
の
隠
居
制
家
族
の
特
徴
と
し
て
以
下
の
三
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
は
隠
居
形
態
と
し
て
「
嗣
子
別
居
」
形
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
上
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図7　滋賀県三上における嗣子別居隠居の事例

の

人
々
は
「
こ
こ
で
は
若
い
者
が
イ
ン
キ
ョ
に
行
く
」
と
語
る
よ
う
に
一
般
的
に
嗣

子
別
居
が

行

な
わ
れ
て
い
る
。
嗣
子
別
居
後
の
居
住
形
態
を
み
る
と
、
さ
ら
に
下
位

世
代
の
嗣
子
の
結
婚
を
契
機
と
し
て
、
い
ま
ま
で
イ
ン
キ
ョ
に
い
た
親
夫
婦
が
一
方

的
に
ホ
ン
ヤ
に
移
動
す
る
型
と
、
事
例
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
定
期
間
後
ホ
ン
ヤ
と

イ
ン
キ
ョ
が
そ
の
住
居
を
交
換
す
る
型
の
二
つ
が
み
ら
れ
る
。
第
二
は
、
隠
居
が
長

男
夫
婦
の
結
婚
と
と
も
に
行
な
わ
れ
る
か
ら
、
隠
居
時
期
が
き
わ
め
て
早
い
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
イ
ン
キ
ョ
に
は
結
婚
し
た
長
男
夫
婦
が
隠
居
し
、
親
夫
婦
と
長

男
以
外
の
子
供
た
ち
は
ホ
ン
ヤ
に
残
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
は
イ
ン
キ
ョ
の
独
立
性

が

き
わ
め
て
低
い
こ
と
で
あ
る
。
最
近
の
イ
ン
キ
ョ
に
は
炊
事
の
設
備
の
あ
る
も
の

も
多
い
が
、
三
上
の
隠
居
制
は
別
居
に
主
眼
が
お
か
れ
て
お
り
、
食
事
も
財
産
も
分

割

し
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
仏
壇
や
位
牌
は
常
に
ホ
ン
ヤ
に
置
か
れ
、
祖

先
祭
祀
は
ホ

ン

ヤ

の

役
割
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
祖
先
祭
祀
は
嗣
子
別
居
の
期
間
は

親
夫
婦
が

担
当
し
、
居
住
交
換
の
の
ち
は
子
供
夫
婦
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
三

上
に
お
い
て

は

イ
ン
キ
ョ
は
ホ
ン
ヤ
と
と
も
に
ひ
と
つ
の
家
族
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い

る
。
隠
居
は
家
族
内
部
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
村
の
役
職
や
宮
座
に
お

け
る
役
割
そ
の
他
に
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
隠
居
制
が
行
な
わ
れ
て
い
る
大
中
小
路
の
家
族
は
、
長
男
相
続
を
基
本

と
し
家
族
規
模
も
か
な
り
大
き
い
直
系
家
族
で
あ
る
。
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
デ

ー
タ
に
よ
れ
ば
、
大
中
小
路
の
平
均
世
帯
人
員
は
一
九
六
〇
年
に
五
・
五
九
人
、
一

九
六
五
年
に

五
・

八
四
人
で
あ
り
、
一
九
六
五
年
、
一
九
七
〇
年
の
滋
賀
県
の
平
均
世

帯
人
員
四
・
二
八
人
、
四
・
〇
五
人
を
も
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
の
平
均

自
体
が
日
本
全
体
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
か
ら
、
大
中
小
路
の
家
族
の
規
模
が
き
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わ
め
て

大
き
い
こ
と
は
こ
れ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
三
上
の
隠
居
制
は
独
立

性

も
低
く
、
こ
の
地
域
の
家
族
は
直
系
型
家
族
と
し
て
理
解
で
き
る
が
、
そ
の
な
か
に

あ
っ
て
隠
居
制
は
親
夫
婦
と
子
供
夫
婦
の
微
弱
な
分
離
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
［
事
例
五
］
　
岡
山
県
和
気
郡
日
生
町
頭
島

　
頭
島
は
瀬
戸
内
海
中
部
の
島
峻
漁
村
で
あ
る
。
岡
山
県
の
東
部
、
大
多
府
島
・
鶴

島
・
鹿
久
居
島
・
曽
島
・
鴻
島
な
ど
と
と
も
に
形
成
す
る
日
生
諸
島
の
中
心
部
に
位

置
す

る
島
で
あ
る
。
頭
島
は
日
生
町
か
ら
海
上
約
四
キ
ロ
の
位
置
に
あ
り
、
世
帯
は

二
一
五
世
帯
、
人
口
は
一
〇
二
八
人
（
一
九
六
〇
年
国
勢
調
査
）
を
数
え
る
。
頭
島

の

耕
地
の

ほ

と
ん
ど
は
畑
地
で
あ
り
、
水
田
農
業
に
は
適
さ
ず
、
生
業
は
エ
ビ
・
ナ

マ
コ

・

モ
ズ

ク
・
カ
キ
養
殖
を
中
心
と
す
る
漁
業
を
主
体
と
し
、
副
業
と
し
て
麦
と

サ
ツ

マ

イ
モ
を
中
心
と
す
る
農
業
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。

　
頭
島
の
家
族
は
小
規
模
で
単
純
な
構
成
を
特
色
と
し
て
い
る
。
頭
島
の
家
族
の
一

九
六
六
年
調
査
時
点
の
平
均
家
族
人
員
は
四
・
五
人
で
、
家
族
類
型
は
四
〇
家
族
の

う
ち
、
夫
婦
家
族
が
二
六
、
直
系
家
族
が
一
四
と
な
っ
て
い
る
。
頭
島
の
こ
う
し
た

家
族
構
造
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
選
定
相
続
、
一
時
的
な
別
居
を
と
も
な
う
長
男

相
続
、
隠
居
制
の
三
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
世
帯
主
の
兄
弟
姉
妹
に
つ

い
て

み
れ
ば
、
相
続
し
た
二
三
人
の
う
ち
、
長
男
は
一
〇
人
、
次
男
は
七
人
、
三
男
以

下
四
人

と
な
っ
て
お
り
、
長
男
相
続
は
半
数
以
下
で
あ
る
。
頭
島
で
は
子
供
は
結
婚

し
た
者
か
ら
順
に
生
家
を
離
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
子
供
の
う
ち
で
「
わ
し
が

見
よ
う
か
」
と
い
っ
た
者
や
、
「
親
を
大
切
に
し
て
く
れ
そ
う
だ
」
と
い
う
理
由
で
選

ば

れ
た
者

が
、
生
家
に
帰
っ
て
親
の
面
倒
を
み
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
典
型
的
な
選

定
相
続
の
形
態
で
あ
る
。
ま
た
数
と
し
て
は
も
っ
と
も
多
い
長
男
相
続
に
は
つ
ぎ
の

三
つ
の

形
態
が

あ
る
。
第
一
は
、
長
男
が
結
婚
後
同
一
世
帯
で
親
と
生
活
を
共
に
し
、

一
定
期

間
の
の
ち
に
相
続
す
る
形
態
で
あ
り
、
第
二
は
、
長
男
が
結
婚
後
ひ
と
ま
ず

生
家
を
離
れ
、
他
の
兄
弟
姉
妹
が
展
開
を
と
げ
た
の
ち
、
ふ
た
た
び
親
の
も
と
に
帰

っ

て

相
続
す

る
形
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
選
定
相
続
で
あ
り
な
が
ら
、
家
族
構
成
の
観

点
か

ら
み
れ
ば
末
子
相
続
と
同
じ
意
味
を
も
つ
形
態
で
あ
り
、
家
族
を
可
能
な
か
ぎ

り
小
規
模
化
、
単
純
化
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
三
は
、
妻
訪
い
が

終

了
し
て
嫁
が
夫
の
家
族
に
入
っ
た
の
ち
早
い
段
階
で
あ
と
つ
ぎ
夫
婦
は
隠
居
屋
に

移
っ
て
親
夫
婦
と
別
世
帯
を
構
成
し
、
他
の
兄
弟
姉
妹
が
展
開
を
と
げ
た
の
ち
に
、

親
夫
婦

と
居
住
場
所
を
交
換
す
る
嗣
子
別
居
隠
居
の
形
態
で
あ
る
。
現
在
、
頭
島
で

は
四
〇

家
族
の
う
ち
隠
居
制
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
二
家
族
に
す
ぎ
な
い
が
、
隠
居

制
も
ま
た
頭
島
の
家
族
を
小
規
模
化
、
単
純
化
す
る
ひ
と
つ
の
要
因
を
な
し
て
い
る
。

　
頭
島
の
婚
姻
居
住
形
態
は
短
期
間
の
妻
訪
い
を
と
も
な
う
婿
入
婚
で
あ
る
。
頭
島

で

は
、
ワ
カ
イ
モ
ン
ヤ
ド
と
よ
ば
れ
る
若
老
宿
を
通
じ
て
配
偶
者
が
自
主
的
に
選
択

さ
れ
、
当
人
ど
う
し
で
了
解
が
で
き
る
と
、
そ
の
女
性
は
ゲ
ン
ザ
イ
と
よ
ば
れ
る
。
さ

ら
に
男
側
か
ら
女
側
に
ネ
キ
リ
ザ
ケ
を
贈
る
と
両
者
の
間
に
夫
婦
関
係
が
成
立
し
た

と
み
な
さ
れ
、
こ
の
時
点
か
ら
女
側
へ
の
妻
訪
い
が
行
な
わ
れ
る
。
妻
訪
い
の
期
間

は
比
較
的
短

く
、
一
年
前
後
で
終
了
し
、
ヨ
メ
ド
リ
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
時
に
は

女
性
が

妊
娠

し
て
い
る
例
も
多
か
っ
た
。
ヨ
メ
ド
リ
は
嫁
が
夫
の
家
族
に
入
る
儀
礼

で

あ
り
、
こ
の
時
に
は
嫁
入
道
具
も
運
ぽ
れ
る
。
嫁
が
夫
の
家
に
入
る
と
隠
居
が
行

な

わ
れ

る
。
隠
居
の
時
期
は
比
較
的
早
く
、
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
後
一
年
前
後
が
多
い

が
、
な
か
に
は
三
～
四
年
経
過
し
て
か
ら
隠
居
す
る
場
合
も
あ
る
。
隠
居
は
ま
ず
子

供
夫
婦
が

隠
居
屋
に
隠
居
し
、
そ
の
他
の
子
供
が
分
家
、
養
子
縁
組
、
婚
出
な
ど
に
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よ
っ
て
生
家
を
離
れ
た
の
ち
、
隠
居
屋
の
子
供
夫
婦
と
母
屋
の
親
夫
婦
が
居
所
を
交

換
す

る
。
し
た
が
っ
て
親
夫
婦
が
隠
居
屋
に
移
る
年
齢
は
高
く
、
普
通
は
親
夫
婦
の

み
で
隠
居
す

る
。
こ
の
よ
う
に
頭
島
の
隠
居
制
は
典
型
的
な
嗣
子
別
居
隠
居
で
あ
る
。

頭
島
で
は
母
屋
を
オ
モ
ヤ
も
し
く
は
ホ
ン
ヤ
、
隠
居
屋
を
イ
ン
キ
ョ
ヤ
、
イ
ソ
キ
ョ

ナ

ヤ
、
ナ
ヤ
な
ど
と
呼
び
、
隠
居
屋
は
同
じ
屋
敷
内
に
建
て
ら
れ
る
の
が
多
い
。
母

屋
と
隠
居
屋
と
で
は
、
一
般
に
住
居
、
食
事
を
別
に
す
る
が
、
財
産
で
あ
る
田
畑
ま

で
分
割
す

る
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
あ
る
事
例
で
は
母
屋
と
隠
居
屋
が
食
事
を
と

も
に
す
る
の
は
、
兄
弟
姉
妹
が
帰
っ
て
く
る
正
月
と
盆
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
隠
居

屋

は
固

有
の
財
産
を
も
た
な
い
か
ら
、
隠
居
屋
の
財
産
が
相
続
さ
れ
て
隠
居
分
家
が

形
成

さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
頭
島
で
は
神
仏
の
あ
る
と
こ
ろ
が
母
屋
と
考
え
ら
れ
て

お

り
、
仏
壇
で
の
位
牌
祭
祀
も
母
屋
で
行
な
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
親
夫
婦
の
隠
居

後
は
、
子
供
夫
婦
が
位
牌
祭
祀
を
担
当
し
、
タ
イ
ヤ
（
法
事
）
も
母
屋
で
行
な
わ
れ

る
。
隠
居
は
家
族
内
部
に
お
け
る
生
活
の
分
離
で
あ
り
、
村
落
社
会
に
お
い
て
は
ホ

ン

ヤ

と
あ
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
家
族
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
部
落
会

費
」
や
葬
儀
の
香
典
は
ひ
と
つ
の
家
族
分
を
出
し
、
道
普
請
、
共
有
林
の
植
林
な
ど

の
村
仕
事
に
は
他
の
家
族
と
同
じ
よ
う
に
一
人
出
る
。

　
頭
島
の
典
型
的
な
嗣
子
別
居
の
事
例
を
示
せ
ぽ
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
図
8
）
。
C

1
、
C
2
夫
婦
が
結
婚
し
た
一
九
四
八
年
の
こ
の
家
族
に
は
隠
居
屋
が
二
つ
あ
り
、

三
つ
の

生
活
単
位
に
分
か
れ
て

い

た
。
A
1
は
ひ
と
り
で
ナ
ヤ
に
住
み
、
B
1
、
B

2
夫
婦
が
そ
の
面
倒
を
み
て
い
た
。
食
事
は
B
2
が
つ
く
っ
て
運
ん
だ
と
い
う
。
C

1
、
C
2
夫
婦
は
結
婚
後
た
だ
ち
に
イ
ン
キ
ョ
ナ
ヤ
に
隠
居
し
た
が
、
ホ
ソ
ヤ
に
は

B
1
、
B
2
夫
婦
の
ほ
か
に
、
C
1
の
兄
弟
姉
妹
が
い
た
。
そ
の
後
、
C
1
の
兄
弟
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図8　岡山県頭島の嗣子別居隠居の事例
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姉
妹
の
す
べ
て
が
分
家
、
婚
出
し
て
生
家
を
は
な
れ
た
の
で
、
一
九
六
〇
年
に
B
1

夫
婦

と
C
1
夫
婦
が
そ
の
居
所
を
交
換
し
、
B
1
夫
婦
は
イ
ン
キ
ョ
ナ
ヤ
に
移
り
、

か
わ
っ

て

C
1
夫
婦
が
ホ
ソ
ヤ
の
跡
を
継
い
だ
。
こ
の
と
き
C
1
に
は
す
で
に
三
人

の

子
供
が

い

た
。
ま
た
A
1
の
居
所
に
は
変
更
が
な
か
っ
た
。
現
在
は
A
1
が
死
ん

で
、
こ
の
家
族
は
イ
ン
キ
ョ
ナ
ヤ
と
ホ
ン
ヤ
の
二
つ
の
生
活
単
位
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
家
族
の
隠
居
で
は
、
住
居
、
食
事
を
別
に
し
て
い
る
が
、
財
産
は
と
く
に

分
け
て

は
い

な
い
。
ま
た
位
牌
は
ホ
ン
ヤ
に
あ
り
、
ホ
ン
ヤ
の
居
住
者
が
祖
先
祭
祀

を

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
部
落
会
費
や
香
典
な
ど
は
C
1
が
出
し
て
い
る
。

B
1
、
B
2
が
死
ね
ぽ
イ
ソ
キ
ョ
ナ
ヤ
は
な
く
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
頭
島
の
隠
居
制
は
一
時
的
な
妻
訪
い
を
と
も
な
う
婿
入
婚
を
基
盤
と
す
る
隠
居
制

で

あ
る
。
妻
訪
い
の
期
間
は
短
い
が
、
嫁
が
夫
の
家
族
に
移
る
と
早
い
時
期
に
跡
つ

ぎ
夫
婦
が
隠
居
し
、
あ
と
つ
ぎ
以
外
の
子
女
の
始
末
が
つ
い
た
段
階
で
、
親
夫
婦
と

あ
と
つ
ぎ
夫
婦
が
居
住
交
換
す
る
の
が
一
般
的
な
隠
居
形
態
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

伊
豆
利
島
ほ
ど
は
徹
底
し
て
い
な
い
が
、
親
夫
婦
と
あ
と
つ
ぎ
夫
婦
の
別
居
は
拒
否

さ
れ
、
夫
婦
を
中
心
に
生
活
単
位
を
構
成
す
る
傾
向
が
強
い
。

　
［
事
例
六
］
　
長
崎
県
下
県
郡
厳
原
町
久
根
浜

　
対
馬
も
全
島
に
わ
た
っ
て
隠
居
制
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
対

馬
の
隠
居
制
に

つ
い
て

は
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
三
、
　
一
九
五
四
）
に
よ
っ
て
報
告

さ
れ
、
ま
た
大
間
知
は
対
馬
の
な
か
か
ら
厳
原
町
曲
と
久
根
浜
の
隠
居
制
を
、
日
本

の

五
つ
の

隠
居
類
型
の
う
ち
の
二
つ
と
し
て
類
型
化
し
た
。
漁
村
で
あ
る
曲
の
隠
居

制
は

長
男
の
結
婚
後
い
ち
は
や
く
親
が
未
婚
の
子
女
を
と
も
な
っ
て
隠
居
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
一
方
の
久
根
浜
の
隠
居
制
は
、
子
供
の
始
末
を
す
べ
て
つ
け
た
あ
と
に

親
夫
婦
の
み
で
隠
居
す
る
形
態
で
あ
る
。
久
根
浜
の
場
合
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
隠

居
の
時
期
が
き
わ
め
て
遅
い
た
め
に
、
隠
居
時
点
で
は
母
屋
に
曽
孫
が
誕
生
し
、
母

屋
が

直
系
家
族
的
構
成
を
と
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
対
馬
の
婚
姻
は
基
本
的

に

は
嫁
入
婚
で

あ
る
が
、
嫁
は
た
だ
ち
に
夫
の
家
族
に
入
ら
ず
に
実
家
と
の
間
を
結

婚
後
も
行
き
来
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
間
知
篤
三
の
調
査
の
の
ち
、

一
九

八
一
年
に
調
査
し
た
久
根
浜
を
中
心
に
対
馬
の
隠
居
制
を
と
り
あ
げ
る
。

　
久
根
浜
は
対
馬
の
西
海
岸
に
位
置
す
る
農
村
で
あ
り
、
一
部
は
漁
業
で
生
計
を
た

て

て

い

る
村
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
に
久
根
浜
は
五
＝
　
（
そ
の
う
ち
調
査
対
象
は

四
〇
家
族
、
一
九
五
人
）
で
あ
っ
た
。
四
〇
家
族
の
う
ち
隠
居
制
を
行
な
っ
て
い
た

家
族
は

二
一
家
族
で
あ
り
、
半
数
以
上
の
家
族
で
隠
居
制
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
き
わ
め
て
高
い
率
で
あ
る
。
大
間
知
篤
三
が
調
査
し
た
一
九
五
一
年
に
隠
居
を

行

な
っ
て
い
た
の
は
一
四
家
族
（
二
九
・
一
％
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
久
根
浜

で
は
む

し
ろ
最
近
の
方
が
活
発
に
隠
居
制
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
久
根

浜
の
家
族
の
平
均
人
員
は
四
・
八
八
人
で
、
家
族
類
型
を
み
る
と
四
〇
家
族
の
う
ち

夫
婦
家
族
が
一
四
（
三
五
％
）
、
直
系
家
族
が
二
六
（
六
五
％
）
で
直
系
家
族
が
き
わ

め
て

多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
直
系
家
族
の
ほ
と
ん
ど
は
三
世
代
直
系
家
族
で
あ
る

が
、
な
か
に
は
四
世
代
の
直
系
家
族
も
あ
る
。
二
組
の
夫
婦
を
含
む
家
族
は
全
体
と

し
て
一
四
例
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
族
と
し
て
は
、
規
模
が
大
き
く
複

雑

な
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
が
久
根
浜
の
家
族
の
特
徴
で
あ
る
。

　
久
根
浜
で
は
母
屋

を
オ
モ
テ
、
隠
居
屋
を
ヨ
マ
と
よ
ぶ
。
ヨ
マ
は
同
一
屋
敷
内
に

つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
な
か
に
は
は
な
れ
た
別
屋
敷
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
食
事
は
別
に
す
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
ま
た
財
産
は
す
べ
て
で
は
な
い
が
分

122
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図9　久根浜の隠居の事例

割
す

る
も
の
が
多
い
。
ヨ
マ
の
田
畑
は
久
根
浜
で
は
ヨ
マ
ダ
、
ヨ
マ
バ
タ
ケ
と
よ
ぽ

れ

る
。
つ
ま
り
久
根
浜
の
隠
居
は
別
居
・
別
竈
・
別
財
を
基
本
と
し
て
お
り
オ
モ
テ

か

ら
の
独
立
性
が
き
わ
め
て
高
い
隠
居
制
で
あ
る
、
久
根
浜
で
は
ヨ
マ
に
は
仏
壇
を

持
っ
て
行
か
な
い
か
ら
、
祖
先
祭
祀
は
オ
モ
テ
の
役
割
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
久
根
浜
の
隠
居
制
の
事
例
を
示
し
て
み
よ
う
。
こ
の
家
族
は
三
世
代
に
わ

た
っ

て

隠
居
を

く
り
か
え
し
て
い
る
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
（
図
9
）
。
こ
の
家
族
で

は
一
九
＝
一
年
に
C
1
が
出
生
し
た
時
に
す
で
に
A
1
、
A
2
は
夫
婦
だ
け
で
隠
居

し
て
い
た
。
こ
の
場
合
A
1
は
子
供
の
始
末
を
す
べ
て
つ
け
る
前
に
隠
居
し
た
の
で
、

オ

モ

テ

に

は

未
婚
の
子
女
も
残
さ
れ
た
。
オ
モ
テ
の
五
人
家
族
は
エ
ン
ノ
マ
、
サ
ン

ジ

キ
、
ト
コ
ノ
マ
に
別
々
に
寝
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
久
根
浜
の
隠
居
制
に
特
有
な

こ
と
で
は
な
い
が
、
母
屋
内
部
で
も
あ
る
程
度
の
居
住
分
離
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を

示

し
て
い
る
。
久
根
浜
で
は
若
い
夫
婦
は
オ
モ
テ
の
エ
ン
ノ
マ
に
寝
て
、
オ
モ
テ
に

年
寄
夫
婦
が
い
る
場
合
に
は
サ
ソ
ジ
キ
に
寝
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
家
族
で

は
隠
居
を

す
れ
ぽ
正
月
や
盆
を
ふ
く
め
て
オ
モ
テ
と
ヨ
マ
で
は
食
事
も
別
で
あ
っ
た
。

ま
た
図
9
に
示
す
よ
う
に
田
畑
の
分
割
も
行
な
っ
た
。
ヨ
マ
の
田
畑
は
オ
モ
テ
の
半

分
以

下
で
あ
る
が
、
久
根
浜
で
は
こ
れ
を
ヨ
マ
ダ
、
ヨ
マ
バ
タ
ケ
と
い
い
、
場
所
は

オ

モ

テ

よ
り
も
日
当
た
り
な
ど
の
条
件
の
悪
い
田
畑
で
あ
っ
た
。
農
作
業
も
ま
た
別

々

で
あ
り
、
ヨ
マ
も
年
寄
夫
婦
だ
け
で
作
業
す
る
。
ヨ
マ
バ
タ
ケ
で
と
れ
た
嬬
米
を

つ
か
っ

て

オ

モ
テ

と
は
別
に
ヨ
マ
も
餅
を
掲
く
。
オ
モ
テ
の
餅
掲
き
が
お
わ
っ
て
か

ら
ヨ
マ
の
餅
を
揚
く
の
だ
と
い
う
。
オ
モ
テ
と
ヨ
マ
で
は
門
松
も
別
々
に
た
て
た
。

さ
ら
に
オ
モ
テ
と
ヨ
マ
は
小
屋
を
も
別
に
し
た
。
久
根
浜
で
は
火
災
を
避
け
る
た
め
、
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貯
蔵

し
て
お
く
が
（
図
1
0
）
、
こ
の
家
族
で
は
ひ
と
つ
の
小
屋
を
二
つ
に
区
切
り
、
オ

モ

テ

と
ヨ
マ
で
別
々
に
鍵
を
管
理
し
て
使
用
し
た
。
鍵
を
管
理
す
る
の
は
女
性
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
隠
居
す
れ
ぽ
鍵
の
管
理
権
も
オ
モ
テ
と
ヨ
マ
に
分
割
さ
れ
る
こ
と

に
な

る
の
で
あ
る
。
こ
の
隠
居
で
は
A
2
が
先
に
死
亡
し
た
が
、
A
1
は
死
ぬ
ま
で

隠
居
を
し
て
い
た
と
い
う
。
A
1
の
死
亡
に
よ
っ
て
隠
居
は
消
滅
し
、
ヨ
マ
に
分
割

し
た
田
畑
も
ナ
モ
テ
の
田
畑
と
一
緒
に
さ
れ
た
。

　
A
1
の
隠
居
が
消
滅
し
た
あ
と
一
〇
年
程
た
っ
て
か
ら
、
今
度
は
同
じ
ヨ
マ
に
B

1
、
B
2
夫
婦
が
隠
居
し
た
。
B
1
の
長
男
の
C
1
は
一
九
二
八
年
に
結
婚
し
一
時

出
征
し
て
い
た
が
、
オ
モ
テ
の
家
族
員
も
増
え
た
の
で
、
C
1
が
結
婚
し
て
一
四
年

後
の
一
九
四
二
年
に
こ
の
隠
居
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
に
も
B
1
、
B
2
夫
婦

は
子

供
の
始
末
を
す
べ
て
つ
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
C
3
、
C
4
の
二
人
が
オ
モ

テ

に
残

さ
れ
た
。
こ
の
家
族
で
は
二
代
つ
づ
け
て
こ
の
よ
う
な
状
況
で
隠
居
が
行
な
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わ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
に
も
オ
モ
テ
の
な
か
で
図
に
し
め
す
よ
う
な
寝
室

配
分
が

な
さ
れ
、
居
住
分
離
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
隠
居
に
際
し
て
も
田
畑
の
分
割

が
行

な
わ
れ
た
。
久
根
浜
で
は
先
祖
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
田
畑
は
オ
モ
テ
に
残

し
、
そ
の
世
代
で
買
い
込
ん
だ
田
畑
は
ヨ
マ
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
。
こ
の
隠
居
の

場
合
、
ヨ
マ
の
畑
が
オ
モ
テ
と
同
じ
面
積
で
あ
っ
た
の
は
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も

の

で
あ
る
。
ナ
モ
テ
と
ヨ
マ
は
こ
の
と
き
も
食
事
や
小
屋
を
別
に
し
て
い
た
。
こ
の

隠
居
で
は
B
2
が
早
く
死
亡
し
た
が
、
B
1
は
男
一
人
に
な
っ
て
も
隠
居
を
つ
づ
け
、

一
九

六
一
年
に
死
亡
す
る
ま
で
こ
の
隠
居
は
存
続
し
た
。
B
1
、
B
2
の
隠
居
が
消

滅
し
た
の
ち
約
一
〇
年
経
過
し
た
一
九
七
一
年
、
こ
ん
ど
は
C
1
、
C
2
の
隠
居
が

行

な
わ
れ
た
。
こ
の
隠
居
は
C
1
の
長
男
で
あ
る
D
1
が
結
婚
し
て
か
ら
じ
つ
に
一

六
年
後
の
隠
居
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
隠
居
は
図
に
み
る
よ
う
に
、
オ
モ
テ
に
は

D
1
夫
婦
と
そ
の
子
供
だ
け
が
居
住
し
、
隠
居
し
た
C
1
夫
婦
の
子
供
の
後
始
末
が

す
べ
て
終
わ
っ
て
か
ら
の
隠
居
で
あ
っ
た
。
ヨ
マ
は
前
と
同
じ
建
物
で
あ
り
、
食
事

も
別
で
あ
っ
た
。
小
屋
も
前
と
同
じ
よ
う
に
分
割
し
て
使
っ
た
。
ヨ
マ
に
分
割
さ
れ

た
田

畑
は
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
オ
モ
テ
と
田
畑
も
わ
け
た
。
ヨ
マ
は
ク
ヤ
ク
と
よ

ぼ

れ

る
村
仕
事
に
は
出
る
義
務
は
な
か
っ
た
が
、
香
典
や
見
舞
金
は
つ
き
あ
い
と
し

て

オ

モ

テ

と
は
別
に
出
し
た
と
い
う
。

　
久
根
浜
の

隠
居
制
の
特
徴
と
し
て
は
つ
ぎ
の
四
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一
は
、
オ
モ
テ
に
対
す
る
ヨ
マ
の
独
立
性
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
で
あ
る
。
久
根
浜

の
隠
居
は
別
居
・
別
竃
・
別
財
の
隠
居
で
あ
り
、
さ
ら
に
農
作
業
を
別
々
に
行
な
い
、

餅
つ
き
や
門
松
ま
で
別
に
す
る
な
ど
徹
底
し
て
ヨ
マ
の
独
立
性
が
高
い
。
久
根
浜
で

は

門
松
は
屋
敷
の
入
口
で
は
な
く
て
各
家
屋
の
入
口
に
立
て
ら
れ
る
が
、
門
松
ま
で

別
に
す

る
隠
居
は
き
わ
め
て
珍
し
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
ヨ
マ
の
独
立
性
を
示
す

も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
小
屋
で
あ
る
。
久
根
浜
で
は
隠
居
を
行
な
っ
て
い
る

家
族

は
、
二
つ
の
小
屋
を
持
ち
、
オ
モ
テ
と
ヨ
マ
が
別
々
の
小
屋
を
利
用
す
る
こ
と

が

多
い
。
小
屋
を
一
つ
し
か
も
た
な
い
家
で
は
、
一
つ
の
小
屋
を
二
つ
に
仕
切
っ
て

オ

モ

テ

と
ヨ
マ
で
別
々
に
利
用
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
入
口
の
鍵
は
別
で
あ
り
、

オ

モ

テ

の
小

屋
の
鍵
は
若
い
主
婦
が
も
ち
、
ヨ
マ
の
小
屋
の
鍵
は
ヨ
マ
の
年
寄
の
夫

婦
が

も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
主
婦
権
の
分
割
を
象
徴
す
る
事
例
で
あ

る
。
第
二
は
、
隠
居
時
期
が
き
わ
め
て
遅
く
、
隠
居
者
の
年
齢
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。

久
根
浜
で
は

「
子
供
が

結
婚
し
て
も
す
ぐ
に
は
行
か
な
い
（
隠
居
し
な
い
）
。
早
く

て

も
五
～
六
年
か
か
る
。
息
子
が
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
様
子
を
み
な
け
れ
ぽ
い

け
な
い
」
と
い
い
、
あ
と
つ
ぎ
の
子
供
の
結
婚
後
、
極
端
な
場
合
に
は
一
五
年
以
上

に
及
ぶ

こ
と
も
あ
る
。
一
九
八
一
年
の
調
査
で
は
、
隠
居
時
の
隠
居
者
の
平
均
年
齢

は

五

五
・
三
歳
で
あ
っ
て
、
隠
居
時
期
が
遅
い
の
は
、
子
供
の
後
始
末
を
す
べ
て
つ

け
て
か
ら
隠
居
す
る
傾
向
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

　
第
三

は
、
し
た
が
っ
て
隠
居
す
る
の
は
基
本
的
に
親
夫
婦
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
久
根
浜
で
は
ヨ
マ
に
孫
を
同
行
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、

こ
れ
を
ヨ
マ
ゴ
と
よ
ん
で
い
る
。
ヨ
マ
ゴ
に
は
一
番
末
の
孫
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が

多
い
。
連
れ
て
行
く
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
オ
モ
テ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、

ヨ

マ

ぐ
ら
し
の
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
す
目
的
、
あ
る
い
は
家
の
し
き
た
り
を
教
え
込
む

と
い
う
教
育
的
目
的
な
ど
が
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
供
の
始
末
が
す
べ
て

つ
い
て

い

な
い
場
合
に
は
、
事
例
に
示
し
た
よ
う
に
未
婚
の
子
女
を
オ
モ
テ
に
残
し

て

お

く
こ
と
も
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
る
。
さ
ら
に
久
根
浜
の
隠
居
で
注
目
さ
れ
る
こ
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と
は
、
隠
居
時
期
が
遅
い
こ
と
に
よ
っ
て
オ
モ
テ
が
隠
居
後
も
二
世
代
夫
婦
を
含
む

複
雑
な

構
成
を

示
す

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
久
根
浜
で
は
、
家
族
が
三
つ
以
上

の

生
活
単
位
に
わ
か
れ

る
こ
と
が
な
い
こ
と
と
関
連
す
る
。
カ
ン
キ
ョ
・
サ
ソ
キ
ョ

と
よ
ぽ
れ
る
三
番
目
の
生
活
単
位
が
関
東
や
伊
豆
諸
島
で
は
形
成
さ
れ
る
が
、
久
根

浜
の

隠
居
制
家
族
で
は
二
つ
以
上
の
生
活
単
位
は
形
成
さ
れ
な
い
。
最
近
は
オ
モ
テ

に
複
数
夫
婦
が

同
居
す
る
傾
向
は
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
久
根
浜
の
隠
居
制
家
族
の

特
徴

と
し
て
重
要
で
あ
る
。
第
四
は
、
ヨ
マ
は
夫
婦
ど
ち
ら
か
が
死
亡
し
て
も
ヨ
マ

は
継
続

し
、
双
方
の
死
亡
を
も
っ
て
は
じ
め
て
隠
居
が
終
了
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た

だ

し
老
齢
や
病
気
で
ヨ
マ
の
維
持
が
む
ず
か
し
い
場
合
に
は
、
ヨ
マ
に
あ
と
つ
ぎ
の

子
供
夫
婦
を

迎
え

る
の
で
は
な
く
て
、
ヨ
マ
の
隠
居
者
は
モ
オ
テ
に
帰
っ
て
、
孫
と

と
も
に
オ
モ
テ
で
生
活
す
る
方
式
も
久
根
浜
の
隠
居
制
の
独
自
の
方
法
で
あ
る
。

　

対
馬
の
隠
居
制
と
村
落
社
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
三
）

は
ホ

ン

ニ

ン

制

度
と
の
関
係
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
久
根
浜
で
は
こ

の

両
者
に
構
造
的

な
関
係
は
な
い
。
ホ
ン
ニ
ン
と
は
家
族
の
代
表
者
を
意
味
し
、
久

根
浜
で

は
一
五
歳
で
元
服
祝
い
を
済
ま
せ
る
と
ホ
ン
ニ
ン
と
な
り
、
父
親
に
か
わ
っ

て

村
の
意
思
決
定
や
村
の
公
役
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
ホ
ン
ニ
ン
は
こ
の
意
味

で

ク
ヤ
ク
ニ
ン
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ホ
ソ
ニ
ン
を
子
供
に
譲

っ

て

も
、
父
親
は
重
要
な
村
の
意
思
決
定
に
は
参
加
す
る
か
ら
、
全
面
的
に
息
子
に

譲

る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
ホ
ン
ニ
ソ
の
交
代
時
期
は
、
基
本
的
に
子
供
の
成
人
の

時
期
に
規
定
さ
れ
る
が
、
親
夫
婦
の
隠
居
形
成
は
子
供
の
結
婚
後
に
行
な
わ
れ
る
か

ら
、
隠
居
制
と
ホ
ン
ニ
ン
制
度
と
の
間
に
は
直
接
的
な
対
応
関
係
は
な
い
。
対
馬
の

村
落
で
は
明
確
な
世
代
階
層
も
形
成
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
隠
居
制
と
村
落
社
会
組

織

と
の
関
係
は
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
、
ヨ
マ
が
一
般
的
に
オ
モ
テ
と
と
も
に
一
つ
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の

家
族

と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
は
、
他
の
村
落
と
同
じ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
1

　
［
事
例
七
］
　
長
崎
県
福
江
市
増
田

　
増
田
は
長
崎
県
五
島
列
島
福
江
島
の
南
部
に
位
置
す
る
、
五
〇
家
族
、
人
口
一
九

七
人
の

半
農
半
漁
村
で
あ
る
。
五
島
列
島
も
濃
密
な
隠
居
地
帯
で
あ
る
が
、
増
田
で

も
隠
居
が
き
わ
め
て
活
発
に
し
か
も
徹
底
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
一
九
七
二
年
の
調

査
時
点
に
お

い

て
一
六
例
の
隠
居
制
家
族
を
確
認
し
た
。

　
増

田
で
は
隠
居
す
る
こ
と
を
「
シ
ョ
タ
イ
を
別
に
す
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
家
族

内
に
お
い
て
生
活
単
位
を
別
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
増
田
の
人
々
は
隠
居

の

理
由
に
つ
い
て
「
や
っ
ぽ
り
別
が
い
い
な
あ
、
子
供
も
あ
ん
き
、
私
も
あ
ん
き
。

別

に
い
れ
ぽ
気
が

ね

し
な
く
て
も
い
い
」
と
語
る
よ
う
に
、
隠
居
の
観
念
が
強
く
認

め

ら
れ
る
。
増
田
で
は
母
屋
は
オ
モ
ヤ
、
隠
居
屋
は
ヘ
ヤ
と
呼
ぽ
れ
る
。
ヘ
ヤ
は
屋

敷
内
に
建
て
ら
れ
る
場
合
と
、
屋
敷
外
の
場
合
と
が
あ
る
。
転
出
し
た
家
を
買
っ
て

隠
居
す
る
よ
う
な
場
合
や
他
人
の
家
屋
を
借
り
て
隠
居
す
る
場
合
に
は
、
当
然
ヘ
ヤ

は

屋
敷
外
と
な
る
。
屋
敷
内
の
ヘ
ヤ
の
場
合
、
そ
の
位
置
は
オ
モ
ヤ
の
東
側
に
つ
く

ら
れ
る
例
が
多
い
。
ヘ
ヤ
の
大
き
さ
は
家
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
小
さ
い
場
合
で
も
、

四
畳
半
・
三
畳
の
二
間
に
ナ
ガ
シ
と
よ
ぼ
れ
る
炊
事
場
が
付
属
し
て
い
る
。
増
田
で

は
オ

モ

ヤ

と
ヘ
ヤ
で
食
事
を
別
に
し
て
い
る
例
が
多
く
こ
れ
が
基
本
と
な
っ
て
い
る

が
、
隠
居
者
が
高
齢
の
場
合
に
は
オ
モ
ヤ
と
食
事
を
共
に
す
る
傾
向
が
あ
る
。
増
田

の

場
合
、
隠
居
に
際
し
て
田
畑
な
ど
の
財
産
の
分
割
は
行
な
わ
れ
ず
、
ヘ
ヤ
は
オ
モ

ヤ

を

加
勢

し
た
り
、
商
売
を
や
っ
た
り
し
て
生
計
を
た
て
る
。
商
売
を
や
ら
な
い
場

合
に
は
オ

モ

ヤ

に
生
計
を

依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
増
田
の
隠
居
は
別
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棟
、
別
カ
マ
ド
、
同
財
の
き
わ
め
て
独
立
性
の
高
い
隠
居
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
隠
居
の
形
成
は
、
オ
モ
ヤ
の
世
帯
主
の
結
婚
後
比
較
的
早
い
時
期
に
行
な
わ
れ
る
。

確
認
で

き
た
一
六
例
の
隠
居
の
う
ち
、
オ
モ
ヤ
の
世
帯
主
（
ヘ
ヤ
の
隠
居
夫
婦
か
ら

み
れ
ぽ

多

く
の
場
合
、
長
男
）
の
結
婚
を
契
機
と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
が
八
例
、
オ

モ

ヤ

の
世
帯
主
の

初
子
の

誕
生

を
契
機
と
し
て
行
な
わ
れ
た
例
が
三
例
と
な
っ
て
い

る
。
事
例
の
な
か
に
は
「
息
子
が
嫁
を
と
っ
た
ら
い
っ
し
ょ
に
は
い
な
い
」
と
い
っ

て
、
オ
モ
ヤ
の
世
帯
主
の
結
婚
後
一
週
間
足
ら
ず
で
隠
居
し
た
例
も
あ
る
。
こ
の
場

合
、
「
家
の
カ
ッ
コ
ウ
（
形
）
」
を
整
え
る
た
め
に
、
ヘ
ヤ
の
姑
が
オ
モ
ヤ
に
来
て
食

事
の
味
つ
け
な
ど
を
教
え
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
増
田
で
は
、
オ
モ
ヤ
の
世
帯
主

の

結
婚
後
早
い

時
期
に
隠
居
が
形
成
さ
れ
る
の
で
、
隠
居
者
の
年
齢
も
比
較
的
若
く
、

五
〇
歳
代
が
も
っ
と
も
多
い
。
ま
た
、
オ
モ
ヤ
を
相
続
す
る
の
は
長
男
が
九
例
で
も

っ

と
も
多
く
、
次
三
男
は
わ
ず
か
に
三
例
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
例
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
増
田
の
相
続
形
態
は
長
男
相
続
を
基
本
に
し
て
い
る
。

　
増
田

の

隠
居
形
態
は

す
べ
て
家
族
内
部
の
隠
居
で
あ
り
、
隠
居
分
家
の
形
態
は
な

い
。
っ
ぎ
に
誰
が
隠
居
し
た
か
を
隠
居
形
成
時
の
家
族
構
成
の
明
ら
か
な
二
二
例
で

み

る
と
、
女
性
が
夫
の
死
後
に
単
独
で
隠
居
し
た
例
が
三
例
、
夫
婦
で
隠
居
し
た
例

が
九

例
、
夫
婦
が
未
婚
の
子
女
を
つ
れ
て
隠
居
し
た
例
が
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ

て

増
田

で

は
、
夫
婦
二
人
で
隠
居
す
る
形
態
が
も
っ
と
も
多
い
と
い
え
る
が
、

夫
婦
い
ず
れ
か
の
死
後
の
単
独
隠
居
も
か
な
り
あ
り
、
隠
居
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
ま
た
夫
の
死
後
に
女
性
が
単
身
で
も
隠
居
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

親
夫
婦

と
子
供
夫
婦
が
別
の
生
活
単
位
を
形
成
す
る
志
向
が
き
わ
め
て
強
い
こ
と
を

示

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
増
田
で
は
ヘ
ヤ
に
は
仏
壇
を
つ
く
ら
な
い
の
が
一
般
的

で
あ
り
、
位
牌
は
「
オ
モ
ヤ
が
か
ま
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

オ

モ

ヤ

の

若
夫
婦
に

よ
っ
て
祭
祀
さ
れ
る
。
ヘ
ヤ
は
隠
居
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
消
滅

し
オ
モ
ヤ
に
統
合
さ
れ
る
が
、
死
亡
以
前
に
病
弱
な
ど
の
理
由
で
隠
居
者
を
オ
モ
ヤ

に
連
れ
て

く
る
場
合
も
み
ら
れ
る
。

　

増

田
で
は
隠
居
制
家
族
と
村
落
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
、
ケ
ン
ヤ
と
よ
ぼ
れ
る
注

目
す
べ
き
制
度
が
あ
る
。
ケ
ン
ヤ
と
は
一
軒
前
の
家
族
と
し
て
村
が
認
知
し
た
家
族

の

こ
と
で
あ
り
、
郷
民
（
こ
の
地
域
で
は
村
の
こ
と
を
郷
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ

る
）
と
し
て
の
権
利
義
務
を
履
行
す
る
家
族
で
あ
っ
て
、
郷
民
集
会
の
出
席
簿
に
登

録

さ
れ
た
家
族
の
こ
と
で
あ
る
。
義
務
の
具
体
的
な
内
容
は
ゴ
ウ
シ
ゴ
ト
（
郷
仕

事
）
と
よ
ば
れ
る
山
払
い
・
農
道
修
理
の
仕
事
に
出
役
し
、
ま
た
組
ご
と
に
輪
番
で

行
な
う
月
当
番
を
勤
め
る
こ
と
で
あ
る
。
増
田
で
は
、
隠
居
制
家
族
は
ケ
ン
ヤ
の
内

部
に
お
い
て
複
数
の
生
活
単
位
を
形
成
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
増
田
で
は
一
九
七

二
年
現
在
五
〇
家
族
の

う
ち
四
四
家
族
が
ケ
ン
ヤ
で
あ
る
。
六
家
族
は
「
ケ
ン
ヤ
を

つ
ぶ

し
た
」
家
族
で
あ
る
。
老
齢
や
貧
困
な
ど
に
よ
っ
て
出
役
・
出
費
を
村
の
決
定

で
免
除
さ
れ
た
家
族
が
ケ
ン
ヤ
を
つ
ぶ
し
た
家
族
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
増
田
の
隠
居
事
例
を
二
つ
示
し
て
み
よ
う
。
事
例
①
は
増
田
で
き
わ
め
て

一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
親
夫
婦
の
隠
居
で
あ
る
（
図
H
）
。
こ
の
家
族
で
は
代
々

隠
居
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
A
1
、
A
2
が
隠
居
し
た
の
は
あ
と
つ
ぎ
の
長
男
が

結
婚
し
た
一
九
二
四
年
の
一
年
後
で
あ
っ
た
。
ヘ
ヤ
は
こ
の
家
族
の
代
々
の
隠
居
屋

で
、
ホ
ン
ケ
の
東
側
に
あ
っ
た
。
こ
の
事
例
で
も
田
畑
の
分
割
は
行
な
わ
な
か
っ
た

が
、
食
事
を
別
に
し
、
ヘ
ヤ
に
も
神
棚
を
つ
く
り
、
正
月
の
餅
も
ホ
ン
ケ
と
は
別
に

揚
き
、
ヘ
ヤ
に
も
門
松
を
立
て
る
な
ど
、
ホ
ン
ケ
に
対
す
る
ヘ
ヤ
の
独
立
性
は
高
い
。
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位
牌
は
ホ

ン

ケ

で

祀
っ
た
。
こ
の
ヘ
ヤ
は
A
1
、
A
2
の
死
亡
と
と
も
に
消
滅
し
た
。

つ

ぎ
に
一
九
五
七
年
に
C
1
、
C
2
が
結
婚
す
る
と
、
わ
ず
か
一
週
間
後
に
B
1
、

B
2
は
隠
居
し
た
。
ヘ
ヤ
は
こ
の
と
き
に
転
出
し
た
家
の
屋
敷
を
買
っ
て
あ
ら
た
に

建
て
た
。
こ
の
隠
居
は
田
畑
は
分
割
し
て
い
な
い
。
ホ
ン
ケ
の
子
供
夫
婦
は
正
月
や

盆
に

ヘ
ヤ

に

よ
ば
れ
て
一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ふ
だ
ん
の
食
事
は
別

で

あ
る
。
ヘ
ヤ
に
は
ホ
ン
ケ
の
孫
た
ち
が
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
食
事
を
ヘ
ヤ
で
取
る

こ
と
が
多
い
が
、
ヘ

ヤ

に
寝
泊
ま
り
す
る

こ
と
は
な
い
。
位
牌

は
ホ

ソ

ケ
で
祀
る
の

で
、
　
ヘ
ヤ
で
は
祀
っ

て

い
な

い
。
こ
の
ヘ

ヤ

は
現
在
も
続
い
て

い
る
。

　
事
例
②
は
増
田
で

も
き
わ
め
て
ま
れ
な

隠
居
の
事
例
で
あ
る

（図
1
2
）
。
こ
の
隠
居

で
は
ホ

ン

ケ

が

B
1

夫
婦
と
そ
の
子
供
、

”、、！

ヤ△ ｝Olへ
ホンケ

、
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、

、

、
、

、
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お

よ
び
病
弱
な
母
親
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
他

の

事
例

と
異
な
る
の
は
ヘ
ヤ
に
婿
養
子
で
あ
る
世
帯
主
の
実
家
の
母
親
が
居
住
し
て

い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
家
族
に
も
と
も
と
ヘ
ヤ
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
最
近
の
経
過
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
に
別
の
家
族
に
い
た
D

1
が
死
亡
し
、
D
2
は
あ
と
つ
ぎ
の
子
供
も
長
崎
に
転
出
し
て
一
人
暮
ら
し
と
な
っ

た
。
老
齢
の
女
性
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
は
一
軒
の
家
と
し
て
ケ
ン
ヤ
を
維
持
で
き
な

い
た

め
、
住
居
は
そ
の
ま
ま
に
し
な
が
ら
こ
の
家
族
の
ヘ
ヤ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

増

田
で
は
老
齢
で
ひ
と
り
暮
ら
し
に
な
っ
た
場
合
ケ
ン
ヤ
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
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な
い
の
で
、
住
居
は
そ
の
ま
ま
で
ど
こ
か
の
家
族
の
ヘ
ヤ
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ぼ

あ
る
。
多
く
は
弟
の
家
族
の
ヘ
ヤ
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
婿
養
子
に
で
た
子
供

の
家
族
の

ヘ
ヤ

に
な

っ

て

い

る
。
こ
の
こ
と
は
嫁
入
婚
で
あ
れ
ば
、
世
帯
主
の
妻
方

の

親
夫
婦
が

ヘ
ヤ

に

な
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
増
田
で
は
、
夫
方
の

み
な

ら
ず
妻
方
の
親
と
の
間
に
も
隠
居
制
家
族
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
増
田
の
隠
居
制
家
族
の
特
徴
は
つ
ぎ
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。
第
一
は
隠
居
が
長

男
の
結
婚
と
と
も
に
素
早
く
行
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
夫
婦

だ

け
の
隠
居
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
し
た
が
っ
て
親
夫
婦

と
子
供
夫
婦
の
同
居
期
間
は
き
わ
め
て
短
く
、
生
活
単
位
が
夫
婦
を
中
心
と
し
て
構

成

さ
れ
る
傾
向
が
き
わ
め
て
強
い
こ
と
で
あ
る
。
増
田
で
は
嫁
と
姑
の
同
居
期
間
が

少
な
い
か
ら
、
料
理
の
味
つ
け
や
家
風
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
各
家
族
の
差
別
的
価

値
が
発
達
す
る
条
件
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
増
田
は
隠
居
制
が
き
わ
め

て

徹
底
的

に
行
な

わ
れ
て

い

る
村
落
と
い
え
よ
う
。
増
田
の
家
族
の
平
均
人
員
は

三
・
九
四
人
で
あ
る
が
、
ホ
ン
ケ
、
ヘ
ヤ
の
生
活
単
位
で
こ
れ
を
み
る
と
平
均
は

二
・

九
八
人

と
な
り
き
わ
め
て
小
家
族
単
位
の
生
活
を
特
徴
と
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
第
三
は
、
増
田
の
隠
居
は
ケ
ソ
ヤ
と
よ
ば
れ
る
村
落
社
会
か
ら
認
知
さ
れ
た
一

軒
前
の

家
族
内
部
で
行
な
わ
れ
る
が
、
家
族
員
が
高
齢
化
し
て
ケ
ン
ヤ
を
維
持
で
き

な
く
な
る
と
、
他
の
家
族
と
の
合
体
が
行
な
わ
れ
、
と
き
に
は
娘
の
婚
家
の
ヘ
ヤ
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
増
田
の
隠
居
制
は
双
性
的

性
格
を

内
在
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
［
事
例
八
］
　
鹿
児
島
県
鹿
児
島
郡
三
島
村
片
泊

　
鹿
児
島
県
の
薩
南
諸
島
か
ら
ト
カ
ラ
列
島
に
か
け
て
の
地
域
も
隠
居
制
が
濃
密
に

行
な
わ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
と
く
に
ト
カ
ラ
列
島
は
日
本
に
お
け
る
隠
居
制
家

族
の

南
限
を
な
す
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
黒
島
片
泊
は
一
九
八
〇
年
の

調
査
時

点
に
お
い
て
三
九
家
族
、
九
二
人
で
構
成
さ
れ
る
村
落
で
あ
り
、
カ
ラ
イ

モ
・

野
菜
類
を

中
心
と
す
る
自
給
的
な
農
業
を
生
業
と
す
る
村
落
で
あ
る
。
片
泊
の

隠
居
制
家
族
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
五
島
増
田
で
も
見
ら
れ
た
婚
入
し
た
配

偶
者
の

両
親
を

隠
居
屋
と
す
る
隠
居
制
が
よ
り
明
確
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

片
泊
の
家
族
の
平
均
人
員
は
わ
ず
か
に
二
・
三
六
人
で
あ
り
、
二
～
三
世
代
の
家

族
が

九
〇

％
を
占
め
て
圧
倒
的
に
多
く
、
家
族
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
規
模

の

小

さ
い
家
族
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
家
族
類
型
を
み
る
と
、
夫
婦
家
族
が
七
七
％

を

占
め
て
多
く
、
直
系
家
族
は
一
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
全
般
的
に
家
族
規
模
が
小
さ

く
構
成
が
単
純
な
な
か
で
、
直
系
家
族
形
態
を
と
る
八
例
の
家
族
に
お
い
て
、
現
在

隠
居
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
片
泊
で
は
三
九
家
族
の
う
ち
約
半
数
の
二
〇
家
族
で
、

こ
れ
ま
で
に
何
ら
か
の
形
で
隠
居
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
片
泊
の
隠
居
形
態
は
か
な

ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
親
夫
婦
だ
け
の
隠
居
の
み
な
ら
ず
、
親
夫
婦
が
未
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

の

子
女
を

つ
れ
て

隠
居
す

る
形
態
も
見
ら
れ
る
。
片
泊
で
は
母
親
は
デ
ア
ト
、
隠
居

屋
は

イ
ン
キ
ョ
な
い
し
ワ
カ
サ
レ
と
よ
ば
れ
る
。
イ
ン
キ
ョ
は
同
一
屋
敷
内
に
建
て

ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
別
屋
敷
の
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
片
泊
の
隠
居
制
家
族
の
事
例
を
示
そ
う
。
事
例
①
は
「
隠
居
分
家
」
を
く

り
か
え
す
と
報
告
さ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
（
図
1
3
）
。
A
1
、
A
2
夫
婦
は
長
男
が

結
婚
す

る
と
す
ぐ
に
、
デ
ア
ト
を
長
男
に
譲
り
渡
し
そ
の
他
の
未
婚
の
子
女
を
連
れ

て

別
屋
敷
に
隠
居

し
た
。
こ
の
イ
ン
キ
ョ
か
ら
女
の
子
供
二
人
を
嫁
に
出
し
た
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9

九

三
〇
年
に
B
5
が
結
婚
す
る
と
、
そ
の
三
か
月
後
に
そ
の
屋
敷
を
B
5
に
譲
っ
て
、
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AI夫婦の第1回目の隠居
　　　（1925年）
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△

脇

そ

の

他
の
子
供
た
ち
を
連

れ
て

新

し
い
屋
敷
の
イ
ン

キ
ョ

に

二
回

目
の
隠
居
を

行

な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九

三
三

年
に
B
6
が
結
婚
す

デア
、
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の

家
族
の

イ
ン
キ
ョ
に
な
っ
た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

世
代
つ
づ
け
て
娘
の
婚
出
先
の
隠
居
屋
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

夫
の
側
か
ら
み
れ
ぽ
、
家
族
内
部
で
妻
の
親
と
の
間
に
デ
ア
ト
ー
イ
ン
キ
ョ
の
複
数

の

生
活
単
位
を
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
片
泊
の
隠
居
制
家
族
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
事
例
②
に
示
さ
れ
た
よ
う
な

る
と
そ
の
屋
敷
を
B
6
に
譲
っ
て
、
さ
ら
に
別
の
屋

敷
に
隠
居
し
た
。
三
回
目
の
隠
居
で
あ
る
。
B
7
、

B
8
は
こ
の
屋
敷
か
ら
転
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

A
1
、
A
2
夫
婦
は
こ
こ
を
イ
ン
キ
ョ
と
し
て
い
た

が
、
体
が
悪
く
な
っ
て
最
初
の
長
男
に
譲
っ
た
屋
敷

に

イ
ン
キ
ョ
を
つ
く
っ
て
そ
こ
で
老
後
を
す
ご
し
た

と
い
う
。
事
例
②
は
同
じ
よ
う
に
「
隠
居
分
家
」
を

く
り
か
え
す
例
で
あ
る
が
、
親
が
最
終
的
に
娘
の
婚

家
の

イ
ン
キ
ョ
に
な
っ
た
事
例
で
あ
る
（
図
1
4
）
。

A
1
、
A
2
夫
婦
に
は
七
人
の
子
供
が
あ
っ
た
が
、

男
子
二
人
は
早
く
死
亡
し
、
女
子
は
皆
婚
出
し
た
。

A
2
は
夫
A
1
の
死
後
、
婚
出
し
た
B
1
の
家
族
の

屋
敷
に

行
っ
て
そ
の
イ
ン
キ
ョ
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

B
1
も
ま
た
最
終
的
に
婚
出
し
た
子
供
C
1
の
屋
敷

に
行
き
、
そ
の
デ
ア
ト
の
脇
に
イ
ン
キ
ョ
を
つ
く
っ

て

隠
居

し
た
。
こ
の
場
合
に
、
B
1
に
は
男
子
C
3

が
村
の
な

か

に
い

た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
娘
の
C
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
家
族
の
事
例
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
形
態
は
娘
の
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隠
居
形
態
で
あ
る
。
片
泊
で
は
こ
の
型
の
隠
居
が
三
例
あ
り
、
か
な
り
の
頻
度
で
こ

の

よ
う
な
形
態
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
妻
方
の
親
夫
婦
と
も
デ
ア
ト
ー
イ
ン
キ

ョ

関
係
が
形
成

さ
れ
る
形
態
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
子
供
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
母
方
の

親
夫
婦
の
家
族
と
合
体
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
隠
居
形
態
は
、

片
泊
の
家
族
の
境
界
が
き
わ
め
て
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
て
、
夫
婦
を
中
心
と
す
る
生
活

単
位
が

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
他
の
生
活
単
位
と
結
合
す
る
、
き
わ
め
て
柔
軟
な
家
族
構

造
を

示

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
片
泊
に
み
ら
れ
る
こ
の
型
の
隠
居
は
、
夫
方
の
親

の

み

な
ら
ず
妻
方
の
親
と
も
隠
居
制
家
族
を
構
成
し
う
る
形
態
で
あ
り
、
ま
さ
し
く

双
性
的

な
隠
居
制
家
族
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
ま
た
片
泊
で
は
年
齢
集
団
が
発
達
し
て
い
る
。
男
の
場
合
に
は
ド
シ
（
子
供
組
、

七
～
一
四
歳
）
、
ニ
セ
エ
（
若
者
組
、
一
五
～
三
五
歳
）
、
ナ
セ
（
大
人
組
、
三
六
～

六
〇
歳
）
の
三
つ
の
年
齢
集
団
が
あ
り
、
人
々
は
徐
々
に
こ
れ
ら
の
年
齢
集
団
に
加

入
す

る
体
系
に
な
っ
て
い
る
。
片
泊
で
は
一
五
歳
以
上
の
男
子
に
は
ユ
ウ
ブ
と
よ
ば

れ

る
賦
役
を
課
す
が
、
六
〇
歳
に
な
れ
ば
ブ
ラ
ク
ア
ガ
リ
と
よ
ば
れ
て
賦
役
も
免
除

さ
れ
る
。
ま
た
片
泊
で
は
伊
豆
利
島
と
同
じ
よ
う
に
、
家
族
内
部
の
親
族
名
称
が
村

落
社
会
の
世
代
呼
称
に
転
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
男
の
場
合
の
世
代
呼
称
は
、
ア

ニ

イ
（
一
五
歳
か
ら
戸
主
ま
で
）
、
ト
ト
（
戸
主
か
ら
隠
居
ま
で
）
、
ジ
イ
（
隠
居

後
）
の
三
区
分
で
あ
る
。
片
泊
で
は
家
族
内
の
地
位
区
分
が
村
落
社
会
の
世
代
区
分

に
な

っ

て

い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
片
泊
の
隠
居
は
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
を
契

機
と
す
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
隠
居
世
代
と
は
対
応
し
な
い
。

四

　
隠
居
制
家
族
の
諸
類
型

　

こ
れ
ま
で
詳
細
な
資
料
が
得
ら
れ
た
日
本
各
地
の
八
村
落
の
隠
居
制
家
族
の
事
例

を

検
討

し
て
き
た
。
日
本
の
隠
居
制
家
族
は
こ
の
ほ
か
の
地
域
に
お
い
て
も
活
発
に

行

な
わ
れ
て
い
る
が
、
家
族
内
部
の
隠
居
制
に
つ
い
て
は
日
本
に
お
け
る
可
能
性
を

ほ
ぼ
網
羅

し
得
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
事
例
を
中
心
と
し
な
が
ら
、

日
本
の
隠
居
制
家
族
の
類
型
化
を
試
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
を
と
お
し
て
隠
居
制
家

族
の

構
造
を

明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

O
　
隠
居
制
家
族
の
類
型
化

　
日
本
の
隠
居
制
家
族
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
隠
居
の
概
念
」
に
お
い
て
も
検
討

し
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
化
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
こ
こ

で
整
理
す
れ

ば
、
第
一
に
隠
居
を
家
族
内
部
に
お
け
る
複
数
の
生
活
単
位
の
形
成
と

し
て
規
定
す
る
視
点
か
ら
の
隠
居
類
型
と
し
て
、
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
八
）
の

「
親
別
居
」
「
嗣
子
別
居
」
の
二
類
型
、
お
よ
び
親
別
居
を
さ
ら
に
類
型
化
し
た
五
類

型
が

あ
る
。
大
間
知
篤
三
の
類
型
は
婚
姻
居
住
形
態
を
重
視
し
た
類
型
で
あ
っ
て
、

隠
居
制
家
族
の

構
造
を

明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
で
も
っ
と
も
優
れ
た
類

型
で

あ
る
が
、
隠
居
時
期
そ
の
も
の
や
隠
居
者
が
親
夫
婦
の
み
で
あ
る
か
、
未
婚
の

子
女
を

と
も
な
う
か
に
や
や
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
お
り
、
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
明
ら

か
に
す

る
類
型
と
し
て
は
ま
だ
充
分
で
は
な
い
。
大
間
知
篤
三
と
同
じ
よ
う
に
家
族

内
部
の
生
活
単
位
の
形
成
の
視
点
か
ら
、
伊
豆
諸
島
の
隠
居
制
を
事
例
と
し
て
類
型

131
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表1　隠居制家族の事例の比較

事 例 1 2 3 4 5 6 7 8

村 落　名 茨城県下高場 山梨県下芦沢 伊豆利島 滋賀県三上 岡山県頭島 対馬久根浜 五島増田 トカラ黒島
（調査年） （1972） （1968） （1957） （1975） （1967） （1981） （1972） （1980）

隠居類型 父性型 父性型 婿入婚型 父性型 婿入婚型 父性型 双性型 双性型

家族数 102 26 61 45 40 40 50 39

人 口 524 104 318
『

180 195 197 92

隠居家族数 17 4 15 5 2 21 16 8

比率％ 16．7 15．4 24．6 1L1 5．0 52．5 32．0 20．5

隠居形態 親別居 親別居 親別居 嗣子別居 嗣子別居 親別居 親別居 親別居
居住交換 居住交換

隠居分家 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○？

名 母屋 オマエ オオヤ オーヤ ホンヤ オモヤ オモテ オモヤ デアト

称 隠居屋 インキョ インキョヤ インキヨ インキョ ナヤ ヨマ ヘヤ インキョ

あとつぎの孫の あとつぎの孫の 子供の後始末を あとつぎの結婚 あとつぎの結婚 あとつぎの子供 あとつぎの結婚 あとつぎの結婚
誕生期が多い。 誕生以降。あと すべてつけたあ と同時。早い。 と同時。早い。 の結婚後、他の 後ただちに行な と同時。次男、

隠居時期 あとつぎの結婚 っぎの結婚後5 と。あとつぎの 子供の始末が終 われる。早い。 三男の結婚時。

後10年以上もあ 年が平均。 嫁の引き移りと わってのち。き
る。 同時。 わめて遅い。

片親の単独 片親の単独 親夫婦のみ 最初はあとつぎ 最初はあとつぎ 親夫婦のみ 親夫婦のみ 親夫婦と未婚の

隠居者
親夫婦のみ
親夫婦と子供

親夫婦のみ
親夫婦と子供

夫婦。のちに親
夫婦と居住を交

夫婦。のちに子
供の始末のあと

妻方の親夫婦の
場合もある

子女。妻方の親
夫婦の場合もあ

換 居住交換 る。

隠居孫 ○ ？ ○ × ？ ○ ○ ×

分 住居 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

離 食事 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

財産 ○ ○ ○ × × ○ × ○

インキヨ インキョヤ オーヤとインキ ホンヤ オモヤ 　　一オモァ ホンケ インキョ

位牌祭祀 ヨの双方。位牌
分け慣行

N°。
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（
辞
）
○
存
》
｝
）
°
×
口
ぱ
「
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を

設
定

し
た
村
武
精
一
（
一
九
六
五
）
の
「
世
代
限
定
的
分
立
方
式
」
と
「
超
世
代

的
分
立
方
式
」
は
、
要
す
る
に
前
者
は
家
族
内
部
の
隠
居
制
、
後
者
は
い
わ
ゆ
る
隠

居
分
家
で
あ
り
、
こ
の
二
類
型
で
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
類
型
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に

よ
っ
て
日
本
の
多
様
な
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
に
、
隠
居
を
生
前
相
続
と
規
定
す
る
視
点
か
ら
の
隠
居
類
型
と
し
て
、
竹
内
利

美
（
一
九
五
八
）
の
「
相
続
人
本
位
の
隠
居
」
「
被
相
続
人
本
位
の
隠
居
」
の
類
型
、

竹

田
旦
（
一
九
六
四
）
「
同
居
隠
居
」
「
別
居
隠
居
」
「
分
住
隠
居
」
の
類
型
、
さ
ら
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に
武
井
正

臣
（
一
九
七
一
）
の
「
東
北
型
隠
居
」
「
西
南
型
隠
居
」
が
あ
る
。
こ
れ
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ら
の
類
型
は
要
す
る
に
生
前
相
続
に
あ
た
っ
て
、
同
居
の
ま
ま
か
、
別
居
す
る
の
か
、

あ
る
い
は
分
家
す
る
の
か
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
居
住
形
態
が
取
ら
れ
る
か
を
変
数
と

し
て
類
型
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
居
隠
居
や
隠
居
分
家
な
ど
家
族
内
部
の
隠
居

制
以

外
の
形
態
も
含
む
広
範
な
隠
居
を
対
象
と
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
た
と

え
ば
竹
田
旦
は
別
居
隠
居
を
さ
ら
に
親
夫
婦
の
み
で
隠
居
す
る
「
単
独
別
居
隠
居
」

と
、
未
婚
の
子
女
を
と
も
な
う
「
家
族
別
居
隠
居
」
に
類
別
し
、
四
国
山
地
の
隠
居

形
態
は
家
族
別
居

隠
居
と
い
う
よ
う
に
、
特
定
の
地
域
の
隠
居
制
を
画
一
的
に
と
ら

　
　
　
　
（
2
6
）

え

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
誰
が
別
居
す
る
か
は
そ
の
と
き
ど
き
の
家
族
の
お

か
れ
た
条
件
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
流
動
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
事
例
で
も
示
し
た

よ
う
に
同
一
家
族
に
お
い
て
も
世
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
隠
居
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

が

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
基
準
と
し
た
類
型
化
で
は
類
型
構
成
そ
の
も
の
が
不
明
確
で

あ
り
、
こ
う
し
た
類
型
化
に
よ
っ
て
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
必
要
な
の
は
、
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
充
分
に
分

析
し
う
る
類
型
の
設
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
示
し
て
き
た
日
本
の
八
つ
の
村
落
の
隠
居
制
家
族
を
比
較
し
て
示
せ

ば
、
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
表
に
か
か
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
比
較
指
標
の
な
か
で
、

隠
居
制
家
族
の
類
型
化
の
指
標
と
し
て
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、
隠
居
時
期
、
す

な
わ
ち
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
か
ら
隠
居
ま
で
の
期
間
、
隠
居
の
徹
底
度
を
示
す
母
屋
お

よ
び
隠
居
屋
の
生
活
単
位
の
成
員
構
成
、
隠
居
者
と
母
屋
構
成
員
と
の
関
係
お
よ
び

婚
姻
居
住
形
態
、
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
隠
居
制
の
類
型
化
で
し
ば
し
ぽ
問

題
に

さ
れ
た
親
別
居
と
嗣
子
別
居
の
区
分
や
、
分
住
隠
居
は
こ
こ
で
は
と
く
に
隠
居

制
家
族
の
類
型
化
の
指
標
と
は
し
な
い
。

　
a
　
隠
居
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4

　
こ
こ
に
い
う
隠
居
時
期
は
、
隠
居
制
を
生
前
相
続
と
す
る
立
場
の
研
究
で
使
わ
れ
　
ー

て

い

る
、
一
定
の
地
位
と
役
割
か
ら
の
引
退
の
時
期
で
は
な
い
。
家
族
内
に
複
数
の

生
活
単
位
が
形
成
さ
れ
る
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
嗣
子
別
居
に
お
い
て

は
、
あ
と
つ
ぎ
夫
婦
が
隠
居
す
る
時
点
が
隠
居
時
期
に
な
る
。
隠
居
時
期
は
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
親
別
居
に
せ
よ
嗣
子
別
居
に
せ
よ
、
あ
と
つ

ぎ
の
結
婚
か
ら
隠
居
形
成
ま
で
の
期
間
は
、
親
夫
婦
と
子
供
夫
婦
の
同
居
期
間
で
あ

り
、
ま
た
嫁
と
姑
の
同
居
期
間
で
も
あ
る
。
こ
の
期
間
が
長
け
れ
ぽ
嫁
姑
の
対
立
緊

張
関
係
は
よ
り
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
居
期
間
の
長
さ
は
家
例
や
料

理
の

味
つ
け
な
ど
の
家
風
の
伝
達
、
す
な
わ
ち
各
家
族
の
個
別
的
価
値
を
も
強
化
す

る
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
考
え
る
場
合
に
き
わ
め
て

重
要
で

あ
る
。
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
八
）
が
婿
入
婚
を
基
礎
と
す
る
伊
豆
諸
島
の

隠
居
制
家
族
を
説
明
す
る
際
に
の
み
、
と
く
に
父
子
二
世
代
夫
婦
不
同
居
の
原
理
を

指
摘

し
た
の
は
、
こ
の
他
の
型
で
は
多
少
と
も
父
子
二
世
代
夫
婦
の
同
居
が
認
め
ら

れ

る
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
事
例
に
示

し
た
八
村
落
を
み
る
と
、
隠
居
時
期
に
つ
い
て
は
二
つ
の
傾
向
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
後
で
き
る
だ
け
早
く
隠
居
し
よ
う

と
す
る
傾
向
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
あ
と
つ
ぎ
以
外
の
子
供
の
始
末
や
、
さ
ら
に

上
の

世
代
の
隠
居
の
解
消
を
待
っ
て
、
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
後
か
な
り
の
期
間
を
経
過

し
た
後
に
隠
居
す
る
傾
向
で
あ
る
。
三
上
・
頭
島
・
増
田
・
片
泊
は
前
者
の
型
で
あ

り
、
隠
居
時
期
が
き
わ
め
て
早
い
。
こ
の
場
合
に
は
親
別
居
で
あ
れ
ぽ
、
片
泊
の
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

に
み

る
よ
う
に
、
あ
と
つ
ぎ
以
外
の
子
供
を
同
行
さ
せ
る
こ
と
が
多
く
、
嗣
子
別
居
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で

あ
れ
ぽ
子
供
夫
婦
の
み
で
隠
居
し
、
母
屋
に
は
親
夫
婦
と
ま
だ
始
末
の
つ
い
て
い

な
い
子
女
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
増
田
の
隠
居
の
場
合
に
は
、
あ
と
つ
ぎ
の

結
婚
後
ま
も
な
く
隠
居
し
た
例
も
あ
り
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
家
風
の
伝
達
は
困
難

で

あ
り
、
ま
た
そ
も
そ
も
家
風
の
伝
達
そ
の
も
の
を
必
要
と
し
て
い
な
い
家
族
構
造

で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
下
高
場
・
下
芦
沢
・
利
島
・
久
根
浜
は
後
者
の
型
で

あ
り
、
隠
居
時
期
が
か
な
り
遅
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
親
夫
婦
の
み
が
隠
居
す
る
形

態
を

と
る
こ
と
が
多
い
。
対
馬
久
根
浜
の
場
合
に
は
、
家
族
内
部
に
三
つ
以
上
の
生

活
単
位
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
隠
居
す
る
た
め
に
は
す
で
に
あ
る
隠
居

生
活
単
位
の
消
滅
を
待
た
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
特
別
の
条
件
が
さ
ら
に
加
わ
り
、

隠
居
が
行
な
わ
れ
て
も
な
お
母
屋
に
二
組
の
夫
婦
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

る
。
隠
居
時
期
の
決
定
要
因
も
こ
の
二
つ
の
傾
向
に
よ
っ
て
異
な
る
。
隠
居
時
期
が

早
い
場
合
に
は
、
二
世
代
の
夫
婦
は
同
居
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
家
族
イ
デ
オ
ロ

ギ

ー
が
主
た
る
決
定
要
因
を
な
し
て
い
る
が
、
遅
い
場
合
に
は
別
居
よ
り
も
子
供
た

ち

の

始
末
を
優
先
す
る
考
え
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
ぎ
の
家
族

内
部
の
生
活
単
位
の
成
員
構
成
の
問
題
に
も
関
連
し
て
い
る
。

　

b
　
生
活
単
位
の
成
員
構
成

　
す
で
に
隠
居
制
家
族
の

事
例
で

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ど
の
村
落
に
お
い
て
も

隠
居
を
実
際
に
行
な
っ
て
い
る
家
族
は
、
隠
居
を
行
な
っ
て
い
な
い
家
族
に
比
べ
て

規
模
も
大
き
く
構
成
も
複
雑
で
あ
る
。
隠
居
制
に
よ
っ
て
家
族
自
体
が
小
規
模
単
純

化
す

る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
隠
居
制
は
規
模
が
大
き
く
複
雑
な
構

成
を

も
つ
家
族
を
、
よ
り
小
規
模
で
単
純
な
構
成
の
生
活
単
位
に
分
割
す
る
制
度
で

あ
る
と
い
え
る
。
隠
居
制
に
よ
っ
て
生
活
単
位
の
小
規
模
化
・
単
純
化
が
ど
れ
ほ
ど

行
な
わ
れ
て
い
る
か
は
生
活
単
位
ご
と
の
成
員
構
成
を
見
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
。
隠

居
制
に
よ
っ
て
ど
の
村
落
の
生
活
単
位
も
家
族
レ
ベ
ル
よ
り
平
均
人
員
が
減
少
し
て

い

る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
お
下
高
場
・
下
芦
沢
・
利
島
は
四
人
を
越
え

て

お

り
、
隠
居
が
徹
底
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
増
田
・
片
泊
は
三
人
以
下
で

あ
り
隠
居
が
徹
底
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
核
家
族
的
構
成

者
の

比
率
（
家
族
な
い
し
生
活
単
位
の
構
成
員
の
な
か
で
、
世
帯
主
夫
婦
と
そ
の
子

供
の
占
め
る
割
合
）
は
、
生
活
単
位
の
構
成
を
最
終
的
に
判
断
し
う
る
数
値
で
あ
り
、

こ
れ
が
高
け
れ
ぽ
高
い
ほ
ど
単
純
な
構
成
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
八
つ

の

村
落
の

な
か
で
は
、
こ
の
数
値
も
ま
た
二
つ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は

下

高
場
・
下
芦
沢
・
利
島
・
久
根
浜
の
よ
う
に
、
こ
の
数
値
が
八
五
％
以
下
の
比
較

的
低
い
村
落
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
頭
島
・
増
田
・
片
泊
の
よ
う
に
こ
の
数
値
が

八
五
％
以
上
の

き
わ
め
て
高
い
村
落
で
あ
る
。
こ
の
数
値
に
よ
っ
て
も
下
高
場
・
下

芦
沢
・
久
根
浜
で
は
隠
居
が
徹
底
し
て
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
増
田
・
片
泊
の
高
い
数
値
は
、
早
い
時
期
に
徹
底
し
て
隠
居
が
行
な
わ
れ
る
結

果
で
あ
り
、
頭
島
の
場
合
は
隠
居
制
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
あ
と
つ
ぎ
が
結
婚
後
一

時
家
族
外
に
転
出
し
て
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
も
ど
っ
て
相
続
す
る
選
定
相
続
形
態

も
こ
の
数
値
を
高
め
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

活
単
位
は
極
め
て
小
規
模
で
単
純
で
あ
る
。

　

c
　
隠
居
者
と
母
屋
構
成
員
と
の
関
係

　

こ
れ
は
と
く
に
隠
居
生
活
単
位
を
構
成
す
る
親
夫
婦
が
夫
方
の
親
か
妻
方
の
親
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
日
本
の
隠
居
制
家
族
は
一
般
に
夫
方
の
親
夫
婦
と
子
供
夫
婦

が

別
々
の
生
活
単
位
を
構
成
す
る
制
度
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
増
田
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や
片

泊
で
は
、
し
ば
し
ぼ
妻
方
の
親
夫
婦
が
隠
居
単
位
を
構
成
す
る
こ
と
が
あ
る
。

増
田

で
は
ケ

ン

ヤ

を

つ
ぶ

し
た
親
夫
婦
が
婿
養
子
に
出
た
家
族
の
隠
居
生
活
単
位
に

な
っ
た
例
が
あ
り
、
片
泊
で
は
親
夫
婦
が
最
後
の
隠
居
屋
を
娘
の
婚
出
先
に
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

と
い
う
例
が
し
ば
し
ぽ
あ
る
。
増
田
の
事
例
は
こ
の
例
の
み
で
あ
る
が
、
片
泊
で
は

こ
う
し
た
隠
居
が
か
な
り
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
夫
方
や
妻
方
は
子
供
の
世
代
に

下
が

れ

ば
、
父
方
の
親
夫
婦
と
母
方
の
親
夫
婦
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
双
方
の
親
夫

婦
が

隠
居
生
活
単
位
を
構
成
し
う
る
こ
と
は
、
母
屋
生
活
単
位
か
ら
見
て
隠
居
者
が

父
方
母
方
の
双
方
を
含
む
双
性
的
な
親
夫
婦
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

た

隠
居
は
父
方
の
親
夫
婦
の
み
を
隠
居
者
と
す
る
隠
居
形
態
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
婚
姻
居
住
形
態
も
隠
居
の
類
型
化
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

事
例
に
示

し
た
村
落
の
婚
姻
居
住
形
態
は
、
伊
豆
利
島
と
頭
島
を
の
ぞ
い
て
嫁
入
婚
、

す

な
わ
ち
女
性
が
婚
姻
成
立
当
初
か
ら
夫
側
の
家
族
の
メ
ソ
バ
ー
と
な
る
婚
姻
で
あ

り
、
一
時
的
婿
入
婚
は
利
島
と
頭
島
の
事
例
に
見
ら
れ
る
形
態
で
あ
る
。
す
で
に
見

た

よ
う
に
、
利
島
で
は
夫
の
父
親
夫
婦
と
息
子
夫
婦
の
同
居
を
拒
否
す
る
た
め
に
隠

居
制
が
行
な
わ
れ
る
が
、
逆
に
婚
姻
成
立
初
期
の
ネ
ド
ガ
エ
リ
期
間
中
に
は
父
ー
娘

二
世
代
夫
婦
の
同
居
が
行
な
わ
れ
る
。
父
ー
娘
二
世
代
夫
婦
の
同
居
の
可
能
性
と
い

う
視
点
か
ら
隠
居
制
家
族
を
み
る
な
ら
、
　
一
般
の
嫁
入
婚
で
は
全
く
そ
の
可
能
性
が

な
い
の
に
対
し
て
、
増
田
や
片
泊
で
は
こ
の
両
者
が
同
一
の
家
族
員
と
な
っ
て
隠
居

制
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
が
し
ぽ
し
ば
あ
る
。
ま
た
婿
入
婚
を
基
本
と
す
る
利
島
で
は
、

家
族
と
し
て
は
別
で
あ
る
が
父
－
娘
二
世
代
夫
婦
の
実
質
的
な
同
居
が
き
わ
め
て
一

般
的
に
行
な

わ
れ

る
な
ど
、
父
ー
娘
二
世
代
夫
婦
の
同
居
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
隠

居
制
家
族
に

三
つ
の

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

⇔

　
隠
居
制
家
族
の

三
類
型

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
三
つ
の
指
標
に
も
と
つ
い
て
日
本
の
隠
居
制
家
族
の
類
型

化
を

試
み
れ

ぽ
、
父
性
型
、
婿
入
婚
型
、
双
性
型
の
三
類
型
を
設
定
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
（
表
2
）
。

　
〈
父
性
型

V
　
　
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
は
、
事
例
と
し
て
提
示
し
た
な
か
で
は

下
高
場
・
下
芦
沢
・
三
上
・
久
根
浜
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
型
で
あ
る
。
こ
の
型
は

モ

デ
ル
に
示
す
通
り
、
嫁
入
婚
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
親
夫
婦
と
息
子
夫
婦
を
中
心

に
家
族
内
に
複
数
の
生
活
単
位
が
形
成
さ
れ
る
型
で
あ
る
。
隠
居
制
を
採
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
父
1
息
子
、
な
い
し
嫁
－
姑
の
対
立
緊
張
関
係
を
回
避
も
し
く
は
緩
和

す

る
の
が
こ
の
型
の
隠
居
制
の
主
た
る
機
能
で
あ
る
。
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
で
は

し
ば
し
ぽ
隠
居
時
期
が
遅
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
と
き
に
は
家
族
内
に
二
組
の
夫
婦
を

含
み
な
が
ら
も
隠
居
制
が
行
な
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
な
ど
、
隠
居
制
は
徹
底
を
欠

く
傾
向
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
生
活
単
位
の
構
成
も
必
ず
し
も
小
規
模
・
単
純
と
は

い
え

な
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
隠
居
時
期
が
遅
れ
る
こ
と
は
、
嫁
姑
の
同
居
期
間

が

あ
る
程
度
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
で
は

下
高
場
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
例
な
ど
の
家
風
の
伝
達
も
可
能
と
な
る
。
こ
の
型

の

隠
居
制
家
族
の
な
か
で
も
っ
と
も
独
立
性
が
弱
く
、
隠
居
制
家
族
と
し
て
徹
底
を

欠
い
て

い

る
の
は
滋
賀
県
三
上
の
隠
居
制
家
族
で
あ
る
。
三
上
の
隠
居
制
家
族
は
住

居
を

別
に

し
な
が
ら
、
食
事
も
財
産
も
別
に
し
な
い
形
態
で
あ
り
、
隠
居
制
家
族
の

な
か
で
は
も
っ
と
も
一
般
の
三
世
代
直
系
型
家
族
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
父
性
型
の

隠
居
制
家
族
は
も
っ
と
も
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
茨
城
県
や
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2 日本の隠居制家族の類型

双性型婿入婚型父性型β慧、居癸頁元望

きわめて早い

夫方妻方の親夫婦

○

○

遅い場合と早い場合

夫の親夫婦

　　　　○

　　　　×

（ネドガエリ期間中）

遅い場合が多い

夫の親夫婦

○

隠居時期

隠居者

父息子二世代夫婦

　不同居原理

父娘二世代夫婦

　不同居原理

、
旬下

寸
○

．磁
、
、

＼
9
／

／
盒
＼二

㎝
△

盒

　基本モデル

（△鱒は隠居者）

嫁入婚婿入婚嫁入婚婚姻形態

長崎県五島

トカラ列島

伊豆諸島

三重県志摩

福島県以南に

全国的に分布

主な分布

福
島
県
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
隠
居
類
型
と
い
え
よ
う
。
大
間
知
篤
三
の
隠
居
制
研

究
の

契
機
を

な
し
た
の
は
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
で
あ
っ
た
。
大
間
知
篤
三
（
一
九

五

八
）
は
こ
の
地
域
の
隠
居
制
家
族
が
大
家
族
や
姉
家
督
と
並
存
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘

し
て
い
る
が
、
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
そ
の
も
の
の
構
造
が
こ
れ
ら
と
並
存
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

う
る
性
格
を
も
つ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
〈
婿
入
婚
型
∨
　
　
こ
の
型
は
一
時
的
妻
訪
い
を
と
も
な
う
婿
入
婚
を
基
盤
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
大
間
知
篤
三
が
提
示
し
た
「
伊
豆
利
島
型
」
「
伊
豆
大
島
型
」
が

こ
れ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
括
し
て
婿
入
婚
型
と
規
定
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
型

の

隠
居
制
家
族
は
事
例
に
示
し
た
な
か
で
は
伊
豆
利
島
と
瀬
戸
内
海
の
頭
島
に
見
ら

れ

る
型
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
婿
入
婚
の
分
布
に
し
た
が
っ
て
西
日
本
の
各
地
に
か

な
り
広
く
分
布
し
て
い
る
型
で
あ
る
。
こ
の
型
は
き
わ
め
て
徹
底
し
て
父
ー
息
子
二

世
代
夫
婦
の
同
居
を
拒
否
す
る
隠
居
制
家
族
で
あ
る
が
、
細
か
く
見
れ
ば
、
大
間
知

篤
三
が
指
摘
し
た
よ
う
に
さ
ら
に
二
つ
の
型
に
わ
か
れ
る
。
ひ
と
つ
は
伊
豆
利
島
の

よ
う
に
、
長
期
的
な
妻
訪
い
を
と
も
な
う
型
で
あ
る
。
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
で
は
、

ま
ず
あ
と
つ
ぎ
の
婚
姻
成
立
後
し
ぽ
ら
く
の
間
、
妻
と
子
供
は
妻
の
生
家
で
生
活
し
、

婿
は
妻
訪
い
を
行
な
う
。
そ
の
間
は
父
ー
息
子
二
世
代
夫
婦
の
同
居
を
拒
否
す
る
か

わ

り
に
、
妻
方
の
家
族
に
お
け
る
父
－
娘
二
世
代
夫
婦
の
同
居
が
容
認
さ
れ
る
。
子

供
が

で
き
れ
ば
子
供
は
妻
の
両
親
と
の
間
に
親
密
な
関
係
を
保
持
し
な
が
ら
、
妻
方

で

育
て
ら
れ
る
。
や
が
て
夫
の
両
親
の
隠
居
と
と
も
に
嫁
が
夫
方
へ
引
き
移
り
、
父

性
型

と
同
じ
型
の
隠
居
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
型
は
夫
方
の
家
族
に
お
け
る
隠
居
形

成
の

時
期
は
お
く
れ
る
が
、
父
ー
息
子
二
世
代
夫
婦
の
不
同
居
の
原
則
は
貫
徹
さ
れ

る
。
大
間
知
篤
三
の
「
伊
豆
利
島
型
」
は
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
で
あ
る
。
い
ま
ひ
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と
つ
は
頭
島
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
比
軟
的
短
期
の
妻
訪
い
を
と
も
な
う
型
で
あ
る
。

こ
の
型
で
は
一
～
三
年
程
度
の
妻
訪
い
の
の
ち
に
、
嫁
が
夫
側
の
家
族
に
入
り
、
夫

の
両
親

と
は
別
々
の
生
活
単
位
を
形
成
す
る
。
頭
島
の
よ
う
に
嗣
子
別
居
形
態
を
ま

ず

と
る
場
合
も
あ
り
、
三
重
県
志
摩
地
方
の
場
合
の
よ
う
に
一
般
的
な
親
別
居
の
形

態
を

と
る
も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
型
で
は
隠
居
時
期
が
早
い
。
大
間
知
篤

三
の

「
伊
豆
大
島
型
」
は
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
婿

入
婚
型
の

隠
居
制
家
族
で
は
、
妻
方
の
親
夫
婦
と
の
間
で
は
同
居
が
一
時
的
に
せ
よ

容
認
さ
れ
る
か
ら
、
さ
き
に
の
べ
た
父
性
型
と
つ
ぎ
に
の
べ
る
双
性
型
の
中
間
に
位

置
す

る
隠
居
制
家
族
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
〈
双
性
型
〉
　
　
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
は
事
例
の
な
か
で
は
増
田
と
片
泊
に
見

ら
れ
る
型
で
あ
り
、
モ
デ
ル
に
示
す
よ
う
に
、
夫
方
ー
父
方
の
親
夫
婦
の
み
な
ら
ず
、

妻
方
ー
母
方
の
親
夫
婦
も
隠
居
単
位
を
な
す
可
能
性
を
も
つ
隠
居
制
家
族
で
あ
る
。

親
夫
婦
の
側
か
ら
見
れ
ぽ
、
息
子
夫
婦
が
居
住
す
る
母
屋
の
隠
居
に
な
る
ば
か
り
で

な

く
、
娘
夫
婦
の
居
住
す
る
母
屋
の
隠
居
に
も
な
り
う
る
隠
居
形
態
で
あ
る
。
娘
夫
婦

の

隠
居
に
な
る
場
合
、
増
田
の
よ
う
に
住
居
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
隠
居
単
位
と
な
る

例

も
あ
る
が
、
片
泊
の
よ
う
に
娘
夫
婦
の
家
族
に
身
を
よ
せ
て
隠
居
単
位
に
な
る
例

も
あ
る
。
親
夫
婦
が
娘
夫
婦
の
家
族
に
接
近
す
る
行
動
に
、
片
泊
の
隠
居
制
の
特
徴
が

よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
は
、
こ
れ
ま
で
に
九
州

の

五
島
や
ト
カ
ラ
列
島
か
ら
報
告
さ
れ
て
お
り
、
隠
居
制
家
族
の
中
で
も
も
っ
と
も

西
南

日
本
に
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
の
型
は
こ
れ
ま
で
に
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

型
で

あ
り
、
今
後
も
九
州
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
分
布
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
増
田
と
片
泊
の
隠
居
制
は
、
い
ず
れ
も
嫁
入
婚
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
婿
入
婚
を
基
礎
と
す
る
双
性
型
の
隠
居
制
家
族
の
存
在
も
あ
り
う
る
か
も
知
れ

な
い
。
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
は
隠
居
時
期
も
早
く
、
増
田
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
母
屋
、
隠
居
屋
と
も
徹
底
的
に
夫
婦
を
中
心
に
生
活
単
位
を
構
成
し
よ
う

と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
夫
婦
を
中
心
と
す
る
生
活
単
位
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

家
族
の

境
界
を
越
え
て
、
妻
方
の
親
夫
婦
と
も
母
屋
ー
隠
居
の
関
係
を
形
成
す
る
こ

と
が
あ
る
。
隠
居
時
期
が
早
い
た
め
に
、
嫁
入
婚
で
あ
っ
て
も
嫁
ー
姑
の
同
居
期
間

が

短
く
、
し
た
が
っ
て
家
風
を
始
め
と
す
る
個
別
的
な
家
族
価
値
を
形
成
し
に
く
い

傾
向
が
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
型
で
は
そ
う
し
た
個
々
の
家
族
の
差
別
的
価
値
を
否
定

し
、
村
落
一
般
の
共
通
す
る
価
値
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
構
造
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

⇔
　
類
型
化
の

意
義

　

こ
こ
に
隠
居
制
家
族
の
三
類
型
を
提
示
す
る
基
本
的
な
意
味
は
、
こ
れ
ま
で
の
隠

居
制
研
究
に
お
い
て
一
義
的
に
そ
の
構
造
が
理
解
さ
れ
て
き
た
隠
居
制
家
族
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
類
型
が
あ
り
、
日
本
の
隠
居
制
家
族
を
今
後
一
定
の
幅
を
も
っ
て
理
解
す

る
必
要
性
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
に
提
示
し
た
隠
居
制
家
族
の
類
型
は
、

隠
居
制
家
族
の
形
式
的
分
類
で
は
な
く
、
形
式
を
こ
え
た
構
造
的
類
型
で
あ
る
。
こ

の

三
類
型
の

な
か
で
、
父
性
型
は
隠
居
制
家
族
の
も
つ
分
離
と
統
合
の
ふ
た
つ
の
側

面
の

う
ち
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
統
合
的
側
面
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
隠
居
制
家

族
で
あ
る
。
竹
内
利
美
や
竹
田
旦
な
ど
が
、
生
前
相
続
と
し
て
隠
居
を
概
念
規
定
し
、

若
い
世
帯
主
に
交
代
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
家
」
の
活
力
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
点

に
隠
居
の

意
義
を

見

出
だ
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
隠
居
制
家
族
を
主
と
し
て
想
定

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
婿
入
婚
型
や
双
性
型
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
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ぽ

分
離
的
側
面
を
よ
り
強
調
し
た
隠
居
制
家
族
で
あ
る
。
隠
居
制
家
族
は
一
般
的
に

家
族
の

も
つ
財
産
や
権
威
（
家
長
権
、
主
婦
権
）
を
拡
散
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ

る
が
、
と
く
に
こ
の
ふ
た
つ
の
隠
居
制
家
族
に
こ
の
傾
向
が
い
ち
じ
る
し
い
と
い
え

よ
う
。
大
間
知
篤
三
が
日
本
の
家
族
研
究
の
中
心
に
据
え
た
の
は
、
伊
豆
諸
島
や
志

摩
に

顕
著
に
み
と
め
ら
れ
る
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
で
あ
っ
た
。

　
父
性
型
の

隠
居
制
家
族
と
、
婿
入
婚
型
・
双
性
型
の
隠
居
制
家
族
は
、
地
域
的
分

布
に
お
い
て
も
差
が
見
ら
れ
る
。
父
性
型
は
東
北
日
本
に
典
型
的
な
隠
居
制
家
族
で

あ
り
、
婿
入
婚
型
や
双
性
型
は
西
南
日
本
に
典
型
的
な
隠
居
制
家
族
で
あ
る
。
福
島

県

を
は
じ
め
と
す
る
東
北
日
本
に
隠
居
制
家
族
が
分
布
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
隠

居
制
家
族
の
分
布
は
姉
家
督
や
大
家
族
制
な
ど
他
の
社
会
組
織
の
地
域
的
分
布
と
必

ず

し
も
整
合
的
で
は
な
か
っ
た
が
、
隠
居
制
家
族
の
類
型
ご
と
に
そ
の
分
布
を
み
る

と
、
東
北
日
本
に
主
と
し
て
分
布
す
る
隠
居
制
家
族
は
統
合
的
側
面
が
強
調
さ
れ
た

隠
居
制
家
族
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
内
藤
莞
爾
（
一
九
七
八
）
は
「
西
南
型
」
家
族

の

分
布
地
域
と
し
て
、
奄
美
か
ら
薩
南
諸
島
、
甑
島
、
天
草
を
経
て
五
島
列
島
に
至

る
地
域
を
あ
げ
、
壱
岐
・
対
馬
を
除
外
し
た
が
、
こ
の
見
解
は
本
稿
で
分
析
し
た
五

島
と
対
馬
の
隠
居
制
家
族
の
差
異
に
合
致
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
隠
居
制
家
族
は
の
ち
に
も
分
析
す
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
親
子
関
係
よ
り
も
夫

婦
関
係

を
重
視
な
い
し
尊
重
す
る
家
族
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
婚
姻
家
族
（
8
ロ
ご
σ
Q
巴

｛e
日
ξ
）
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
父
性
型
は
親
夫
婦
と
息
子
夫
婦
の

間
で
の
み
隠
居
制
家
族
が
形
成
さ
れ
る
か
ら
、
家
族
類
型
で
い
え
ぽ
、
父
性
婚
姻
家

族

（冒
件
巳
巴
o
『
巴
8
巳
已
σ
。
①
一
註
日
ξ
）
で
あ
る
。
ま
た
双
性
型
は
、
親
夫
婦
と
息

子
夫
婦
の
み
な
ら
ず
、
娘
夫
婦
と
の
間
で
も
隠
居
制
家
族
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
か
ら
、
こ
れ
は
双
性
婚
姻
家
族
（
げ
詩
9
叶
巴
8
巳
己
σ
q
巴
貯
日
ξ
）
で
あ
る
。
婿

入

婚
型
の
隠
居
制
家
族
は
、
形
式
的
に
み
れ
ば
父
性
婚
姻
家
族
で
あ
る
が
、
妻
の
両

親

と
の
関
係
で
は
双
性
型
と
類
似
し
た
性
格
を
も
つ
か
ら
、
こ
れ
は
両
者
の
中
間
類

型
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

四
　
隠
居
制
家
族
の
類
型
と
日
本
の
家
族
類
型

　

つ
ぎ
に
日
本
の
家
族
の
な
か
で
の
隠
居
制
家
族

の

位
置
に

つ
い
て

検
討

し
て
み
よ
う
。
家
族
内
部

に

お
い
て

親
子

関
係
と
夫
婦
関
係
の
ど
ち
ら
を
よ

り
重
視
し
て
い
る
か
、
ま
た
現
実
的
に
ど
の
よ
う

な
形
態
の
家
族
が
構
成
さ
れ
る
か
を
視
点
と
し
て

日
本
の
家
族
を
構
造
的
に
類
型
化
す
れ
ぽ
、
大
き

く
「
親
子
中
心
型
家
族
」
と
「
夫
婦
中
心
型
家

族
」
の
二
類
型
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
表

3
）
。
「
親
子
中
心
型
家
族
」
は
家
族
を
構
成
す
る

諸

関
係
の
な
か
で
、
親
子
関
係
と
く
に
父
－
息
子

関
係
が
も
っ
と
も
尊
重
さ
れ
て
い
る
家
族
で
あ
り
、

「
夫
婦
中
心
型
家
族
」
は
親
子
関
係
よ
り
も
夫
婦

関
係
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
家
族
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て

「
親
子
中
心
型
家
族
」
は
蒲
生
正
男
（
一
九

七

四
）
の
い
う
「
親
子
家
族
」
（
言
⑳
邑
ひ
日
ξ
）

で
あ
り
、
「
夫
婦
中
心
型
家
族
」
は
「
婚
姻
家
族
」

表3　日本の家族類型

双　性　家　族

（bilateral　family）

×

　
×

五島，トカラ列島

奄美

　父　性　家　族
（patrilateral　family）

東北，北陸（大家族）

東北，関東，中部，近畿

茨城，山梨，近江，対馬

　　　　　×

類型家族類型

拡大型

直系型

隠居型

核心型

親子中心型家族

（lateral　family）

夫婦中心型家族

（conjugal　family）
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（8
ロ
甘
σ
Q
巴
合
日
ξ
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
、
家
族
構
造
を
外
部
か

ら
規
制
す
る
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
を
ひ
と
ま
ず
留
保
し
て
、
家
族
を
形
成
す
る
主

体
が

ど
の
よ
う
な
家
族
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
基
礎
と
し
て
家
族
構
造
を
構
築
す
る
か
の

問
題
で

あ
る
。
重
視
な
い
し
尊
重
の
基
準
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
構
成
の
家
族
を

構
成
す

る
か
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
「
親
子
中
心
型
家
族
」
の
な
か
に
さ

ら
に
「
拡
大
型
家
族
」
と
「
直
系
型
家
族
」
の
二
類
型
を
設
定
し
う
る
。
「
拡
大
型

家
族
」
は
複
数
の
子
供
が
結
婚
後
も
生
家
に
残
留
す
る
多
子
残
留
制
を
基
本
と
し
て
、

大
家
族

も
し
く
は
複
合
家
族
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
親
子
関
係
に
く
わ
え
て
兄
弟
姉

妹

関
係
を
重
視
し
て
形
成
さ
れ
る
家
族
で
あ
る
。
「
直
系
型
家
族
」
は
子
供
の
う
ち

の

ひ

と
り
の
み
が
残
留
す
る
一
子
残
留
制
を
基
本
と
し
て
、
親
子
関
係
を
重
視
し
て

形
成

さ
れ
る
家
族
で
あ
っ
て
、
形
態
的
に
は
三
世
代
家
族
で
あ
る
。
ま
た
、
「
夫
婦

中
心
型
家
族
」
に
は
さ
ら
に
「
隠
居
型
家
族
」
と
「
核
心
型
家
族
」
の
二
類
型
を
設

定

し
う
る
。
隠
居
型
家
族
と
は
本
稿
で
こ
れ
ま
で
慣
用
に
し
た
が
っ
て
隠
居
制
家
族

と
表
記
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
三
世
代
家
族
の
内
部
に
お
い
て
夫
婦
関
係
を
重
視

し
て
生
活
単
位
を
構
成
し
つ
つ
も
、
親
子
関
係
に
よ
っ
て
家
族
と
し
て
の
統
合
が
は

か

ら
れ
て
い
る
家
族
で
あ
る
。
「
核
心
型
家
族
」
は
子
供
の
誰
も
が
生
家
に
残
留
し

な
い
家
族
で
あ
っ
て
、
夫
婦
関
係
を
重
視
し
、
夫
婦
単
位
に
家
族
を
形
成
す
る
型
の

　
　
　
　
（
3
1
）

家
族
で
あ
る
。

　

こ
の
類
型
化
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
隠
居
型
家
族
は
、
直
系
型
家
族
と
核
心
型
家

族
の

中
間
に
位
置
す
る
家
族
類
型
で
あ
る
。
隠
居
型
家
族
は
家
族
と
し
て
は
直
系
型

家
族

と
お
な
じ
よ
う
に
三
世
代
家
族
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
内
部
は
比
較
的
独
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

性
の

高
い
夫
婦
中
心
の
複
数
の
生
活
単
位
を
構
成
す
る
家
族
類
型
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て

隠
居
型
家
族
は
、
の
ち
に
も
分
析
す
る
よ
う
に
短
期
的
な
日
常
生
活
の
レ
ベ
ル

で
は

夫
婦
関
係
を
尊
重
し
な
が
ら
、
長
期
的
な
家
族
と
し
て
の
連
続
性
の
レ
ベ
ル
で

は
親
子
関
係
を
尊
重
す
る
家
族
構
造
で
あ
る
。
隠
居
型
家
族
と
直
系
型
家
族
の
差
異

は
、
家
族
内
部
に
複
数
の
独
立
性
の
高
い
生
活
単
位
が
形
成
さ
れ
る
か
否
か
で
あ
り
、

ま
た
隠
居
型
家
族
と
核
心
型
家
族
の
差
異
は
、
夫
婦
を
中
心
と
す
る
生
活
単
位
が
独

自
の
家
族
を
構
成
す
る
か
、
そ
れ
と
も
家
族
内
部
の
生
活
単
位
に
と
ど
ま
る
か
の
差

異
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
隠
居
型
家
族
は
そ

の

内
部
に
「
父
性
型
」
「
婿
入
婚
型
」
「
双
性
型
」
の
三
類
型
を
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
こ
の
な
か
で
父
性
型
は
直
系
型
家
族
に
近
い
隠
居
型
家
族
で
あ
り
、
一
方

婿
入
婚
型
や
双
性
型
は
核
心
型
家
族
に
き
わ
め
て
近
い
隠
居
型
家
族
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
九
）
が
問
題
に
し
た
よ
う
に
、
大
家
族
や
姉
家
督
相

続
が

濃
密
に
分
布
す
る
地
域
に
接
近
し
て
、
父
性
型
の
隠
居
型
家
族
が
分
布
し
て
い

る
事
実
や
、
双
性
型
の
隠
居
型
家
族
の
分
布
が
九
州
ト
カ
ラ
列
島
ま
で
で
あ
り
、
そ

の

南
の

奄
美

に
は
典
型
的

な
核
心
型
家
族
が
分
布
し
て
い
る
事
実
な
ど
は
こ
の
こ
と

を

地
域
的
に
も
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

五
　
隠
居
制
家
族
の
構
造
と
村
落
社
会
構
造

θ
　
隠
居
制
家
族
の
構
造

　
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
隠
居
制
家
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
を
前
提
と

し
な
が
ら
、
隠
居
制
家
族
の
家
族
構
成
、
隠
居
制
家
族
に
お
け
る
親
子
関
係
・
夫
婦

関
係
・
隔
世
代
関
係
な
ど
の
親
族
関
係
の
構
造
、
隠
居
制
家
族
に
お
け
る
分
離
と
統
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合
の
構
造
を

明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　

a
　
家
族
構
成

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
隠
居
制
は
小
規
模
で
単
純
な
構
成
の
家
族
を
形
成
す
る

家
族
制

度
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
隠
居
制
家
族
が
、
家
族
レ
ベ

ル

に
お

い
て

果
し
て
小
規
模
で
単
純
な
家
族
を
形
成
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
は
問
題

が

あ
る
。
こ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

第
一
に
検
討
す
べ
き
は
家
族
レ
ベ
ル
の
成
員
構
成
と
隠
居
制
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
内
部
の
生
活
単
位
レ
ベ
ル
の
成
員
構
成
の
比
較
で
あ
る
。
事
例
に
掲
げ
た
八
村
落

は
、
家
族
レ
ベ
ル
に
お
い
て
規
模
も
大
き
く
構
成
も
や
や
複
雑
な
村
落
と
、
規
模
が

小

さ
く
構
成
も
単
純
な
村
落
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
下
高
場
、
久
根

浜
に
典
型
的
で

あ
り
、
平
均
家
族
人
員
が
五
人
前
後
で
、
家
族
類
型
で
は
直
系
家
族

の

比
率
が

高
く
、
家
族
員
に
占
め
る
核
家
族
的
構
成
者
の
比
率
（
世
帯
主
夫
婦
と
そ

の

子
供
の

占
め
る
比
率
）
が
八
〇
％
以
下
と
比
較
的
低
い
村
落
で
あ
る
。
な
か
で
も

対
馬
久
根
浜
の

家
族

は
、
直
系
家
族
の
比
率
が
七
〇
％
を
占
め
、
核
家
族
的
構
成
者

の

比
率

も
六
五
・
八
％
で
、
隠
居
制
を
も
た
な
い
村
落
に
比
し
て
も
か
な
り
複
雑
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
村
落
に
お
い
て
は
、
隠
居
制
が
家
族
内
部
の
生
活
単
位
の
小
規
模

化
・
単
純
化
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
も
顕
著
な
傾
向
を
示
す
の
は
久

根
浜
で
あ
っ
て
、
家
族
レ
ベ
ル
で
は
わ
ず
か
に
二
七
・
五
％
で
あ
っ
た
夫
婦
家
族
が
、

隠
居
制
に
よ
っ
て
八
〇
％
以
上
の
生
活
単
位
が
夫
婦
家
族
的
な
構
成
を
と
っ
て
お
り
、

そ

の

変
化
は
劇
的
で
あ
る
。
下
高
場
に
お
い
て
も
夫
婦
家
族
の
比
率
は
家
族
レ
ベ
ル

の

四
八
％
か

ら
、
生
活
単
位
レ
ベ
ル
の
六
五
・
六
％
に
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
下
芦
沢
、
頭
島
、
増
田
、
片
泊
な
ど
の
村
落
で
あ
り
、
平
均

家
族
人
員
は
四
・
四
人
以
下
で
、
夫
婦
家
族
の
比
率
が
高
く
、
核
家
族
的
構
成
者
の

比
率
も
八
〇
％
以
上
で
き
お
め
て
高
い
村
落
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
村
落
は
隠
居
制
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
家
族
レ
ベ
ル
に
お
い
て
規
模
が
小
さ
く
構
成
は
単
純

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
頭
島
の
選
定
相
続
の
よ
う
に
、
隠
居
制
以
外
に
も
こ
れ
ら
の

村
落
の
家
族
を
小
規
模
化
・
単
純
化
す
る
要
因
が
存
在
し
、
隠
居
制
に
よ
る
小
規
模

化
・
単
純
化
は
前
者
の
村
落
ほ
ど
に
は
顕
著
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
隠

居
制
家
族
は
家
族
レ
ベ
ル
で
は
必
ず
し
も
小
規
模
で
単
純
な
構
成
と
は
い
え
な
い
家

族

を
、
隠
居
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
小
規
模
で
単
純
な
構
成
の
生
活
単
位
に

分
割
す

る
と
と
も
に
、
家
族
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
小
規
模
・
単
純
な
家
族
を
さ
ら
に

い

っ

そ

う
小
規
模
で
単
純
な
生
活
単
位
に
分
割
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
は
、
隠
居
制
家
族
と
非
隠
居
制
家
族
の
成
員
構
成
の
比
較
で
あ
る
。
表
4
は

下
高
場
と
下
芦
沢
に
お
け
る
隠
居
制
家
族
と
そ
の
他
の
家
族
の
構
成
を
比
較
し
た
も

の

で

あ
る
。
下
高
場
で
は
隠
居
制
家
族
の
平
均
家
族
人
員
は
六
人
で
、
非
隠
居
制
家

族
の
五
・
〇
八
人
と
比
較
し
て
規
模
が
か
な
り
大
き
い
。
ま
た
下
芦
沢
で
も
隠
居
制

家
族
の

平
均
は

四
・
五
人
で
、
非
隠
居
制
家
族
の
三
・
九
人
を
か
な
り
上
回
っ
て
い

る
。
ま
た
続
柄
構
成
を
み
る
と
、
下
高
場
で
は
隠
居
制
家
族
の
核
家
族
的
構
成
者
の

比
率
が
六
六
・
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
非
隠
居
制
家
族
は
八
一
・
三
％
を
示
し

て

お

り
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
下
芦
沢
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

下
芦
沢
で
は
非
隠
居
制
家
族
で
も
そ
の
比
率
は
八
九
・
五
％
と
き
わ
め
て
高
い
数
値

と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
隠
居
制
家
族
は
少
な
く
と
も
同
一
村
落
に
お
い
て

は
、
非
隠
居
制
家
族
よ
り
も
大
規
模
で
複
雑
な
構
成
を
も
つ
家
族
な
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
隠
居
制
家
族
に
お
け
る
母
屋
と
隠
居
屋
の
成
員
の
構
成
で
あ
る
。
表
5
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表4　隠居制家族と非隠居制家族の構成比較

落　　名 下　高　場 下　芦　沢

柄 1隠居　非隠居　　計　1隠居　非隠居　　計

村

続

72．2

27．8

0．0

89．5　 86．5

1α5　 13．5

0．0　　0．0

66．6

27．5

5．9

81．3

17．1

0．9

0．7

78．4

19．1

1．9

0．6

世帯主夫婦とその子供

同上以外の直系親とその配偶者

傍系親とその配偶者

その他

100．0　　100．0　　100．0　　100．0　　100．0　　100．0計

表5　母屋・隠居屋の家族構成の比較

下　高　場　　利 島1久根浜陣 田

1母屋　隠居！母屋　隠居1母屋　隠居　1母屋　隠居

名落村

柄続

2
　
　
1
1
2
1
5

16

12

37

1
2
　
　
1

1
1
4
1
9
1
1
1

21

18

35

4
9
1

3
1
2
1
7

18

18

63

1
1

8
　
　
3
　
　
4

3
1
2
9
1
6

17

17

30

4
　
1
凸
　
－

世帯主

配偶者

子

子の配偶者

孫

父

母

祖父

祖母

兄弟姉妹

兄弟姉妹の配偶者

兄弟姉妹の子

は
事
例
の

な
か
か
ら
隠
居
制
家
族
が
多
く
、
母
屋
と
隠
居
屋
の
構
成
の
比
較
が
可
能

な
四
つ
の
村
落
に
つ
い
て
成
員
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
当
然

の

事
実
で
あ
る
が
、
隠
居
屋
の
構
成
員
数
は
母
屋
に
く
ら
べ
て
い
ず
れ
も
少
な
く
、

隠
居
屋
の

成
員
の
圧
倒
的
多
数
は
父
母
で
あ
る
。
た
だ
し
下
高
場
や
伊
豆
利
島
で
は

隠
居
屋
の
員
数
の
平
均
が
二
人
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
母
屋
世
帯
主
の
兄
弟
姉

30693788

4，31　　1．884．14　　1．76

計 64　　37 101 47

平　均　人　員 3．76　　2．18 5．61　　2．61

妹
と
そ
の
配
偶
者
や
子
供
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
将
来
分
家
を
予
定
す
る
隠
居
形
態
で
あ
る
が
、
こ
の
場

合
、
家
族
と
し
て
は
複
合
家
族
的
な
構
成
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

そ

の

ほ

か
世
帯
主
の

子
供
が

隠
居
屋
の
成
員
と
な
っ
て
い
る
「
隠

居
孫
」
が
下
高
場
や
利
島
に
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
、
利
島
で
は
孫

が

隠
居
屋
の
成
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
久
根
浜
で
は
母
屋
に
孫

や
祖
父
が

ふ

く
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
久
根
浜

で
は
親
夫
婦
の
隠
居
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
隠
居
し
て
い
た
家
族

員
が
ふ
た
た
び
母
屋
に
も
ど
る
独
特
の
隠
居
制
が
こ
の
数
値
に
も

あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以

上
の

事
実
か
ら
家
族
構
成
か
ら
み
れ
ぽ
、
隠
居
制
家
族
は
家

族
レ
ベ
ル
に
お
い
て
か
な
り
規
模
も
大
き
く
構
成
も
複
雑
な
家
族

で

あ
り
、
ま
た
同
一
村
落
に
お
い
て
は
、
隠
居
制
家
族
は
非
隠
居

制
家
族
よ
り
も
規
模
も
大
き
く
複
雑
な
家
族
構
成
を
持
っ
て
い
る

の

で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　

b
　
夫
婦
関
係
・
親
子
関
係
・
隔
世
代
関
係

　

隠
居
制
家
族
の
構
造
は
こ
れ
ま
で
「
世
代
別
別
居
制
」
の
表
現

に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
夫
婦
関
係
を
重
視
尊
重
す
る
家
族
と
し
て
、
親

子
関
係
を
重
視
す
る
家
族
と
は
対
比
的
に
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
隠
居
制
家

族
内
部
の
人
間
関
係
の
構
造
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
し
た
い
。

　
隠
居
制
家
族
の
諸
類
型
に
し
た
が
っ
て
三
世
代
家
族
形
態
に
お
け
る
構
造
モ
デ
ル

を

示
せ
ぽ
、
図
1
5
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
父
性
型
の
隠
居
制
家
族
に
お
け
る
重
要
な
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人

間
関
係
は
、
夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
と
祖
父
母
と
孫
の
隔
世
代
関
係
で
あ
る
。
こ

の

型
で

は
、
夫
婦
関
係
と
未
婚
の
子
女
と
両
親
と
の
親
子
関
係
が
重
視
さ
れ
、
既
婚

の

親
子

関
係
は
可
能
な
か
ぎ
り
分
離
さ
れ
る
。
こ
の
型
の
隠
居
制
家
族
に
お
い
て
重

視

さ
れ
る
夫
婦
関
係
は
上
下
関
係
が
顕
著
で
な
い
夫
婦
関
係
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
、
分
離
さ
れ
る
既
婚
の
親
子
関
係

　
　

○
一

　

十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
父
－
息
子
関
係
と
姑
ー
嫁
関
係
の

　

△

十

　十　　　　十

ムマ＋ア
　
　
　
　
　
十

＋　

△

十

双性型婿入婚型父性型

図15　隠居制家族の構造モデル

ふ
た

つ
で

あ
る
。
父
i
息
子
関
係
は

家
族
の
代
表
者
た
る
地
位
と
役
割
お

よ
び
財
産
相
続
を
め
ぐ
る
対
立
的
な

関
係
で
あ
り
、
ま
た
姑
－
嫁
関
係
は

家
族
の

内
部
采
配
の
地
位
と
役
割
を

め

ぐ
る
対
立
関
係
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
結
婚
に
よ
っ
て
こ
の
両
者
の
対
立

関
係
は
よ
り
顕
在
化
す
る
。
対
立
関

係
に
あ
る
こ
れ
ら
の
関
係
を
分
離
し

て
、
家
族
内
部
に
夫
婦
を
中
心
と
す

る
い
く
つ
か
の
生
活
単
位
を
形
成
す

る
の
が
隠
居
制
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て

父
性
型
家
族
に
お
け

る
隠
居
制
の

基
本

的
意
義
は
、
対
立
関
係
に
あ
る

こ
れ
ら
の
親
子
関
係
の
調
整
で
あ
る
。

一
方
、
祖
父
母
と
孫
の
隔
世
代
関
係

は
、
祖
父
母
の
隠
居
屋
に
孫
が
同
居
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
者
の
関
係
を
統
合
す
る

機
能
を

果
た

す
。
隠
居
孫
は
親
密
な
る
隔
世
代
関
係
を
背
景
と
し
て
、
親
夫
婦
と
子

供
夫
婦
の
対
立
関
係
を
緩
和
し
、
家
族
と
し
て
の
統
合
を
は
か
る
の
で
あ
る
。

　
婿
入
婚
型
の

隠
居
制
家
族
に
お
い
て
は
、
父
性
型
の
隠
居
制
家
族
に
く
わ
え
て
妻

方
の
両
親
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
。
伊
豆
利
島
の
事
例
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
婿
入
婚
型
隠
居
制
家
族
で
は
妻
訪
い
に
よ
っ
て
夫
方
の
親
夫
婦
と
の
関
係
を

分
離
す

る
と
と
も
に
、
妻
方
の
親
夫
婦
と
の
同
居
が
行
な
わ
れ
る
。
妻
方
の
親
夫
婦

が

隠
居
し
て
い
る
場
合
に
は
、
妻
の
生
家
の
隠
居
屋
に
同
居
す
る
。
こ
の
こ
と
は
妻

の

親
夫
婦
か

ら
み
れ
ぽ
、
娘
夫
婦
と
同
居
し
、
息
子
夫
婦
と
の
関
係
を
分
離
す
る
こ

と
で
あ
る
。
父
－
息
子
関
係
に
あ
る
親
子
二
世
代
夫
婦
の
分
離
を
父
性
型
よ
り
も
さ

ら
に
徹
底
さ
せ
、
逆
に
父
－
娘
関
係
を
結
婚
後
も
接
近
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
婿
入
婚
型

隠
居
制
家
族
の
構
造
的
特
質
が
あ
る
。
ま
た
、
妻
訪
い
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
に
は

子
供
た
ち

は
妻
方
の
家
族
で
教
育
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
婿

入
婚
型
の

隠
居
制
家
族
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
息
子
の
子
供
の
み
で
は
な

く
て
、
娘
の
子
供
が
隠
居
孫
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
伊
豆
利
島
の
報
告
の
な
か
で
大

間
知
篤
三
が
「
内
孫
が
他
家
に
泊
り
、
外
孫
が
自
家
に
泊
っ
て
い
る
と
い
ふ
場
合
が

多
い
の
で
あ
る
」
（
大
間
知
篤
三
　
一
九
五
〇
、
七
七
－
七
八
頁
）
と
報
告
し
て
い
る

の

は

こ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
の
型
に
お
い
て
も
祖
父
母
と
孫
の
隔
世
代
関

係
は
、
分
離
さ
れ
た
親
夫
婦
と
子
供
夫
婦
の
統
合
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
双
性
型
の

隠
居
制
家
族
は
事
例
も
少
な
く
不
明
の
部
分
も
多
い
が
、
構
造
モ
デ
ル

に
示
す

よ
う
に
、
父
方
の
親
夫
婦
の
み
な
ら
ず
妻
方
の
親
夫
婦
と
も
母
屋
－
隠
居
の

関
係
を
設
定
す
る
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
型
に
あ
っ
て
は
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妻
方
の
親
夫
婦
と
の
同
居
は
な
く
、
同
一
家
族

を

構
成
す

る
場
合
に
は
婿
入
婚
型
と
異
な
っ
て

生
活
単
位
と
し
て
は
分
離
す
る
形
と
な
る
。

　
家
族
内
部
の
人
間
関
係
の
構
造
か
ら
み
れ
ば
、

隠
居
制
家
族

は
一
般
的
に
夫
婦
中
心
の
生
活
単

位
を

構
成
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
婚
後
の
親

子
関
係
、
と
く
に
父
－
息
子
の
親
子
関
係
を
分

離
し
、
祖
父
母
と
孫
の
隔
世
代
関
係
に
よ
っ
て

分
離

し
た
親
子
関
係
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
構

造
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

　

c
　
分
離
と
統
合

　
つ
ぎ
に
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
分
離
と
統
合

の

視
点
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
す
で
に
く
り

か
え

し
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
隠
居
制
家
族
は

内
部
的
に
は
夫
婦
関
係
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た

複
数
の
生
活
単
位
に
分
離
し
な
が
ら
も
、
村
落

社
会
か

ら
そ
の
構
成
単
位
と
し
て
認
知
さ
れ
る

家
族
の
レ

ベ

ル

に
お

い

て

は
、
ひ
と
つ
に
統
合

さ
れ
て
い
る
家
族
で
あ
る
。
隠
居
制
家
族
に
お

オマエとインキョの生活分離

オマエ インキヨ

一 ムラヨリアイへの参加 懸 ×
　
方
一
に ムラザシ 難 ×

方あ
でる

ムラ仕事 鐡 ×

行も 仏壇・イハイ × 懸
、

つの
も 盆棚 × 鹸

の 神棚 鰹 ×（欝）

田畑の使用 馨 懲

農作業 麟 轡
双
方 食事 難 轡

　に
双あ

カマド 懸 馨

方る イロリ 欝 麟
でも行
の
、 便所 麟 懸

つ
ぱ
U

義理はり 趣（オマエのギリハリ） 簿（インキョのギリハリ）

の 門松 灘 簿

ワカミズ 懸 欝

正月のモチつき 醸 簿

け

る
分
離
と
統
合
が
具
体
的
に
生
活
の
諸
場
面
で
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か

を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
［
事
例
＝
に
示
し
た
茨
城
県
下
高
場
の
事
例
を
と
お

し
て
検
討
し
て
み
よ
う
（
図
1
6
）
。

オマエ・インキョのコミュニケーション

　隠居息子・娘

　　労働補助

　　盆13日夜

　　盆14日夜

図16　隠居制家族における分離と統合

　

こ
の
隠
居
制
家
族
で
は
親
夫
婦
が
別
棟
の
イ
ン
キ
ョ
ヤ
、
子
供
夫
婦
が
オ
マ
エ
に

居
住

し
て
い
る
。
ま
ず
イ
ン
キ
ョ
ヤ
と
オ
マ
エ
で
分
離
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の

に

は
、
食
事
、
田
畑
の
使
用
権
、
農
作
業
、
竈
、
囲
炉
裏
、
便
所
な
ど
が
あ
り
、
日
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常
生
活
に
必
要
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
分
離
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ

て

日
常
的
に
は
オ
マ
エ
と
イ
ン
キ
ョ
ヤ
が
相
互
に
接
触
し
な
く
て
も
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
日
常
生
活
ば
か
り
で
な
く
、
正
月
の
諸
行
事
で
あ
る
門
松
、

若

水
、
餅
掲
き
も
分
離
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ギ
リ
ハ
リ
と
よ
ば
れ
る
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
つ
き
あ
い
は
イ
ン
キ
ョ
ヤ
も
独
自
に
行
な
っ
て
お
り
、
香
典
や
祝
儀
を
オ
マ

エ

と
は
別
に
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
下
高
場
の
隠
居
制
家
族
は
き
わ
め

て

分
離
の
著
し
い
構
造
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
方
の
み

で
行
な

わ
れ
て

い

る
の
が
、
ム
ラ
ヅ
キ
ア
イ
と
よ
ぼ
れ
る
村
の
公
的
な
交
際
と
祖
先

祭
祀
で
あ
る
。
公
的
な
交
際
は
家
族
の
中
心
で
あ
る
オ
マ
エ
の
子
供
夫
婦
の
役
割
で

あ
る
。
イ
ン
キ
ョ
ヤ
は
こ
う
し
た
交
際
か
ら
は
引
退
し
て
隠
居
し
た
の
で
あ
る
。
祖

先
祭
祀
は
下
高
場
で
は
イ
ン
キ
ョ
ヤ
の
親
夫
婦
の
役
割
で
あ
り
、
仏
壇
、
位
牌
は
い

ず
れ
も
イ
ン
キ
ョ
ヤ
に
あ
り
、
盆
棚
も
イ
ン
キ
ョ
ヤ
に
作
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
分
離
し
た
オ
マ
エ
と
イ
ン
キ
ョ
ヤ
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
統
合
さ
れ
て

い

る
。
祖
先
祭
祀
は
両
者
を
統
合
さ
せ
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か

に
隠
居

孫
、
イ
ン
キ
ョ
ヤ
に
た
い
す
る
労
働
補
助
、
盆
の
共
食
な
ど
が
統
合
的
要
素

と
し
て
あ
る
。
隠
居
孫
は
オ
マ
エ
の
子
供
夫
婦
の
子
供
の
う
ち
の
一
～
二
人
が
イ
ン

キ
ョ

ヤ

に
寝
泊
ま
り
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
下
高
場
で
は
こ
れ
を
イ
ソ
キ
ョ
ム
ス
メ
、

イ
ン
キ
ョ
ム
ス
コ
と
よ
ん
で
い
る
。
隠
居
孫
は
甘
や
か
さ
れ
て
育
つ
の
で
結
婚
に
際

し
て
「
三
〇
〇
円
安
い
」
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
分
離
し
が
ち
な
親
夫
婦
と
子
供

夫
婦
の

か
す
が

い

の

役
割
を

果
た

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
オ
マ
エ
と
イ
ン
キ
ョ

ヤ

は

日
常
的
な
食
事
を
別
に
し
、
と
き
に
は
一
日
中
ま
っ
た
く
顔
を
合
わ
さ
な
い
こ

と
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
盆
の
一
三
日
に
は
オ
マ
エ
で
イ
ン
キ
ョ
ヤ
の
親
夫
婦
を

招
待
し
て
家
族
全
員
で
共
食
す
る
し
、
翌
日
の
一
四
日
に
は
逆
に
イ
ン
キ
ョ
ヤ
に
オ

マ

エ
の

子
供
夫
婦
を

招
待
し
て
共
食
が
行
な
わ
れ
る
。
さ
ら
に
田
植
え
、
稲
刈
り
な

ど
の
農
繁
期
に
は
、
イ
ン
キ
ョ
ヤ
の
親
夫
婦
の
農
作
業
を
オ
マ
エ
の
子
供
夫
婦
が
補

助
す
る
。
こ
れ
ら
も
家
族
と
し
て
の
統
合
を
は
か
る
機
能
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

　

下
高
場
の
隠
居
制
家
族
に
お
け
る
分
離
と
統
合
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
他
の
隠
居

制
家
族
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
隠
居
制
家
族
に
お
け
る
分
離
は
家
族
と
し
て
の

分
離
に
ま
で
い
た
ら
な
い
範
囲
内
で
の
分
離
で
あ
っ
て
、
家
族
レ
ベ
ル
で
分
離
す
れ

ば

隠
居
分
家
や
核
心
型
家
族
の
形
成
と
な
る
。
統
合
的
側
面
と
し
て
の
祖
先
祭
祀
、

共
食
、
労
働
援
助
、
隠
居
孫
な
ど
も
か
な
り
一
般
的
で
あ
る
。
隠
居
制
家
族
に
お
け

る
祖
先
祭
祀
の
あ
り
か
た
は
多
様
で
あ
る
が
、
大
別
し
て
母
屋
が
担
当
す
る
型
、
隠

居
屋
が
担
当
す
る
型
、
両
者
が
行
な
う
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
1
参
照
）
。

母
屋
が

担
当
す
る
の
は
、
盆
行
事
や
年
忌
な
ど
の
祖
先
祭
祀
行
事
を
家
族
の
中
心
で

あ
る
母
屋
で
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
り
、
隠
居
屋

が

担
当
す
る
の
は
、
家
族
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
は
年
配
者
で
あ
る
親
夫
婦
が
担
当
す

べ
き
も
の
と
い
う
考
え
か
た
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
母
屋
と
隠
居
屋
で
祖
先
祭
祀
を

分
割
す

る
の
は
伊
豆
利
島
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
親
の
位
牌
祭
祀
を
兄
弟
で
別
々
に
行

な
う
「
位
牌
わ
け
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
隠
居
孫
は
先
に
示
し
た
隠
居
制
家

族
の

三
類
型
の

い
ず
れ
の

村
落
で
も
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
隠
居
制
家
族
の
生
活
の
諸
側
面
を
検
討
す
る
な
ら
、
隠
居
制
家
族
は

分
離

と
統
合
の
間
に
成
立
し
て
い
る
家
族
形
態
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
言
葉
を
か
え

て

い

え
ば
、
隠
居
制
家
族
は
、
日
常
的
短
期
的
に
は
夫
婦
関
係
を
重
視
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5

よ
っ
て
分
離
し
、
長
期
的
に
は
親
子
関
係
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
て
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い

る
家
族
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
隠
居
制
家
族
は
こ
の
分
離
と
統
合
の
妥
協

的
な
家
族
構
造
で
あ
り
、
ど
ち
ら
に
傾
斜
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
類
型

が

設
定

し
う
る
の
で
あ
る
。
統
合
を
よ
り
強
調
す
れ
ぽ
、
父
性
型
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
家
族
と
し
て
の
一
体
性
が
よ
り
強
調
さ
れ
、
生
活
単
位
の
小
規
模
・
単
純
化
は

か
な

ら
ず
し
も
徹
底
せ
ず
、
と
き
に
は
父
子
二
世
代
夫
婦
の
同
居
も
あ
り
う
る
こ
と

に

な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
婿
入
婚
や
双
性
型
の
隠
居
制
家
族
は
徹
底
し
た
小
規

模
・
単
純
化
を
は
か
り
、
父
子
二
世
代
夫
婦
の
同
居
を
徹
底
し
て
拒
否
し
て
、
家
族

と
し
て
の
統
合
よ
り
も
内
部
の
生
活
単
位
の
独
立
性
が
強
調
さ
れ
る
。
分
離
と
統
合

を

視
点

と
す
れ
ぽ
、
父
性
型
は
「
統
合
型
」
の
隠
居
制
家
族
で
あ
り
、
婿
入
婚
型
や

双
性
型
は

「
分
離
型
」
の
隠
居
制
家
族
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

⇔
　
隠
居
制
家
族
と
村
落
社
会
構
造

　
最
後
に
考
察
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
は
、
隠
居
制
家
族
と
村
落
社
会
構
造
に
か

か
わ

る
諸
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
隠
居
制
家
族
が
村
落
社
会
構
造
と
ど
う
か
か
わ

っ

て

い

る
か
を
、
家
族
に
対
す
る
村
落
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
、
世
代
階
層
制
や
宮
座

組
織
な
ど
を
と
お
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
第
一
は
、
家
族
に
対
す
る
村
落
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
と
隠
居
制
家
族
の
村
落

社
会
に

お
け

る
位
置
づ
け
の
問
題
で
あ
る
。
隠
居
制
家
族
は
村
落
社
会
に
お
い
て
は
、

母
屋
と
隠
居
屋
を
あ
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
家
族
と
し
て
公
的
に
承
認
さ
れ
、
村
落
社
会

の

基
礎
的

な
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
村
落
社
会
が
家
族
と
し
て
承
認
す
る
基
準
は
地

域
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
事
例
と
し
て
掲
げ
た
村
落
の
な
か
で
は
、
茨
城

県
下
高
場
と
五
島
増
田
の
例
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。
父
性
型
の
隠
居
制
家
族
を
特

徴
と
す
る
下
高
場
に
お
い
て
社
会
的
承
認
を
得
た
家
族
は
、
ム
ラ
ヅ
キ
ァ
イ
を
す
る

家
族
で

あ
る
。
ム
ラ
ヅ
キ
ア
イ
と
は
村
落
に
お
い
て
完
全
な
成
員
権
を
も
つ
家
族
の

こ
と
で
あ
り
、
あ
ら
た
な
分
家
は
比
較
的
簡
単
に
ム
ラ
ヅ
キ
ア
イ
が
承
認
さ
れ
る
が
、

外
部
か

ら
下
高
場
に
転
入
し
て
き
た
家
族
に
つ
い
て
は
厳
し
い
制
限
が
設
定
さ
れ
て

い

る
。
共
有
財
産
を
か
な
り
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
制
限
を

生
み
だ

し
た
背
景
に
あ
る
。
ム
ラ
ヅ
キ
ア
イ
に
参
加
で
き
な
い
転
入
家
族
は
常
会
ヅ

キ

ア

イ
だ
け
を
許
さ
れ
る
形
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
双
性
型
の
隠
居
制
家
族
を
も

つ
増
田

の

家
族
へ
の
規
制
は
よ
り
柔
軟
で
あ
る
。
増
田
で
は
完
全
な
成
員
権
を
与
え

ら
れ
る
家
族
の
こ
と
を
ケ
ン
ヤ
と
よ
ん
で
い
る
が
、
ケ
ン
ヤ
に
つ
い
て
の
増
田
の
第

一
の

原
則

は
、
多
く
の
共
有
財
産
を
所
有
す
る
村
落
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

特
定
の

家
族
に
権
利
義
務
を

集
中
し
て
、
分
家
や
転
入
者
な
ど
を
こ
れ
か
ら
排
除
し

よ
う
と
す
る
傾
向
で
は
な
く
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
こ
れ
を
ケ
ン
ヤ
と
し
て
承
認
し
、

村
落
社
会
の
単
位
と
し
て
包
含
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
で
あ
る
。
第
二
の
原
則
は
、

一
度
ケ
ソ
ヤ
と
し
て
承
認
さ
れ
た
家
族
で
あ
っ
て
も
、
老
齢
や
貧
困
な
ど
の
家
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

事
情
に
よ
っ
て
権
利
義
務
を
免
除
す
る
例
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
権
利
義
務
を
免
除

さ
れ
る
方
法
の
ひ
と
つ
は
、
他
の
家
族
と
合
体
し
て
そ
の
隠
居
屋
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。
増
田
の
隠
居
制
家
族
の
大
き
な
特
徴
を
な
す
妻
方
の
親
夫
婦
と
の
母
屋
ー
隠
居

屋
関
係
の
設
定
は
こ
う
し
た
村
落
規
制
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
同
じ
双

性
型
の

隠
居
制
家
族
を
も
つ
ト
カ
ラ
列
島
片
泊
で
も
お
そ
ら
く
類
似
し
た
規
制
が
あ

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
家
族
に
対
す
る
村
落
規
制
に
お
け
る
下
高
場
と
増
田
の
差

異

は
、
父
性
型
と
双
性
型
の
隠
居
制
家
族
の
差
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

統
合
的
性
格
の
強
い
隠
居
制
家
族
を
も
つ
下
高
場
で
は
村
落
構
成
の
単
位
と
な
る
の
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は
、
境
界
が
明
確
で
あ
る
程
度
安
定
し
た
家
族
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
分
離
的
性

格
の
強
い
隠
居
制
家
族
を
も
つ
増
田
に
お
け
る
構
成
単
位
と
し
て
の
家
族
は
、
境
界

が

必
ず

し
も
明
確
で
は
な
く
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
家
族
の
合
体
も
可
能
と
な
る

よ
う
な
柔
軟
な
家
族
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
つ
ぎ
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
隠
居
制
家
族

を

構
成
す

る
複
数
の
生
活
単
位
が
、
そ
れ
自
体
独
立
し
た
村
落
構
成
の
単
位
と
な
ら

ず

に
、
家
族
内
部
の
生
活
単
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
要
因
は
何
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
こ
れ
は
隠
居
制
家
族
の
本
質
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
母
屋
と

隠
居
屋
が
別
個
の
家
族
と
し
て
村
落
社
会
か
ら
認
識
さ
れ
れ
ぽ
、
核
心
型
家
族
の
よ

う
に
家
族
レ
ベ
ル
に
お
い
て
小
規
模
で
単
純
な
家
族
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問

題
を

竹
内
利
美
と
土
田
英
雄
は
村
内
分
家
の
可
能
性
と
の
関
連
で
論
じ
て
い
る
。
竹

内
利
美
（
一
九
五
八
）
が
、
隠
居
制
家
族
は
村
内
分
家
が
不
可
能
に
な
っ
た
条
件
の

も
と
で
、
家
の
力
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
隠
居
制
の
本

質
が
あ
る
と
論
じ
た
こ
と
は
、
す
で
に
隠
居
概
念
の
検
討
の
な
か
で
み
た
通
り
で
あ

る
。
こ
の
竹
内
利
美
の
考
え
に
沿
い
な
が
ら
、
小
家
族
か
ら
「
家
」
へ
の
日
本
の
家

族
の

発
展
段
階
の
な
か
に
隠
居
制
を
位
置
づ
け
た
土
田
英
雄
（
一
九
七
六
）
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
隠
居
分
家
形
成
が
、
分
家
設
立
を
困
難
と
す
る
状
況

の

も
と
で
行
き
づ
ま
っ
た
と
き
、
さ
ら
に
小
家
族
分
立
の
原
則
を
維
持
し
よ
う
と
す

れ

ば
、
必
然
的
に
隠
居
複
世
帯
制
家
族
が
形
成
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
家
族
別
居
隠
居

が
行
わ
れ

る
」
（
土
田
英
雄
一
九
七
六
、
一
七
八
頁
）
。
土
田
は
分
家
設
立
の
可
能
性

を

重
視

し
な
が
ら
、
発
展
段
階
の
な
か
に
隠
居
制
を
位
置
づ
け
た
が
、
提
示
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

発
展
段
階
論
は

成
立

し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

村
内
分
家
の
可
能
性
と
の
関
連
に
お
い
て
、
隠
居
制
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ
う

し
た
見
解
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
注
目
し
た
い
の
は
、
本
稿
で
事
例
に
か
か
げ
た

村
落
を
は
じ
め
と
し
て
、
家
族
内
部
の
隠
居
制
が
行
な
わ
れ
て
い
る
村
落
の
多
く
で
、

隠
居
制
と
と
も
に
隠
居
分
家
や
一
般
の
分
家
も
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
事
情
も
あ
る
が
、
村
落
レ
ベ
ル
で
は
分
家
し
よ
う

と
す
れ
ば
分
家
が
可
能
な
状
況
に
お
い
て
も
、
家
族
内
部
の
隠
居
制
が
行
な
わ
れ
て

い

る
の
で
あ
る
。
分
家
が
不
可
能
な
の
で
は
な
く
て
、
分
家
す
る
か
隠
居
す
る
か
は
、

そ

れ
ぞ

れ
の

家
族
の

そ

の

と
き
ど
き
の
選
択
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
家
族
内
部
の
隠
居
と
隠
居
分
家
で
は
目
的
も
機
能
も
こ
と
な
る
家
族
制
度
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、
隠
居
制
の
本
質
は
分
家
制
限
を
含
む
村
内
分
家
の
可

能
性
と
い
う
外
在
的
な
要
因
と
の
関
係
で
は
解
明
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
む
し

ろ

夫
婦

関
係
を
中
心
と
し
て
生
活
単
位
を
構
成
し
、
結
婚
後
の
親
子
関
係
を
分
離
し

よ
う
と
す
る
家
族
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
第
二
は
隠
居
制
と
い
わ
ゆ
る
世
代
階
層
制
と
の
関
連
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
ひ
と

つ

は
、
家
族
内
部
の
隠
居
制
と
村
落
社
会
に
お
け
る
一
定
の
地
位
役
割
か
ら
の
引
退

と
の
関
連
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
関
連
さ
せ
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
見
解
が
、
生
前

相
続
を
隠
居
の
概
念
と
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
き
た
。
問
題
は
家
族
内

部
の
隠
居
時
期
と
村
落
社
会
か
ら
の
引
退
の
時
期
と
が
対
応
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
検
討
す
る
資
料
と
な
る
の
は
、
対
馬
の
ホ
ン
ニ
ン
制
度
と
ト
カ
ラ
列
島

の

ユ

ー
ブ
制
度
で
あ
る
。
対
馬
久
根
浜
や
ト
カ
ラ
片
泊
で
は
一
五
歳
で
成
人
す
る
と
、

ホ

ン

ニ

ン

も
し
く
は
ユ
ー
ブ
と
よ
ぼ
れ
て
、
村
の
一
人
前
の
大
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
公
的
な
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
ホ
ン
ニ
ン
制
度
と
ユ
ー
ブ
制
度
は
村
落
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社
会
が
個
人
を

規
定
す

る
制
度
で
あ
る
。
久
根
浜
で
は
あ
と
つ
ぎ
の
成
人
と
と
も
に

ホ

ン

ニ

ン

を

退
き
、
ま
た
片
泊
で
は
六
〇
歳
で
ユ
ー
ブ
で
は
な
く
な
る
。
引
退
の
契

機
は

こ
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
が
隠
居
制
と
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る
と
、

す
で
に
見
た

よ
う
に
隠
居
形
成
の
時
期
は
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
や
初
孫
の
誕
生
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の

家
族
の

個
別
的

な
事
情
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
村
落
社
会
が
決

定
す

る
地
位
と
役
割
か
ら
の
引
退
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
片
泊
よ
り
も
久
根
浜
の
ほ

う
が
両
老
の
時
期
は
近
い
が
、
久
根
浜
に
お
い
て
も
、
あ
と
つ
ぎ
の
成
人
と
と
も
に

行
な

わ
れ

る
ホ
ン
ニ
ン
か
ら
の
引
退
と
、
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
を
契
機
と
す
る
隠
居
形

成

と
は
対
応
し
な
い
。
さ
ら
に
嗣
子
別
居
や
対
馬
に
お
け
る
隠
居
者
の
母
屋
へ
の
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

帰

な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
両
者
は
ま
す
ま
す
関
連
が
薄
い
。

　

い

ま
ひ
と
つ
は
村
落
社
会
類
型
と
し
て
の
世
代
階
層
制
と
の
関
連
で
あ
る
。
世
代

階
層
制
の
概
念
お
よ
び
年
齢
階
梯
制
概
念
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
さ

ま
ざ
ま
な
見
解
が
存
在
す
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は

す
で
に

上
野
和
男
（
一
九
九
一
）
で
検
討
し
た
。
要
は
年
齢
階
梯
制
社
会
や
世
代

階
層
制
社
会
を
具
体
的
に
ど
の
地
域
の
社
会
を
指
示
す
る
概
念
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い

る
か
の
差
異
に
帰
結
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
問
題
は
概
念
の
差
異
を

越

え
て
、
多
く
の
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
世
代
階
層
制
と
隠
居
制
と
は
果

し
て
関
連
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
年
齢
階
梯
制
と
は
別
の
社
会
類
型
と
し
て

世
代
階
層
制
を
構
想
す
る
住
谷
一
彦
は
、
こ
の
両
者
の
関
連
に
つ
い
て
、
「
多
く
オ

ヤ

コ

と
よ
ば
れ
る
多
系
的
日
己
巳
暮
2
巴
親
族
組
織
を
随
伴
す
る
隠
居
制
家
族
の

『
世
代
』
原
理
が
社
会
の
階
層
構
造
を
基
礎
づ
け
て
い
る
。
…
…
『
家
族
』
の
構
造
が

『
隠
居
制
』
に
底
礎
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
父
子
婚
所
を
共
に
ぜ
ず
』
絶
え
ず
世
代
の

分
節
化
傾
向
を
生
起
さ
せ
、
か
く
て
『
同
族
』
階
層
制
へ
の
展
開
の
契
機
を
本
来
内
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包

し
て
い
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
（
住
谷
一
彦
一
九
六
三
、
三
六
九
頁
）
。
こ
の
記
　
1

述
か
ら
判
断
す
れ
ぽ
、
住
谷
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
ひ
と
つ
は
村
落
社
会
が
家
族

内
部
の
世
代
区
分
に
し
た
が
っ
た
世
代
階
層
に
よ
っ
て
階
層
化
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
隠
居
制
に
よ
っ
て
同
族
的
な
親
族
組
織
の
展
開
が
阻
止
さ
れ
て

い

る
点
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
住
谷
は
の
ち

　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

に
も
論
じ
て
い
な
い
。

　
住

谷
一
彦
が
最
初
に
論
じ
て
い
る
問
題
は
、
年
齢
階
梯
制
社
会
と
世
代
階
層
制
社

会
を

同
一
の
村
落
社
会
類
型
と
し
て
構
想
し
た
村
武
精
一
や
江
守
五
夫
が
い
ち
は
や

く
提
起
し
た
家
族
内
の
親
族
名
称
の
村
落
世
代
呼
称
へ
の
転
化
、
な
い
し
両
者
の
共

通
性
の

問
題
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
こ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
村
武
精
一
二

九
五

九
）
は
世
代
階
層
制
村
落
の
四
つ
の
特
徴
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
重
要
な
特
徴

と
し
て
こ
の
問
題
を
か
か
げ
て
い
る
。
村
武
精
一
ほ
か
（
一
九
五
九
）
に
よ
れ
ば
、

伊
豆
新
島
若
郷
に
は
男
の
場
合
五
つ
の
世
代
階
層
が
あ
り
、
こ
の
世
代
階
層
は
基
本

的
に
家
族
内
の
世
代
階
層
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
イ
ン
ヂ
イ
」
「
ト
オ
」

「
ア

ニ

イ
」
「
ア
ン
キ
」
「
ニ
ュ
ウ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。
本
稿
に
直
接
か
か

わ

る
隠
居
世
代
に
つ
い
て
村
武
精
一
は
「
隠
居
家
に
移
り
、
隠
居
世
帯
を
構
成
し
た

場
合
に

イ
ソ
ヂ
イ
と
な
る
」
と
説
明
し
て
い
る
（
村
武
精
一
ほ
か
一
九
五
九
、
五
八

頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
若
郷
で
の
隠
居
形
成
が
四
〇
歳
台
か
ら
六
〇
歳
台
ま
で
相
当

の

幅
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、
隠
居
形
成
と
世
代
区
分
が
直
接
的
に
関
連
す

る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
し
て
村
武
精
一
が
世
代
階
層
制
村
落
に
含
め
て
考
え
て
い

る
南
部
伊
豆
諸
島
で
は
隠
居
形
成
の
時
期
は
、
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
を
契
機
と
す
る
か
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ら
、
北
部
よ
り
さ
ら
に
早
く
隠
居
す
る
こ
と
に
な
り
、
隠
居
者
を
村
落
の
隠
居
世
代

階
層
と
関
連
さ
せ
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
家

族
内
部
の
世
代
区
分
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
に
規
定
さ
れ
る
も

の

で

あ
っ
て
、
こ
れ
は
直
接
的
に
は
村
落
に
お
け
る
世
代
階
層
区
分
に
は
連
結
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
隠
居
制
と
世
代
階
層
制
の
関
連
に
つ
い
て
の
い
っ
そ
う
の
検
討
の

た
め

に

は
、
家
族
内
の
親
族
名
称
の
世
代
呼
称
へ
の
転
化
ば
か
り
で
な
く
、
人
々
の

行

動
に
対
す
る
世
代
階
層
の
規
定
性
が
さ
ら
に
問
題
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
江
守

五
夫

（
一
九

五

七
）
は
隠
居
制
を
世
代
階
層
制
の
可
視
的
表
現
と
し
て
と
ら
え
、
ま

た

「
年
齢
階
梯
制
の
本
質
的
要
請
に
則
る
も
の
」
と
理
解
し
て
い
る
が
、
隠
居
制
は

年
齢
階
梯
制
社
会
な
い
し
世
代
階
層
制
社
会
に
特
有
の
家
族
制
度
で
は
な
い
か
ら
、

た

と
え
異
世
代
の
夫
婦
が
別
居
し
て
い
て
も
、
そ
の
社
会
の
構
造
原
理
が
必
ず
し
も

世
代
階
層
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
本
稿
で
示
し

た
八
村
落
の
事
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
隠
居
制
と
世
代
階
層

制
と
の
関
連
を
住
谷
一
彦
、
村
武
精
一
、
江
守
五
夫
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
隠
居
制
と
村
落
社
会
構
造
と
の
直
接
的

構
造
的
な

関
連
は
設
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
宮
座
組
織
と
隠
居
制
と
の
関
連
で
あ
る
。
こ
の
問
題
も
ま
た
隠
居
制
と
村

落
社
会
構
造
の
関
連
に
か
か
わ
る
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
宮
座
は
神
社
祭
祀
の
当

番
を

交
代
で
つ
と
め
る
当
屋
制
を
基
盤
と
す
る
神
社
祭
祀
組
織
で
あ
る
。
高
橋
統
一

（
一
九

八
一
）
は
宮
座
を
祭
祀
長
老
制
と
規
定
し
た
う
え
で
、
隠
居
制
と
宮
座
の
関

連
を

問
題

と
し
、
「
イ
エ
と
し
て
の
隠
居
の
あ
り
方
と
宮
座
へ
の
イ
エ
の
代
表
権
の

あ
り
方
」
と
の
か
か
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
生

前
相
続

と
し
て
の
隠
居
で
あ
る
が
、
高
橋
自
身
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
当
屋
は
長

老
が

つ
と
め
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
家
並
順
や
伝
統
的
な
順
序
や
先
代
の
死
亡
か

ら
一
定
期
間
後
な
ど
、
必
ず
し
も
年
齢
や
世
代
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
生
前

相
続

と
し
て
の
隠
居
と
も
宮
座
は
直
接
関
連
し
な
い
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
本
稿
で
問

題

と
し
た
家
族
内
部
に
お
け
る
複
数
の
生
活
単
位
の
形
成
と
宮
座
組
織
と
は
ま
っ
た

く
関
係
が
な
い
。

　
隠
居
制
と
村
落
社
会
構
造
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
、
隠
居
制
は
村
落
社
会
に
規
定

さ
れ
た
家
族
内
部
で
行
な
わ
れ
る
点
に
お
い
て
は
、
村
落
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
制

を
受
け
る
が
、
隠
居
制
は
第
一
義
的
に
は
家
族
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族

の

そ

の

と
き
ど
き
の
事
情
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
他
の
村

落
組
織
と
の
関
係
は
二
次
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
隠
居
制
は
ホ
ン
ニ
ン
制
度
、
ユ
ー

ブ

制
度
、
世
代
階
層
制
、
宮
座
組
織
な
ど
の
村
落
社
会
組
織
と
は
直
接
的
な
構
造
的

関
係
を
も
た
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
こ
れ
ら
の
関
係
を
と
り
あ
げ

て

き
た
議
論
に
は
大
い
に
問
題
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て
竹
内

利
美
は
「
と
も
か
く
、
隠
居
行
為
を
『
家
』
の
代
表
権
の
譲
渡
と
い
う
一
点
に
し
ぼ

っ

て

と
ら
え
ず
、
隠
居
人
の
居
住
条
件
を
主
体
に
そ
の
類
別
基
準
を
さ
だ
め
る
の
が
、

か

え
っ
て
混
乱
を
も
た
ら
す
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
た
が
（
竹

内
利
美
一
九
六
九
、
五
八
頁
）
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
隠
居
を
生
前
相
続
と
規
定
す
る
視
点
こ
そ
隠
居
制
研
究
に
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱

を

も
た
ら
し
、
隠
居
制
の
本
質
と
隠
居
制
家
族
の
構
造
の
解
明
を
お
く
ら
せ
て
き
た

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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本
稿
は

日
本
各
地
の
隠
居
制
家
族
の
比
較
分
析
を
通
じ
て
、
日
本
に
お
け
る
隠
居

制
家
族
の

諸
類
型
を

設
定
し
、
そ
の
地
域
的
変
差
を
通
じ
て
隠
居
制
家
族
の
構
造
を

明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
日
本
の
家
族
類
型
に
お
け
る
隠
居
制
家
族
の
位
置
と
村
落
社

会
構
造

と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
本
稿
の
冒
頭
で

提
起

し
た
課
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
要
約
し
て
結
び
に
か
え
た
い
と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
隠
居
制
家
族
の
研
究
に
は
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ

は
隠
居
制
家
族
を
日
本
の
家
族
類
型
の
ひ
と
つ
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
他
の
家
族
と

は
異
質
的
な
類
型
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
隠
居

制
家
族
は
代
表
者
の
若
返
り
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
の
構
造
を
よ
り
強
化

し
よ
う
と
す
る
家
族
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
繁
栄
と
永
続
を
め
ざ
す
日
本
の
一
般
的
な

家
族
構
造
を
明
確
に
表
現
し
た
ひ
と
つ
の
形
態
と
し
て
同
質
的
に
理
解
し
よ
う
と
す

る
研
究
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
研
究
の
流
れ
は
隠
居
の
概
念
規
定
を
め
ぐ
っ
て
も

大
き
な
差
異
が
あ
り
、
前
者
は
家
族
内
部
に
お
け
る
複
数
の
生
活
単
位
の
形
成
を
中

心
に
概
念
規
定
す

る
一
方
、
後
者
は
生
前
相
続
と
し
て
こ
れ
を
規
定
し
た
。
両
者
の

概
念
を

比
較
検
討

し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
両
者
の
規
定
は
い
ず
れ
も
不
充
分
で
あ

り
、
本
稿
で
は
基
本
的
に
前
者
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
隠
居
制
を
あ
ら
た
に
つ
ぎ
の

よ
う
に
規
定
し
た
。
「
隠
居
制
と
は
地
域
社
会
に
規
制
さ
れ
た
家
族
内
部
に
お
い
て
、

居
住
分
離
を

基
本

と
し
な
が
ら
、
あ
る
程
度
独
立
し
た
複
数
の
生
活
単
位
を
形
成
す

る
家
族
制
度
で
あ
る
」
。

　
こ
の
よ
う
な
概
念
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
日
本
各
地
の
八
つ
の
隠
居
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0

家
族
を

比
較
考
察
し
て
、
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
か
ら
隠
居
形
成
ま
で
の
期
間
、
生
活
単
　
1

位
の
成
員
構
成
、
隠
居
者
と
母
屋
構
成
員
と
の
関
係
お
よ
び
婚
姻
居
住
形
態
の
三
つ

を
指
標
と
し
て
、
日
本
の
隠
居
制
家
族
の
類
型
化
を
試
み
、
「
父
性
型
」
「
婿
入
婚

型
」
「
双
性
型
」
の
三
類
型
を
設
定
し
た
。
父
性
型
は
嫁
入
婚
を
基
礎
と
し
な
が
ら

親
夫
婦

と
息
子
夫
婦
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
家
族
内
に
別
個
の
生
活
単
位
を
形
成
す
る

隠
居
制
家
族
で
あ
る
。
こ
の
型
は
隠
居
時
期
が
遅
く
、
し
た
が
っ
て
親
夫
婦
と
息
子

夫
婦

は
一
定
期
間
同
居
す
る
か
ら
家
風
の
伝
達
も
あ
る
程
度
は
可
能
と
な
る
隠
居
制

家
族
で

あ
る
。
婿
入
婚
型
は
妻
訪
い
を
と
も
な
う
婿
入
婚
を
基
礎
と
す
る
隠
居
制
家

族
で

あ
り
、
結
婚
当
初
は
妻
方
の
家
族
に
婚
舎
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
の
親
夫

婦
と
の
同
居
を
拒
否
し
、
夫
の
両
親
の
隠
居
を
待
っ
て
嫁
は
婚
家
に
引
き
移
っ
て
生

活
す
る
型
で
あ
る
。
こ
の
型
は
父
ー
息
子
二
世
代
夫
婦
不
同
居
の
原
則
が
貫
徹
さ
れ

て

い

る
点
に
お
い
て
隠
居
制
家
族
の
特
質
を
最
も
よ
く
示
す
類
型
で
あ
る
。
ま
た
双

性
型
は
子
供
か

ら
み
れ
ぽ
、
父
方
の
親
夫
婦
の
み
な
ら
ず
、
母
方
の
親
夫
婦
と
の
間

に

も
隠
居
制
家
族
を
形
成
す
る
型
で
あ
っ
て
、
こ
の
型
も
隠
居
時
期
が
早
く
、
生
活

単
位
を
夫
婦
中
心
に
構
成
す
る
原
理
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
隠
居
制
家
族

の

類
型
か

ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
一
義
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
隠
居
制
家
族

も
き
わ
め
て
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
隠
居
制
家
族
は
今
後
多

様

な
構
造
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た

家
族
内
部
の
人
間
関
係
に
注
目
す
れ
ぽ
、
隠
居
制
家
族
は
一
般
に
夫
婦
関
係
を
重
視

な
い
し
尊
重
す
る
婚
姻
家
族
（
8
已
已
σ
q
巴
ひ
巨
百
）
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
父
性

型
は
父
性
婚
姻
家
族
（
y
芹
ま
g
邑
8
目
ご
σ
q
巴
｛
恥
目
ζ
）
で
あ
り
、
ま
た
双
性
型
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は
双
性
婚
姻
家
族

（げ庁
吟
o
旨
一
〇
〇
且
ロ
σ
q
巴
厨
日
一
ξ
）
で
あ
る
と
規
定
で
き
る
。
双

性
型
隠
居
制
家
族
は
、
日
本
に
も
双
性
婚
姻
家
族
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
こ
の
結
論
は
祖
名
継
承
法
や
位
牌
祭
祀
の
検
討
を
と
お
し
て
提
示
し
た
筆
者
の

日
本
の
家
族
類
型
論
と
同
じ
で
あ
る
。

　

日
本
の
隠
居
制
家
族
は
そ
の
類
型
に
よ
っ
て
分
布
す
る
地
域
も
異
な
る
。
父
性
型

は

も
っ
と
も
広
い
分
布
を
も
つ
隠
居
制
家
族
で
あ
る
が
、
と
く
に
福
島
県
や
茨
城
県

な
ど
の
東
北
日
本
に
典
型
的
な
隠
居
類
型
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
婿
入
婚
型
は
伊

豆
諸
島
、
志
摩
、
瀬
戸
内
海
地
域
な
ど
に
分
布
し
、
ま
た
双
性
型
は
こ
れ
ま
で
の
と

こ

ろ

五
島
列
島
や
ト
カ
ラ
列
島
な
ど
九
州
西
南
部
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
地

理
的
分
布
に
即
し
て
い
え
ぽ
、
父
性
型
は
「
東
北
日
本
型
」
の
隠
居
制
家
族
で
あ
り
、

婿
入
婚
型
や
双
性
型
は
「
西
南
日
本
型
」
の
隠
居
制
家
族
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
三
つ
の

類
型
を

も
つ
隠
居
制
家
族
を
日
本
の
家
族
類
型
全
体
の
な
か
に
位
置
づ
け

て

み

る
と
、
隠
居
制
家
族
は
核
心
型
家
族
と
と
も
に
、
夫
婦
関
係
を
重
視
す
る
「
夫

婦

中
心
型
家
族
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
夫
婦
中
心

型
家
族

と
対
照
的
な
類
型
が
親
子
関
係
を
重
視
す
る
「
親
子
中
心
型
家
族
」
で
あ
り
、

こ
れ
は
さ
ら
に
「
拡
大
型
」
と
「
直
系
型
」
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た

日
本
の
家
族
類
型
の
な
か
で
、
隠
居
制
家
族
は
直
系
型
家
族
と
核
心
型
家
族
の
中
間

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
隠
居
制
家
族
は
、
家
族
内
部
の
生
活
単
位
の
形
成
が
な
け
れ

ば

直
系
型
家
族
と
な
り
、
ま
た
家
族
の
枠
を
越
え
て
夫
婦
単
位
の
分
離
が
行
な
わ
れ

れ
ば

核
心
型
家
族
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
隠
居
制
家
族
の
構
造
を
家
族
構
成
か
ら
み
れ
ば
、
必
ず
し
も
小
規
模
で

単
純

な
家
族
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
同
一
村
落
内
で
比
較
し
て
も
、
隠
居
制
家
族

は

そ
の
他
の
家
族
よ
り
も
規
模
も
大
き
く
複
雑
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て

隠
居
制
が
家
族
を
小
規
模
化
・
単
純
化
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
理
解
は
事
実
に

反
す

る
。
む
し
ろ
隠
居
制
は
相
対
的
に
規
模
が
大
き
く
複
雑
な
家
族
を
内
部
的
に
小

規
模
化
・
単
純
化
す
る
家
族
制
度
で
あ
る
。
ま
た
隠
居
制
家
族
は
夫
婦
関
係
を
中
心

と
す
る
日
常
生
活
上
の
分
離
と
、
親
子
関
係
を
軸
と
し
隔
世
代
関
係
な
ど
に
よ
っ
て

補
強
さ
れ
る
家
族
と
し
て
の
統
合
と
の
妥
協
的
な
家
族
構
造
で
あ
り
、
程
度
の
差
を

内
包
し
つ
つ
も
分
離
と
統
合
の
ふ
た
つ
の
側
面
を
も
つ
家
族
構
造
で
あ
る
。
そ
の
な

か

で
、
父
性
型
は
統
合
的
要
素
が
よ
り
強
調
さ
れ
た
隠
居
制
家
族
で
あ
り
、
婿
入
婚

型
や
双
性
型
は
分
離
的
要
素
が
よ
り
強
調
さ
れ
た
隠
居
制
家
族
で
あ
る
。
最
後
に
隠

居
制
家
族

と
村
落
社
会
構
造
と
の
関
連
に
触
れ
れ
ぽ
、
隠
居
制
は
あ
く
ま
で
も
家
族

内
部
に
お
け
る
制
度
で
あ
り
、
村
落
社
会
に
規
制
さ
れ
た
家
族
を
基
盤
と
す
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
、
村
落
社
会
構
造
と
関
連
を
も
つ
が
、
世
代
階
層
制
や
宮
座
組
織

な
ど
の
村
落
社
会
組
織
と
は
構
造
的
に
直
接
の
関
係
は
な
い
。
と
く
に
こ
れ
ま
で
の

世
代
階
層
制
社
会
の
議
論
で
は
、
家
族
内
部
の
世
代
区
分
が
村
落
の
世
代
階
層
を
規

定

し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
両
者
の
構
造
的
関
連
を
設
定
す
る
に
は
無
理

が

あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
は
再
考
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿

は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
の
視
点
に
よ
っ
て
異
な
る
理
解
が
提
示
さ

れ
て

き
た
隠
居
制
家
族
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
統
合
し
、
主

と
し
て
そ
の
内
部
構
造
の
検
討
を
通
じ
て
新
た
な
日
本
の
隠
居
制
家
族
論
を
提
示
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
隠
居
制
家
族
の
三
類
型
論
は
本
稿
の
中
心
で

あ
る
。
日
本
の
隠
居
制
家
族
は
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
た
以
上
に
多
様
で
あ
り
、
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
求
め
て
さ
ら
に
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
家
族
内
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部
の
隠
居
制
に
焦
点
を
あ
て
た
の
で
、
隠
居
制
に
関
連
す
る
分
家
形
態
で
あ
る
隠
居

分
家

に

つ
い
て

の

検
討
は
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

註（
1
）
　
本
稿
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
一
九
八
五
年
度
か
ら
一
九
九
〇
年
度
ま
で
実
施
し

　
　
た
特
定
研
究

「
日
本
歴
史
に
お
け
る
地
域
性
の
総
合
的
研
究
」
の
う
ち
、
「
民
俗
の
地

　
　
域
差

と
地
域
性
」
研
究
班
が
一
九
八
六
年
二
月
三
日
に
開
催
し
た
研
究
会
に
お
い
て
、

　
　

「
日
本
民
俗
の
地
域
性
摘
出
の
た
め
の
社
会
組
織
の
調
査
基
準
－
家
族
・
婚
姻
・
親

　
　
族
を

中
心
に
ー
」
と
題
し
て
行
な
っ
た
報
告
の
一
部
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。
同

　
　

じ
研
究
班
の
一
九
八
七
年
五
月
二
九
日
の
研
究
会
で
別
に
報
告
し
た
「
地
域
性
定
点
調

　
　
査
の

意
義
」
の
内
容
は
、
す
で
に
「
日
本
の
地
域
性
研
究
に
お
け
る
類
型
論
と
領
域
論
」

　
　
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
五
集
、
一
九
九
一
年
）
と
題
し
て
発
表
し

　
　
た

の

で
、
地
域
性
研
究
の
学
史
的
考
察
や
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
こ
の
論
文
を
参
照
さ

　
　
れ
た

い
。
ま
た
本
稿
の
内
容
の
原
初
的
な
構
想
は
、
遠
く
一
九
七
三
年
四
月
二
四
日
に

　
　
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
社
会
学
研
究
室
の
研
究
会
で
、
「
隠
居
分
家
と
家
族
の
構
造
」

　
　

と
題
し
て
報
告
し
た
。
そ
の
研
究
会
で
貴
重
な
指
導
を
い
た
だ
い
た
蒲
生
正
男
、
村
武

　
　
精
一
両
氏
に
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
う
。

（
2
）
　
の
ち
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
「
隠
居
」
「
隠
居
制
」
「
隠
居
制
家
族
」
は
本
稿
に
お
い

　
　
て

し
ば
し
ば
用
い
る
概
念
で
あ
る
が
、
「
隠
居
」
は
家
族
内
部
に
お
け
る
あ
ら
た
な
生

　
　
活
単
位
形
成
の

行
為
を
意
味
し
、
「
隠
居
制
」
は
そ
う
し
た
隠
居
行
為
が
制
度
と
し
て

　
　
広

く
そ
の
村
落
で
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
、
す
な
わ
ち
ひ
と
つ
の
家
族
が
複
数
の
生
活

　
　
単
位
で
構
成

さ
れ
る
場
合
、
そ
の
制
度
を
示
す
概
念
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
「
隠
居
制

　
　
家

族
」
は
隠
居
制
を
制
度
と
し
て
採
用
し
て
い
る
家
族
を
意
味
す
る
概
念
と
し
て
用
い

　
　

る
。
ま
た
本
稿
で
は
隠
居
制
家
族
と
同
じ
意
味
で
「
隠
居
型
家
族
」
の
概
念
も
用
い
る
。

（
3
）
　
日
本
に
お
け
る
家
族
論
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
上
野
和
男
（
一
九
八
四
）
参
照
。

　
　

日
本
の
家
族
論
に
は
、
大
家
族
を
基
本
形
態
と
し
て
前
提
と
す
る
柳
田
国
男
に
代
表
さ

　
　
れ

る
「
大
家
族
論
」
と
、
人
類
に
普
遍
的
と
さ
れ
た
小
家
族
（
核
家
族
）
を
基
本
形
態

　
　

と
す
る
戸
田
貞
三
、
小
山
隆
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
「
小
家
族
論
」
、
お
よ
び
三
世
代
直

　
　

系
家
族
を
基
本
形
態
と
考
え
る
大
間
知
篤
三
、
鈴
木
栄
太
郎
に
代
表
さ
れ
る
「
直
系
家

　
　

族
論
」
に
区
分
さ
れ
る
。

（
4
）
「
隠
居
者
」
と
は
隠
居
が
行
な
わ
れ
る
時
に
、
隠
居
屋
で
生
活
す
る
家
族
員
の
す
べ

　
　
て
を
意
味
す
る
。
親
別
居
の
場
合
に
は
親
夫
婦
と
子
供
た
ち
が
主
た
る
隠
居
者
で
あ
り
、

　
　
嗣
子
別

居
の
場
合
に
は
子
供
夫
婦
が
主
た
る
隠
居
者
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湿

（
5
）
　
蒲
生
正
男
（
一
九
六
六
）
の
提
示
し
た
「
拡
大
型
」
「
直
系
型
」
「
核
心
型
」
の
三
類

　
　
型
の
う
ち
、
「
直
系
型
」
は
「
長
男
相
続
と
親
夫
婦
と
子
供
夫
婦
の
同
居
」
に
も
と
つ

　
　
く
家
族
で
あ
り
、
「
拡
大
型
」
は
「
親
夫
婦
と
子
供
夫
婦
の
同
居
と
い
う
こ
と
以
外
に

　
　
何
ら
か
の
方
法
で
家
族
規
模
の
拡
大
が
内
面
的
に
意
図
さ
れ
て
き
た
も
の
」
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
に
対
し
て
「
核
心
型
」
は
末
子
相
続
も
し
く
は
隠
居
制
に
よ
っ
て
、
家
族
規
模
の

　
　
縮
小
が
結
果
と
し
て
導
き
出
さ
れ
て
い
る
も
の
」
で
あ
る
。
蒲
生
正
男
の
こ
の
類
型
は

　
　
家
族
制
度
を
視
点
と
し
た
家
族
類
型
で
あ
り
、
家
族
構
成
に
よ
る
類
型
と
は
必
ず
し
も

　
　
対
応

し
な
い
。
こ
の
蒲
生
正
男
の
家
族
類
型
論
に
触
発
さ
れ
て
、
上
野
和
男
（
一
九
八

　
　
五
）
に
お
い
て
蒲
生
と
は
や
や
異
な
る
視
点
か
ら
、
「
拡
大
型
」
「
直
系
型
」
「
隠
居
型
」

　
　

「
核
心
型
」
の
四
類
型
論
の
概
要
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
四
類
型
の
な

　
　
か
に
お

け
る
「
隠
居
型
家
族
」
の
特
質
と
そ
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

（
6
）
　
蒲
生
正
男
は
隠
居
制
家
族
に
つ
い
て
こ
う
の
べ
て
い
る
。
「
日
本
の
伝
統
的
な
く
直

　
　
系
家
族
∨
は
已
ロ
｛
訂
け
2
巴
鼠
日
巳
ぺ
で
あ
り
、
〈
隠
居
制
家
族
〉
は
6
8
㌣
西
巴
ロ
巳
－

　
　
言

9
『
巴
ひ
旦
口
で
あ
っ
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
家
族
の
基
本
構
造
を
ζ
巳
訂
9
「
巴
な

　
　
も
の
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
蒲
生
正
男
　
一
九
七
五
、
三
頁
）
。

（
7
）
　
大
間
知
篤
三
が
家
族
内
部
の
問
題
と
し
て
の
隠
居
制
に
注
目
し
た
こ
と
は
、
日
本
の

　
　
家
族
研
究
史
の
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
当
時
の
農
村
社
会
学

　
　
が
、
家
族
と
家
族
の
関
係
で
あ
る
本
分
家
関
係
の
形
成
の
契
機
と
な
る
「
分
家
」
に
注

　
　

目
し
て
い
た
事
実
と
対
照
を
な
し
て
い
る
点
に
お
い
て
も
興
味
深
い
。

（
8
）
　
し
か
し
な
が
ら
大
間
知
篤
三
の
隠
居
概
念
に
も
若
干
の
ゆ
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ

　
　
は
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
〇
）
が
「
隠
居
」
を
「
公
生
活
か
ら
の
退
隠
」
と
規
定
し
、

　
　

別
財
・
別
居
・
別
竈
を
原
則
と
し
て
い
る
場
合
こ
れ
を
「
積
極
的
隠
居
制
」
と
よ
び
、

　
　

同
財
・
同
居
・
同
竈
を
原
則
と
し
て
い
る
場
合
を
「
消
極
的
隠
居
制
」
と
よ
ん
で
い
る

　
　

こ
と
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
間
知
は
積
極
的
隠
居
制
を
「
隠
居
家
族

　
　

制
」
と
も
い
い
か
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
家
族
内
部
に
「
複
世
帯
」
が
形
成
さ
れ
な
い

　
　

場
合
に
も
、
大
間
知
は
「
隠
居
制
」
と
い
う
概
念
を
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

　
　

な
が
ら
大
間
知
が
「
複
世
帯
」
の
形
成
を
重
視
し
て
隠
居
制
に
注
目
し
て
い
た
点
で
は

　
　
一
貫
し
て
い
た
。

（
9
）
　
村
武
精
一
ほ
か
（
一
九
五
九
）
は
「
家
族
」
と
「
世
帯
」
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に

　
　

説
明
し
て
い
る
。
「
世
帯
」
と
は
同
じ
家
族
関
係
に
あ
る
も
の
の
う
ち
、
日
常
の
共
同
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居
住
を
営
む
最
小
単
位
で
あ
り
、
ま
た
、
「
家
族
」
は
外
部
体
制
に
か
か
わ
る
∀
o
∵

　
　
三
8
・
甘
『
巴
．
－
吉
需
日
の
一
単
位
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
家
族
内
部
に
二
つ
以
上
の

　
　
世
帯
を
含
む
場
合

も
あ
れ
ば
、
家
族
‖
世
帯
と
い
う
重
層
的
構
成
を
現
出
す
る
こ
と
も

　
　

多
い
。
こ
の
規
定
の
問
題
点
は
、
ま
ず
世
帯
が
親
族
以
外
を
ふ
く
む
概
念
と
し
て
考
え

　
　

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
世
帯
が
「
共
同
居
住
を
営
む
最
小
単
位
」
で
あ
る

　
　
と
す
れ
ば
、
こ
の
報
告
で
「
別
棟
」
の
「
非
独
立
型
」
の
隠
居
制
家
族
も
、
当
然
「
世

　
　
帯
」
統
計
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
「
世
帯
」
と
し
て
扱
わ
れ
て

　
　
い

な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
概
念
規
定
に
し
た
が
え
ば
隠
居
制
家
族
に
お
い
て
、
家
族
と

　
　
世
帯
の

関
係
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
世
帯
統
計
は
示
さ
れ
て
も
家
族
単

　
　
位
の
統
計
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
1
0
）
　
竹
内
利
美
の
隠
居
研
究
は
家
族
内
部
の
隠
居
が
中
心
で
あ
り
、
隠
居
分
家
に
つ
い
て

　
　
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
1
1
）
　
大
間
知
篤
三
は
柳
田
国
男
の
家
族
論
を
批
判
し
な
が
ら
隠
居
制
家
族
を
中
心
と
す
る

　
　
日
本
の
家
族
研
究
を
す
す
め
て
き
た
（
上
野
和
男
　
一
九
七
九
）
。
大
間
知
篤
三
に
と
っ

　
　
て

「
隠
居
」
へ
の
注
目
は
柳
田
批
判
の
有
力
な
武
器
で
あ
っ
た
。
竹
田
旦
は
大
間
知
篤

　
　
三
が

柳

田
批
判
の
武
器
と
し
た
隠
居
を
、
柳
田
の
家
族
論
に
即
し
て
考
察
し
、
も
っ
て

　
　
大
間
知
篤
三
の
隠
居
制
家
族
論
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
1
2
）
　
竹
田
旦
（
一
九
六
四
）
の
隠
居
変
遷
論
は
、
婚
舎
と
し
て
の
家
屋
の
視
点
か
ら
提
示

　
　
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
隠
居
は
大
家
族
制
よ
り
古
い
態
様
と
し
な
が
ら
、
一
方
で
は

　
　
大
家
族
制
の
崩
壊
に
よ
る
も
の
と
述
べ
る
な
ど
き
わ
め
て
混
乱
し
て
お
り
、
こ
の
変
遷

　
　
論
に
は
無
理
が
あ
る
。
こ
れ
は
柳
田
国
男
の
民
俗
変
遷
論
を
社
会
組
織
に
適
応
す
る
限

　
　
界
で
も
あ
る
。

（
1
3
）
　
武
井
正
臣
（
一
九
六
八
）
は
「
『
家
』
的
家
族
」
と
「
非
『
家
』
的
家
族
」
の
特
徴

　
　
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
「
『
家
』
的
家
族
に
お
い
て
は
、
世
代
を
こ
え
て
家

　
　
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
家
産
（
資
本
）
の
分
散
を
嫌
い
、
家
族
（
労
働
力
）
の
分

　
　
離
独
立
を

最
小
限
度
に
お
さ
え
よ
う
と
す
る
傾
向
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
家
産
と
家
族

　
　
を
統
括
し
う
る
た
め
に
家
長
権
は
必
然
的
に
強
大
と
な
る
。
…
…
死
後
ま
た
は
生
前
の

　
　
一
括
一
子
相
続
が
原
則
的
形
態
で
、
世
代
の
ち
が
う
夫
婦
が
同
居
し
て
大
家
族
形
態
を

　
　
と
る
」
。
「
非
『
家
』
的
家
族
に
お
い
て
は
こ
れ
に
反
し
、
家
族
は
共
同
体
的
結
合
が
弱

　
　
く
、
一
世
代
の
夫
婦
と
未
成
熟
の
子
よ
り
成
る
単
位
家
族
（
小
家
族
）
に
た
え
ず
分
裂

　
　
す
る
傾
向
を
示
す
。
…
…
家
産
を
分
割
す
る
こ
と
と
二
世
代
お
よ
び
同
世
代
の
夫
婦
は

　
　
原
則
と
し
て
分
離
独
立
し
て
同
一
世
帯
に
と
ど
ま
ら
な
い
」
（
武
井
正
臣
　
一
九
六
八
、

　
　
三
六
頁
）
。

（
1
4
）
　
中
根
千
枝
（
一
九
六
四
）
は
隠
居
分
家
に
つ
い
て
「
普
通
の
い
わ
ゆ
る
分
家
設
立
の

　
　
一
変
形
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
普
通
の
家
制
度
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い

　
　

る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
隠
居
分
家
と
は
親
が
子
供
を
連
れ
て
分
家
す
る

　
　
形
態
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
親
の
死
後
の
祖
先
祭
祀
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
な
う
か
が

　
　

こ
の
問
題
の
焦
点
で
あ
る
。
隠
居
分
家
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
る
が
、
親
が
本
家

　
　
に
戻
っ
て
本
家
の
先
祖
の
一
員
と
し
て
祀
ら
れ
る
な
ら
、
本
家
の
祖
先
祭
祀
に
お
け
る

　
　
一
系
的
連
続
が
確
保
さ
れ
、
こ
の
点
で
普
通
の
分
家
の
場
合
と
変
わ
り
な
い
。
た
と
え

　
　
ば

茨
城
県
勝
田
市
下
高
場
の
隠
居
分
家
は
こ
の
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
隠
居
分

　
　
家

し
た
親
が
本
家
に
戻
ら
ず
に
分
家
の
初
代
と
し
て
祀
ら
れ
る
な
ら
、
本
家
の
先
祖
群

　
　
の

な
か
か
ら
隠
居
分
家
し
た
世
代
の
夫
婦
が
除
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
家
の
祖
先
祭

　
　
祀
に
お
け
る
一
系
的
連
続
は
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
普
通
の

　
　
分
家
の

場
合

と
は
全
く
様
相
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
隠
居
分
家
と
家
族
の
構
造
と
の

　
　
関
連
に
つ
い
て
は
す
で
に
上
野
和
男
（
一
九
八
五
）
で
考
察
し
た
。

（
1
5
）
　
竹
田
旦
（
一
九
六
四
）
は
「
家
族
別
居
隠
居
」
と
「
隠
居
分
家
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

　
　
説
明
し
て
い
る
。
「
隠
居
者
が
隠
居
所
へ
引
き
移
る
際
、
本
家
相
続
人
の
兄
姉
・
弟
妹

　
　
な
ど
未
婚
の
子
女
を
す
べ
て
伴
う
こ
と
に
お
い
て
は
、
隠
居
分
家
も
家
族
別
居
隠
居
と

　
　
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
家
族
別
居
隠
居
で
は
、
二
、
三
男
の
分
家
（
そ
の
ほ
か
養
子

　
　
や
出
稼
ぎ
な
ど
を
含
め
て
）
を
こ
の
隠
居
屋
で
準
備
し
て
適
当
な
場
所
に
創
立
し
て
出

　
　
す
の
に
対
し
て
、
隠
居
分
家
で
は
隠
居
所
そ
の
も
の
を
二
、
三
男
の
分
家
の
た
め
に
宛

　
　
て
る
の
で
あ
る
。
…
…
前
者
の
隠
居
所
は
本
家
世
帯
か
ら
離
れ
て
、
別
個
の
寝
食
を
取

　
　
る
た
め
の
家
屋
と
し
て
の
意
義
が
中
心
と
な
る
の
に
、
後
者
で
は
隠
居
屋
で
は
な
く
隠

　
　
居
家

と
し
て
一
個
の
『
家
』
を
構
成
す
べ
き
使
命
を
持
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」

　
　
（
竹
田
旦
　
一
九
六
四
、
二
一
一
頁
）
。
竹
田
旦
は
隠
居
と
隠
居
分
家
の
差
異
を
単
に
分

　
　
家
家
屋
の
差
異
と
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、
隠
居
分
家
が
未
婚
の
子
女
を
す
べ
て
同
行

　
　
さ
せ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
そ
こ
が
次
三
男
の
分
家
家
屋
に
宛
て
ら
れ
る
と
は
限
ら
な

　
　
い
か
ら
、
こ
れ
で
は
両
者
の
説
明
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
る
。
竹
田
旦
の
概
念
で
は
隠

　

居
分
家

を
予
定
す
る
隠
居
と
隠
居
分
家
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最
も
大
き
な
問

　

題
で
あ
る
。
将
来
分
家
を
形
成
す
る
よ
う
な
親
夫
婦
と
未
婚
の
子
女
の
隠
居
を
す
べ
て

　

隠
居
分
家
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
隠
居
が
村
落
社
会
か
ら
あ
た
ら
し
い
家
族
の

　

創
設
と
認
定
さ
れ
た
と
き
に
は
じ
め
て
隠
居
分
家
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
隠
　
　
5
3

　

居
と
隠
居
分
家
の
決
定
的
な
差
異
は
、
隠
居
が
家
族
内
部
に
お
け
る
生
活
単
位
の
形
成
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で
あ
る
の
に
対
し
て
、
隠
居
分
家
が
新
し
い
家
族
の
創
設
で
あ
る
点
で
あ
る
。

（
1
6
）
　
日
本
の
隠
居
制
家
族
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
が
あ
り
、
一
部
の
隠
居
制
家
族
で
は
統

　
　
合
的
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
別
の
隠
居
制
家
族
で
は
分
離
の
側
面
が

　
　
強
調

さ
れ
て
い
る
と
い
う
差
も
現
実
的
に
は
あ
る
。
ま
た
日
常
的
な
レ
ベ
ル
で
の
家
族

　
　
の
力
学
的
関
係
に
お
い
て
は
親
夫
婦
と
子
供
夫
婦
と
の
分
離
が
強
調
さ
れ
る
が
、
祖
先

　
　
祭
祀
の
レ
ベ
ル
で
は
家
族
の
超
世
代
的
一
系
的
連
続
と
い
う
統
合
が
強
調
さ
れ
る
こ
と

　
　
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

（
1
7
）
　
中
野
卓
（
一
九
五
七
）
は
「
家
制
度
体
」
を
独
自
に
も
た
な
い
で
、
当
面
の
事
情
に

　
　
よ
り
世
帯
を
異
に
し
な
が
ら
、
「
本
拠
世
帯
」
に
従
属
す
る
も
の
を
「
他
出
世
帯
」
と

　
　
よ
ん
で
い
る
。
他
出
世
帯
は
主
と
し
て
都
市
な
ど
に
転
出
し
た
世
帯
を
指
し
て
い
る
。

（
1
8
）
　
村
武
精
一
ら
が
報
告
し
た
伊
豆
新
島
若
郷
で
は
同
棟
の
隠
居
屋
が
か
な
り
多
く
認
め

　
　
ら
れ
る
（
村
武
精
一
ほ
か
　
一
九
五
九
）
。
ま
た
、
こ
の
報
告
で
は
同
棟
で
も
別
竈
・
別

　
　
財
の
形
態
は
「
独
立
型
」
隠
居
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
反
面
、
同
棟
に
せ
よ
別
棟
に

　
　
せ

よ
同
竈
・
同
財
の
形
態
は
「
非
独
立
型
」
の
隠
居
に
類
別
さ
れ
別
世
帯
が
形
成
さ
れ

　
　
て
い
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
隠
居
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
茨
城
県
勝
田
市
の
隠
居
に
つ
い
て
は
、
堀
口
の
事
例
を
す
で
に
報
告
し
た
こ
と
が
あ

　
　
る
（
上
野
和
男
　
一
九
七
二
）
。
堀
口
で
は
家
族
内
部
の
隠
居
と
と
も
に
隠
居
分
家
も
あ

　
　

る
。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
隠
居
分
家
の
場
合
に
両
親
の
位
牌
祭
祀
を
本
家
と
分
家

　
　
で
分
割
す

る
「
分
牌
祭
祀
」
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
下
高
場
で
は
「
大
昔
は
女
が
と
っ
た
。
男
で
も
シ
ン
ヤ
し
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

　
　
以
前
は
か
な
り
姉
家
督
相
続
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
と
く
に
初
子
の
女
性
と
下
の
長
男

　
　
と
の
年
齢
差
が
一
〇
歳
以
上
の
場
合
に
は
よ
く
姉
家
督
相
続
が
行
な
わ
れ
た
（
上
野
和

　
　
男
　
一
九
七
二
参
照
）
。
家
例
と
は
各
家
族
で
伝
統
的
に
つ
た
え
ら
れ
保
持
さ
れ
て
い

　
　

る
生
活
様
式
全
般
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
た
と
え
ば
下
高
場
で
は
正
月
三
が
日
の
朝
食

　
　
の

家
例

と
し
て
、
①
干
餅
と
塩
引
鮭
の
家
例
、
②
雑
煮
の
家
例
、
③
汁
粉
の
家
例
の
三

　
　
種
類
が

あ
る
。
ま
た
栽
培
食
物
禁
忌
と
し
て
キ
ュ
ウ
リ
、
ユ
ウ
ガ
オ
を
作
っ
て
は
な
ら

　
　
な
い
と
さ
れ
る
家
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
各
家
族
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
お
り
、
嫁
は
婚
家

　
　
の

家
例
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
一
種
の
家
風
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
家
族
の
独
立
性
と
ほ
か
の
家
族
と
の
異
質
性
を
強
調
す
る
民
俗
で
あ
る
。

（
2
1
）
　
隠
居
制
家
族
に
お
い
て
隠
居
屋
に
同
居
す
る
孫
を
一
般
に
隠
居
孫
と
よ
ん
で
い
る
。

　
　
下
高
場
の
隠
居
孫
に
つ
い
て
は
、
上
野
和
男
（
一
九
九
三
）
で
考
察
し
た
。

（
2
2
）
　
下
高
場
で
は
イ
ン
キ
ョ
で
位
牌
祭
祀
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
ナ
マ
エ
の
子
供
が
死
ん

　
　
で
も
、
両
親
の
い
る
オ
マ
エ
で
祀
ら
れ
ず
に
イ
ン
キ
ョ
で
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実

　
　
際
に
調
査
中
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
子
供
の
位
牌
を
両
親
が
祀
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
　
5
4

　
　
例
に
直
面
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
2
3
）
　
大
間
知
篤
三
（
一
九
六
七
）
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
九
年
当
時
同
棟
の
隠
居
は

　
　
わ
ず
か
に
二
例
で
あ
り
、
ま
た
す
べ
て
食
事
を
別
に
し
て
い
る
。
村
武
精
一
・
坪
井
洋

　
　
文

（
一
九
五
九
）
の
報
告
で
は
竈
を
同
じ
く
す
る
隠
居
が
六
例
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、

　
　
両
者
の

報
告
は
大
き
く
食
い
ち
が
っ
て
い
る
。

（
2
4
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
蒲
生
正
男
は
北
部
伊
豆
諸
島
で
は
年
齢
階
梯
制
が
顕
著
に
認
め
ら

　
　
れ
る
が
、
南
部
は
年
齢
階
梯
制
が
不
明
確
で
あ
り
、
む
し
ろ
世
代
階
層
が
明
確
で
あ
っ

　
　
て
、
こ
れ
を
年
齢
階
梯
制
社
会
と
は
異
な
る
社
会
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
（
蒲
生
正

　
　
男
ほ
か
　
一
九
六
三
）
。
村
武
精
一
は
北
部
も
南
部
も
世
代
階
層
制
社
会
の
概
念
で
規

　
　
定

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
蒲
生
正
男
は
北
部
は
年
齢
階
梯
制
社
会
、
南
部

　
　
は
同
族
制
社
会
で
も
年
齢
階
梯
制
社
会
で
も
な
い
第
三
の
社
会
と
し
て
規
定
し
た
の
で

　
　
あ
る
。

（
2
5
）
　
山
内
健
治
（
一
九
八
三
）
で
は
親
夫
婦
と
子
供
が
隠
居
す
る
形
態
を
隠
居
分
家
と
し

　
　
て
扱
っ
て
い
る
が
、
片
泊
に
お
け
る
こ
れ
が
家
族
内
部
の
隠
居
な
の
か
、
分
家
の
一
形

　
　
態
と
し
て
の
隠
居
分
家
な
の
か
は
不
明
確
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
例
え
ば
竹
田
旦
（
一
九
六
四
）
で
は
、
四
国
山
地
は
「
家
族
別
居
隠
居
」
地
帯
と
み

　
　
な
さ
れ
て
い
る
が
、
徳
島
県
三
好
郡
西
祖
谷
山
村
善
徳
で
は
、
「
家
族
別
居
隠
居
」
の

　
　
ほ

か
に
親
夫
婦
の
み
の
隠
居
や
、
隠
居
分
家
も
見
ら
れ
、
隠
居
形
態
は
多
様
で
あ
る
。

　
　
し
た
が
っ
て
あ
る
地
域
の
隠
居
形
態
を
画
一
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

　
　

る
。
上
野
和
男
（
一
九
八
五
、
一
九
八
八
）
参
照
。

（
2
7
）
　
し
か
し
な
が
ら
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の
二
つ
は
対
応
し
な
い
。
あ
と
つ
ぎ
の
結
婚
後

　
　
た
だ
ち

に

隠
居
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
も
、
対
馬
久
根
浜
の
よ
う
に
、
あ
と
つ
ぎ
以
外

　
　
の

子
女
を

残

し
て
親
夫
婦
の
み
で
隠
居
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

（
2
8
）
　
隠
居
孫
は
成
員
構
成
に
お
い
て
は
、
隠
居
単
位
の
構
成
を
複
雑
に
す
る
要
因
と
な
る

　
　
が
、
こ
れ
は
別
の
目
的
で
同
居
さ
せ
る
か
ら
、
除
外
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
9
）
　
し
か
し
父
方
の
親
夫
婦
と
妻
方
の
親
夫
婦
が
同
時
に
隠
居
単
位
を
構
成
す
る
事
例
は
、

　
　

こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

（
3
0
）
　
隠
居
制
家
族
と
姉
家
督
相
続
、
大
家
族
形
態
が
地
域
的
に
並
存
し
て
い
る
こ
と
を
い

　
　
ち

は

や

く
問
題
に
し
た
の
は
大
間
知
篤
三
（
一
九
五
九
）
で
あ
る
。
大
間
知
は
福
島
県

　
　
白
河
市
周
辺
の
隠
居
制
家
族
の
報
告
の
な
か
で
、
こ
の
地
域
に
は
姉
家
督
相
続
と
大
家
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族
が

並
存

し
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
て
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
家
の
西
南
的
な
も
の
と
東

　
　
北
的

な
も
の
と
が
接
触
交
流
し
、
そ
の
渦
巻
き
の
う
ち
に
多
彩
な
家
族
形
態
を
展
開
し

　
　
て

い

る
」
と
と
ら
え
た
。
つ
ま
り
異
な
る
文
化
領
域
の
接
触
状
態
と
し
て
理
解
し
よ
う

　
　

と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
つ
の
社
会
の
な
か
に
異
な
る
原
理
を
も
つ
社
会

　
　
組
織
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
村
落
社
会
に
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
こ
と
で

　
　

あ
り
、
こ
れ
を
す
べ
て
文
化
領
域
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
問
題
は
こ
れ
ら
が

　
　
異
質
な
社
会
制
度
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
ま
た
森
謙
二
（
一
九
八
〇
、
一
九
九
一
）

　
　
は

「
家
父

長
制
的
に
再
編
成
さ
れ
た
隠
居
習
俗
の
も
と
で
は
、
早
期
に
労
働
力
を
交
替

　
　

さ
せ
、
結
果
と
し
て
は
家
の
新
陳
代
謝
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
姉
家
督
相

　
　
続

制
も
早
期
に
労
働
力
を
補
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
の
新
陳
代
謝
を
促
進
し
て
い
る

　
　

と
す
れ
ば
、
家
の
労
働
力
の
新
陳
代
謝
と
い
う
点
で
は
一
定
の
結
節
点
を
も
っ
て
い

　
　

る
」
と
指
摘
し
て
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
は
両
者
は
矛
盾
し
な
い
と
結
論
し
て
い
る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
問
題
の
回
答
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
姉
家
督
相
続
は
一
子
残
留

　
　
制
の
具
体
的
な
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
三
世
代
家
族
を
基
本
と
す
る
隠
居
制
家
族
と

　
　
は
何

ら
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
複
数
の
兄
弟
が
結
婚
後
も
一
時
的
に
生
家
に
と

　
　
ど
ま
っ
て
同
一
家
族
を
構
成
す
る
大
家
族
も
、
隠
居
制
家
族
で
は
し
ば
し
ば
起
こ
り
う

　
　

る
事
態
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
を
文
化
領
域
や
労
働
力
調
達
の
問
題
と
し
て
考

　
　
察
す
る
必
要
性
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
3
1
）
　
蒲
生
正
男
（
一
九
六
六
）
に
お
け
る
「
拡
大
型
」
「
直
系
型
」
「
核
心
型
」
の
三
類
型

　
　
論

と
本
稿
で
提
示
し
た
四
類
型
論
の
差
異
は
、
家
族
形
態
を
ど
れ
ほ
ど
考
慮
し
て
類
型

　
　
化
す

る
か
に
あ
る
。
蒲
生
正
男
の
類
型
は
現
実
の
家
族
構
成
と
は
ひ
と
ま
ず
別
に
類
型

　
　
が

設
定

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ぽ
、
姉
家
督
相
続
の
制
度
を
も
つ
家
族
を
蒲
生
は
「
拡

　
　
大
型
」
に
含
め
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
直
系
型
家
族
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
な

　
　
ぜ

な
ら
姉
家
督
相
続
は
、
直
系
型
家
族
の
基
本
を
な
す
一
子
残
留
制
の
具
体
的
な
あ
り

　
　
か
た

の

ひ

と
つ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
蒲
生
は
隠
居
制
家
族
を
「
核
心
型
」
に
含

　
　
め
て

い

る
が
、
隠
居
制
家
族
は
家
族
と
し
て
は
三
世
代
家
族
の
形
態
を
と
る
の
が
一
般

　
　
的
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
一
子
残
留
制
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
核
心
型
」
と

　
　
は
異
な
る
「
隠
居
制
家
族
」
と
し
て
類
型
化
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
3
2
）
　
直
系
型
家
族
の
内
部
に
お
い
て
も
、
寝
室
配
分
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
比
較
的
独
立
性

　
　
が
低
い
が
、
夫
婦
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
単
位
に
分
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

　
　
に
家
族
社
会
学
が
核
分
離
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
事
実
で
あ
る
。
隠
居
制
家
族
は
別
居
、

　
　
別
食
、
別
財
な
ど
に
お
い
て
、
一
般
的
な
核
分
離
よ
り
も
さ
ら
に
分
離
し
た
家
族
構
造

　
　
で
あ
る
。

（
3
3
）
　
増
田
の
郷
の
記
録
の
一
九
五
一
年
の
項
に
「
老
齢
且
つ
貧
困
の
た
め
郷
の
出
役
並
に

　
　
郷
に
対
す
る
金
銭
の
出
費
を
免
除
す
る
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
ま
た
一
九
七
二
年
三

　
　

月
一
六
日
の
項
に
「
御
出
役
の
件
」
と
し
て
「
世
帯
内
に
七
〇
歳
以
上
の
老
の
み
居
る

　
　
場
合
、
郷
の
出
役
は
し
な
く
と
も
よ
い
。
但
し
そ
の
家
族
の
内
労
働
可
能
な
者
が
永
住

　
　
的
に
転
出
し
た
場
合
に
は
該
当
す
る
が
、
季
節
的
に
出
稼
ぎ
し
た
労
働
者
の
居
る
家
族

　
　
は

出
役
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
欠
席
の
場
合
は
出
不
足
金
を
徴
収
す
る
」

　
　

と
あ
り
、
ケ
ン
ヤ
を
つ
ぶ
す
に
は
立
て
る
と
き
と
同
様
に
村
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。

（
3
4
）
　
土
田
英
雄
は
全
体
社
会
の
三
段
階
の
構
造
変
化
に
対
応
さ
せ
て
、
隠
居
制
の
発
展
段

　
　
階
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
ム
ラ
本
位
の
社
会
に
お
け
る
非
『
家
』
的
な
小

　
　
家
族
分
立
型
の
親
別
居
隠
居
か
ら
、
イ
エ
本
位
の
社
会
に
お
け
る
『
家
』
的
な
系
譜
家

　
　
族
集

団
の
同
居
隠
居
へ
の
変
化
と
、
さ
ら
に
イ
エ
の
解
体
に
よ
っ
て
生
じ
た
個
人
本
位

　
　
の
社
会
で
あ
る
現
代
家
族
で
は
家
本
位
の
隠
居
の
消
滅
と
い
う
、
三
段
階
の
変
化
で
あ

　
　

る
」
（
土
田
英
雄
　
一
九
七
六
、
一
七
九
頁
）
。
土
田
は
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
家

　
　
の

成
立
を

念
頭
に
お
い
て
こ
の
発
展
段
階
論
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
発
展
段
階

　
　
論
が
常
に
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
土
田
の
議
論
も
日
本
社
会
が
同
質
的
で
あ
る
と
い
う

　
　
前
提
で
地
域
的
差
異
を
発
展
段
階
に
お
き
か
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
の
す
べ
て

　
　
の

村
落
が

こ
う
し
た
発
展
段
階
を
た
ど
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
い
か
な
る
現
象
を
説
明

　
　

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
不
明
確
で
あ
る
。
ま
た
小
家
族
か
ら
「
家
」
へ
の
発
展
過
程

　
　
と
は
逆
の
段
階
に
隠
居
制
を
位
置
づ
け
る
議
論
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
3
5
）
　
鳥
越
皓
之
（
一
九
八
二
）
は
、
ト
カ
ラ
列
島
の
隠
居
制
が
「
ム
ラ
隠
居
を
契
機
に
し

　
　
て

家
隠
居
が

成
立
す

る
」
と
の
べ
て
い
る
が
（
鳥
越
皓
之
　
一
九
八
二
、
三
四
八
頁
）
、

　
　
鳥
越
自
身
が
資
料
と
し
て
い
る
宝
島
の
隠
居
制
に
即
し
て
み
て
も
、
隠
居
形
成
の
時
期

　
　

（
あ
と
つ
ぎ
の
子
供
の
誕
生
時
点
）
と
六
一
歳
で
ユ
ー
ブ
か
ら
外
れ
る
時
期
と
は
一
致

　
　

し
な
い
か
ら
、
鳥
越
が
い
う
よ
う
に
は
隠
居
制
と
世
代
階
層
制
は
関
係
し
て
い
る
と
は

　
　
い
え
な
い
、
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
3
6
）
　
住
谷
一
彦
（
一
九
七
三
）
で
は
、
世
代
階
層
制
の
特
質
と
し
て
、
①
双
系
出
自
に
よ

　
　
る
親
族
関
係
、
②
村
落
内
婚
的
傾
向
、
③
家
族
内
の
親
族
名
称
の
世
代
呼
称
へ
の
転
化
、

　
　
④
特
殊
舎
屋
を
め
ぐ
る
習
俗
、
⑤
別
居
隠
居
の
習
俗
の
五
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
な

　
　
か
で
隠
居
制
に
つ
い
て
は
、
「
別
棟
隠
居
の
習
俗
が
付
随
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
一
家

　
　
内
の
隠
居
夫
婦
・
戸
主
夫
婦
・
新
婚
夫
婦
は
そ
れ
ぞ
れ
別
世
帯
形
成
の
傾
向
が
著
し
く
　
5
5

　
　
て
、
異
世
代
別
棟
の
原
理
が
貫
か
れ
、
い
わ
ゆ
る
複
世
帯
と
よ
ば
れ
る
家
族
形
態
を
構
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成
す

る
。
こ
の
習
俗
に
よ
っ
て
、
家
族
は
常
に
分
節
化
の
傾
向
を
示
し
、
単
系
親
族
集

団
へ
の
発
展
を
抑
止
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
」
と
の
べ
て
い
る
（
住
谷
一
彦
　
一

九
七
三
、
二
七
一
頁
）
。

参
考
文
献

05
z
ρ
パ
リ
出
－
×
°
（
お
べ
O
）
↓
す
o
宮
ξ
o
日
む
力
g
穿
乏
o
‘
。
吟
⑦
日
べ
①
U
§
‥
一
冨
ウ
巨
o
C
8
巴

　
巴
巳
一
蔓
ぎ
臣
。
工
8
。
。
各
o
一
ら
ω
o
葺
R
ニ
ロ
㎏
㌻
ミ
R
∨
㊤
、
ω
e
l
ω
ぼ
゜

江
守
五
夫

（
一
九
五
七
）
「
本
邦
の
く
一
時
的
訪
婚
V
慣
行
の
発
生
に
関
す
る
社
会
構
造
論

　
的
考
察
く
本
論
そ
の
一
V
」
『
社
会
科
学
研
究
』
八
巻
五
・
六
号
、
　
一
〇
三
ー
一
九
九
頁
。

江
守
五
夫
（
一
九
七
五
）
「
村
落
類
型
論
か
ら
み
た
農
村
家
族
の
構
造
」
『
社
会
科
学
研
究
』

　
二
六
巻
三
・
四
号
、
七
〇
ー
九
九
頁
。

蒲
生
正
男
（
一
九
六
四
）
「
産
屋
・
他
屋
の
文
化
と
そ
の
主
体
的
条
件
」
『
石
田
英
一
郎
教
授

　
還
暦
記
念
論
文
集
』
、
四
五
－
五
六
頁
。

蒲
生
正
男
（
一
九
六
六
）
「
戦
後
日
本
社
会
の
構
造
的
変
化
の
試
論
」
『
政
経
論
叢
』
三
四

　
巻
六
口
●
、
　
一
ー
二
六
頁
。

蒲
生
正
男
（
一
九
六
七
）
「
日
本
の
婚
姻
儀
礼
ー
伝
統
的
社
会
の
女
性
像
に
関
す
る
一
考

　
察
ー
」
『
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
』
五
、
二
三
ー
四
〇
頁
。

蒲
生
正
男
（
一
九
七
四
）
「
概
説
・
人
間
と
親
族
」
『
人
間
と
親
族
』
（
現
代
の
エ
ス
プ
リ

　
八
〇
）
、
五
ー
二
六
頁
。

蒲
生
正
男
（
一
九
七
四
）
「
婚
姻
家
族
と
双
性
家
族
ー
オ
ー
ス
ト
リ
ア
農
村
の
メ
モ
か
ら
ー
」

　
『
講
座
家
族
月
報
』
三
、
　
一
－
三
頁
。

蒲
生
正
男
（
一
九
七
五
）
「
〈
家
V
の
再
検
討
を
め
ざ
し
て
」
『
九
州
人
類
学
会
報
』
三
、
一

　
ー
四
頁
。

蒲
生
正
男
（
一
九
七
九
）
「
日
本
の
イ
エ
と
ム
ラ
」
『
世
界
の
民
族
』
一
三
、
二
二
ー
四
三
頁
。

蒲
生
正
男
（
一
九
八
一
）
「
日
本
の
伝
統
的
社
会
構
造
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
」
『
政
経
論

　
叢
』
三
四
巻
六
号
、
一
一
ー
二
八
頁
。

蒲
生
正

男
編
（
一
九
七
三
）
「
五
島
列
島
に
お
け
る
村
落
社
会
構
造
ー
長
崎
県
福
江
市
増

　
田
ー
」
『
明
治
大
学
政
経
学
部
社
会
学
関
係
ゼ
、
・
・
ナ
ー
ル
報
告
』
九
、
一
ー
一
一
九
頁
。

蒲
生
正
男
・
坪
井
洋
文
・
村
武
精
一
（
一
九
六
三
）
「
青
ケ
島
の
社
会
と
民
俗
」
『
岡
正
雄
教

　
授
還
暦
記
念
論
文
集
・
民
族
学
ノ
ー
ト
』
、
　
＝
二
ー
六
二
頁
。

蒲
生
正
男
・
坪
井
洋
文
・
村
武
精
一
（
一
九
七
五
）
『
伊
豆
諸
島
ー
世
代
・
祭
祀
・
村
落
ー
』
、

　
未
来
社
。

石
原
邦
雄
（
一
九
六
七
）
「
農
村
直
系
家
族
の
世
代
交
替
に
お
け
る
世
帯
主
権
限
の
移
行
」

　
『
社
会
学
評
論
』
六
七
、
二
ー
一
六
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6

宮
本
常
一
（
一
九
四
九
）
「
家
族
及
び
親
族
」
『
海
村
生
活
の
研
究
』
、
一
六
五
ー
一
九
九
頁
。

森
　
謙
二
（
一
九
八
〇
）
「
北
関
東
地
方
の
一
村
落
に
お
け
る
隠
居
制
と
相
続
制
ー
茨
城
県

　
久
慈
郡
里
美
村
折
橋
の
事
例
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
家
族
史
研
究
』
一
、
一
二
八
ー
二
五

　
一
頁
。

森
　
謙
二
（
一
九
九
一
）
「
隠
居
制
と
家
ー
茨
城
県
北
部
の
隠
居
慣
行
を
中
心
と
し
て
ー
」

　
『
民
俗
学
の
進
展
と
課
題
』
、
一
二
二
ー
一
四
四
頁
。

村
武
精
一
（
一
九
五
九
）
「
最
近
試
み
た
共
同
調
査
か
ら
ー
民
俗
学
と
社
会
人
類
学
ー
」
『
日

　
本
民
俗
学
大
系
月
報
』
七
。

村
武
精
一
（
一
九
六
五
）
「
日
本
『
民
俗
村
落
』
の
社
会
組
織
ー
日
本
家
族
を
め
ぐ
る
社
会

　
民
俗
学
的
覚
え
書
1
」
『
思
想
』
四
九
七
、
一
五
三
－
一
六
二
頁
。

村
武
精
一
（
一
九
八
五
）
「
家
の
な
か
の
女
性
原
理
」
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
一
〇
、
三
二

　
一
ー
三
七
四
頁
。

村
武
精
一
・
郷
田
洋
文
（
一
九
五
九
）
「
新
島
・
利
島
・
神
津
島
の
社
会
と
民
俗
」
『
伊
豆
諸

　
島
文
化
財
総
合
調
査
報
告
』
二
、
六
一
九
ー
七
〇
四
頁
。

村
武
精
一
・
郷
田
洋
文
・
山
口
昌
男
・
常
見
純
一
・
竹
村
卓
二
（
一
九
五
九
）
「
伊
豆
新
島

　
若
郷
の
社
会
組
織
ー
世
代
階
層
制
村
落
の
研
究
ー
」
『
民
族
学
研
究
』
二
二
巻
三
・
四
号
、

　
四
八
…
八
八
頁
。

内
藤
莞
爾
（
一
九
七
八
）
「
い
わ
ゆ
る
西
南
日
本
型
家
族
に
つ
い
て
」
『
社
会
学
評
論
』
二
八

　
ω
、
二
ー
一
〇
頁
。

中
根
千
枝
（
一
九
六
四
）
「
『
家
』
の
構
造
分
析
」
『
石
田
英
一
郎
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
、

　
一
〇
一
－
一
二
二
頁
。

2
宗
〉
る
“
O
（
S
O
べ
）
民
（
竃
ミ
、
§
心
㎏
へ
§
o
ミ
芯
○
這
§
澄
息
へ
§
ざ
畑
ミ
匙
S
Q
、
§
、

　
い
o
ロ
匹
o
p
》
汗
一
8
0
軍
o
°
・
ω
◆

中
野
　
卓
（
一
九
五
七
）
「
家
族
と
親
族
」
『
講
座
社
会
学
』
四
、
四
四
－
七
〇
頁
。

及

川
　
宏
（
一
九
四
〇
）
「
同
族
組
織
と
婚
姻
及
び
葬
送
の
儀
礼
ー
奮
仙
台
領
増
沢
村
に
於

　
け
る
慣
行
に
就
て
ー
」
『
民
族
学
年
報
』
ご
、
一
－
四
〇
頁
。

岡
　
正
雄
（
一
九
五
八
）
「
産
屋
、
他
屋
、
寝
屋
、
喪
屋
、
竈
屋
、
隠
居
屋
な
ど
」
『
日
本
俗

　
学
大
系
月
報
』
二
、
一
ー
三
頁
。

岡
村
　
益
（
一
九
六
七
）
「
阿
武
隈
山
地
の
隠
居
慣
行
ー
そ
の
実
態
と
機
能
ー
」
『
社
会
学
評

　
論
』
七
〇
、
七
八
ー
一
〇
一
頁
。
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大
間
知
篤
三
（
一
九
三
六
）
「
隠
居
」
『
民
間
伝
承
』
一
巻
一
二
号
、
二
頁
。

大
間
知
篤
三
（
「
九
三
八
）
「
『
隠
居
』
に
つ
い
て
」
『
年
報
社
会
学
』
五
、
二
二
ー
四
〇
頁
。

大
間
知
篤
三
（
一
九
四
九
）
「
隠
居
制
の
調
査
項
目
」
『
民
間
伝
承
』
一
三
巻
一
〇
号
、
一
一
二

　

ー
三
四
頁
。

大
間
知
篤
三
（
一
九
五
〇
）
「
伊
豆
利
島
の
『
足
入
れ
婚
』
－
日
本
周
辺
島
喚
の
婚
姻
ω
ー
」

　
『
民
族
学
研
究
』
一
四
巻
三
号
、
七
六
ー
八
一
頁
。

大
間
知
篤
三
（
一
九
五
〇
）
「
家
の
類
型
」
『
民
間
伝
承
』
一
四
巻
一
二
号
、
四
ー
九
頁
。

大
間
知
篤
三
（
一
九
五
〇
）
「
隠
居
家
族
制
に
つ
い
て
」
『
人
類
科
学
』
二
、
一
一
五
ー
一
一

　

九
頁
。

大
間
知
篤
三
（
一
九
五
一
）
『
常
陸
高
岡
村
民
俗
誌
』
、
刀
江
書
院
。

大
間
知
篤
三
（
一
九
五
三
）
「
オ
モ
テ
と
ヨ
マ
i
対
馬
の
家
の
複
世
帯
制
ー
」
『
金
田
一
博
士

　
古
稀
記
念
・
言
語
民
俗
論
叢
』
、
一
二
九
五
－
一
三
二
四
頁
。

大
間
知
篤
三
（
「
九
五
四
）
「
佐
須
村
久
根
浜
の
隠
居
」
『
対
馬
の
自
然
と
文
化
』
、
三
六
九

　
ー
三
七
二
頁
。

大
間
知
篤
三
（
一
九
五
八
）
「
家
族
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
三
、
二
〇
三
ー
二
三
二
頁
。

大
間
知
篤
三
（
一
九
五
八
）
「
婚
姻
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
三
、
一
七
五
ー
二
〇
二
頁
。

大
間

知
篤

三

（
一
九
五
九
）
「
隠
居
と
婚
姻
」
『
人
類
科
学
』
一
一
、
三
五
ー
四
二
頁
。

大
間
知
篤
三
（
一
九
五
九
）
「
白
河
市
周
辺
の
家
族
慣
行
－
隠
居
・
姉
家
督
・
大
家
族
ー
」

　
『
民
間
伝
承
』
二
三
巻
六
号
、
四
ー
一
五
頁
。

大
間
知
篤
三
（
一
九
六
七
）
「
利
島
の
隠
居
と
分
家
」
『
民
間
伝
承
』
三
一
巻
三
号
、
＝
一
六

　
－
二
二
五
頁
。

住
谷
一
彦
（
一
九
六
三
）
「
日
本
農
村
社
会
学
の
『
共
同
体
論
』
分
析
」
『
共
同
体
の
史
的
構

　
造
論
』
、
三
三
五
ー
三
八
一
頁
。

住
谷
］
彦
（
一
九
七
三
）
「
村
落
構
造
の
類
型
分
析
ー
研
究
史
の
動
向
に
よ
せ
て
ー
」
『
村
落

　
構
造
と
親
族
組
織
』
、
二
四
七
ー
二
七
三
頁
。

住
谷
一
彦
（
一
九
八
三
）
「
三
宅
島
・
御
蔵
島
の
社
会
構
造
」
『
歴
史
民
族
学
ノ
ー
ト
』
、
三

　
七
五
ー
四
五
六
頁
。

鈴
木
栄
太
郎
（
一
九
四
〇
）
『
日
本
農
村
社
会
学
原
理
』
、
河
出
書
房

蓼
沼
康
子
（
一
九
九
〇
）
「
対
馬
の
隠
居
制
家
族
と
女
性
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
『
地
域

　
研
究
』
八
、
四
三
ー
五
二
頁
。

蓼
沼
康
子
（
一
九
九
一
）
「
対
馬
の
隠
居
制
家
族
に
お
け
る
祖
父
母
と
孫
の
関
係
」
『
地
域
研

　
究
』
九
、
　
一
五
五
ー
一
六
八
頁
。

高
橋
統
一
（
一
九
七
八
）
『
宮
座
の
構
造
と
変
化
ー
祭
祀
長
老
制
の
社
会
人
類
学
的
研
究
－
』
、

　

未
来
社

武
井
正
臣

（
一
九
六

八
）
「
非
『
家
』
的
家
族
と
そ
の
分
裂
の
契
機
と
し
て
の
別
世
帯
隠
居

　
制
」
『
島
大
法
学
』
一
三
、
三
四
ー
六
一
頁
。

武
井
正
臣
（
一
九
七
一
）
「
西
南
日
本
型
家
族
に
お
け
る
相
続
と
扶
養
」
潮
見
俊
隆
・
渡
辺

　
洋
三
編
『
法
社
会
学
の
現
代
的
課
題
』
、
二
二
五
ー
二
五
三
頁
。

竹
田
　
旦
（
一
九
五
六
）
「
隠
居
家
族
制
の
研
究
」
『
史
学
研
究
』
（
東
京
教
育
大
学
文
学
部

　
紀
要
）
一
〇
、
　
一
ー
二
九
頁
。

竹
田
　
旦
（
一
九
六
四
）
『
民
俗
慣
行
と
し
て
の
隠
居
の
研
究
』
未
来
社

竹
田
　
旦
（
　
九
七
二
）
「
隠
居
」
『
日
本
民
俗
事
典
』
、
五
九
ー
六
〇
頁
。

竹

田
　
旦
（
一
九
七
三
）
「
西
南
日
本
に
お
け
る
家
族
慣
行
」
『
日
本
民
俗
学
』
九
〇
、
一
ー

　
一
八
頁
。

竹
田
　
旦
（
一
九
七
四
）
「
隠
居
」
『
講
座
家
族
』
二
、
三
＝
一
ー
三
三
〇
頁
。

竹
内
利
美
（
一
九
五
二
）
「
隠
居
」
『
日
本
社
会
民
俗
辞
典
』
一
、
五
七
ー
五
九
頁
。

竹
内
利
美
（
一
九
五
八
）
「
隠
居
と
養
子
」
『
郷
土
研
究
講
座
』
三
、
一
八
七
ー
二
一
一
頁
。

竹
内
利
美
（
一
九
六
九
）
「
隠
居
慣
行
ー
相
続
慣
行
と
関
連
し
て
ー
」
『
家
族
慣
行
と
家
制

　
度
』
、
五
〇
ー
七
三
頁
。

土
田
英
雄
（
一
九
七
三
）
「
隠
居
慣
行
」
『
む
ら
の
家
族
』
、
二
六
八
1
二
九
七
頁
。

土

田
英
雄
（
一
九
七
六
）
「
隠
居
慣
行
と
複
世
帯
制
家
族
」
『
家
と
現
代
家
族
』
、
一
七
六
－

　
一
九
七
頁
。

鳥
越
皓
之
（
一
九
八
二
）
「
年
齢
階
梯
制
村
落
の
構
造
論
理
」
『
ト
カ
ラ
列
島
社
会
の
研
究
』
、

　

三
一
九
ー
三
七
九
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
七
二
）
「
堀
口
」
『
勝
田
市
の
民
俗
』
、
九
ー
四
二
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
七
三
）
「
隠
居
」
『
北
関
東
一
村
落
に
お
け
る
ム
ラ
と
イ
エ
ー
茨
城
県
勝
田

　
市
下
高
場
1
』
、
六
〇
1
七
二
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
七
四
）
「
山
梨
県
一
山
村
に
お
け
る
隠
居
家
族
の
分
析
ー
山
梨
県
中
巨
摩

　
郡
敷
島
町
下
芦
沢
ー
」
『
政
経
論
叢
』
四
二
巻
四
・
五
・
六
号
、
二
七
七
ー
三
三
九
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
七
六
）
「
三
上
の
家
族
組
織
ー
大
中
小
路
を
中
心
と
す
る
予
備
的
報
告
ー
」

　
『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』
一
、
一
九
ー
二
六
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
七
七
）
「
南
桜
の
隠
居
制
家
族
と
屋
敷
先
祖
祭
祀
」
『
近
江
村
落
社
会
の
研

　
究
』
二
、
　
一
六
－
二
一
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訂

上
野
和
男
（
一
九
七
八
）
「
三
上
の
農
業
構
造
と
労
働
力
構
成
－
一
九
七
〇
年
・
一
九
七
五
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年
農
菜
セ

ン

サ
ス

農
業
集
落
カ
ー
ド
の
分
析
を
中
心
に
し
て
ー
」
『
近
江
村
落
社
会
の
研

　
究
』
三
、
六
二
ー
七
四
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
七
八
）
「
奄
美
大
島
管
鈍
に
お
け
る
家
族
の
変
化
」
『
人
類
科
学
』
三
〇
、

　
四

五
ー
七
〇
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
七
九
）
「
大
間
知
篤
三
ー
そ
の
研
究
と
方
法
ー
」
『
日
本
民
俗
学
の
エ
ッ
セ

　
ン
ス
』
、
二
二
四
ー
二
四
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
八
二
）
「
日
本
の
祖
名
継
承
法
と
家
族
－
祖
先
祭
祀
と
家
族
類
型
に
つ
い

　
て

の

一
試
論
ー
」
『
政
経
論
叢
』
五
〇
巻
五
・
六
号
（
蒲
生
正
男
教
授
追
悼
論
文
集
）
、
二

　
四
九
ー
三
一
二
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
八
四
）
「
大
家
族
・
小
家
族
・
直
系
家
族
ー
日
本
の
家
族
研
究
の
三
つ
の

　
系
譜
1
」
『
社
会
人
類
学
年
報
』
一
〇
、
二
九
ー
五
〇
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
八
四
）
「
家
族
の
構
造
」
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
八
、
四
〇
九
ー
四
五
四

　
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
八
四
）
「
頭
島
の
社
会
構
造
と
民
俗
－
瀬
戸
内
海
一
海
村
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

　
ー
」
『
政
経
論
叢
』
五
二
巻
三
・
四
号
、
　
一
八
一
－
二
五
〇
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
八
五
）
「
日
本
の
位
牌
祭
祀
と
家
族
－
祖
先
祭
祀
と
家
族
類
型
に
つ
い
て

　
の

一
考
察
ー
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
六
、
　
一
七
三
ー
二
四
九
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
八
六
）
「
日
本
民
俗
社
会
の
基
礎
構
造
－
日
本
社
会
の
地
域
性
を
め
ぐ
っ

　
て

ー
」
竹
村
卓
二
編
『
日
本
民
俗
社
会
の
形
成
と
発
展
』
、
二
三
ー
四
六
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
八
八
）
「
祖
谷
の
隠
居
制
家
族
－
家
族
の
構
造
と
祖
先
祭
祀
を
中
心
に
！
」

　
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
八
、
一
七
一
ー
二
二
二
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
八
九
）
「
隠
居
分
家
と
位
牌
祭
祀
ー
三
重
県
西
部
山
村
の
事
例
ー
」
『
国
立

　
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
二
、
六
一
ー
八
五
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
九
一
）
「
日
本
の
地
域
性
研
究
に
お
け
る
類
型
論
と
領
域
論
」
『
国
立
歴
史

　
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
三
五
、
二
四
一
ー
二
七
〇
頁
。

上
野
和
男
（
一
九
九
三
）
「
日
本
の
隔
世
代
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
ー
儀
礼
的
隔
世
代
関

　
係
、
隠
居
孫
、
隔
世
代
祖
名
継
承
法
を
中
心
に
ー
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

　
五
〇
、
二
四
一
ー
二
七
〇
頁
。

上
野
和
男
編
（
一
九
八
二
）
『
対
馬
南
部
村
落
社
会
の
構
造
－
長
崎
県
下
県
郡
厳
原
町
久
根

　
浜
ー
』
、
明
治
大
学
政
経
学
部
社
会
学
研
究
室
。

八
木
　
透
二
九
八
一
）
「
足
入
れ
婚
と
隠
居
複
世
帯
制
」
『
季
刊
人
類
学
』
＝
一
巻
四
号
、

　

六
四
ー
一
一
六
頁
。

八
木
　
透
（
一
九
八
一
）
「
婚
姻
と
家
族
の
民
俗
的
構
造
」
『
鷹
陵
史
学
』
一
七
、
七
五
ー
一

〇

五

頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
8

山
内
健
治
（
一
九
八
三
）
「
ト
カ
ラ
列
島
・
黒
島
の
家
族
の
構
造
ー
隠
居
制
家
族
と
位
牌
祭

　
祀
を

め
ぐ
っ
て
ー
」
『
南
島
史
学
』
二
一
・
二
二
、
　
一
〇
一
ー
一
三
三
頁
。

山
内
健
治
（
一
九
八
四
）
「
黒
島
の
年
序
体
系
と
親
族
組
織
」
『
南
島
史
学
』
二
四
、
四
六
ー

　
七
三
頁
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
）



Structure　of　the　Double’皿it．Type　Family　System　in　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　and　Its　Regional　Variation

UENo　Kazuo

　　This　paper　aims　to　set　out　the　various　types　of　the　double－unittype　family　in　Japan，

through　a　comparative　analysis　of　doubleunit．type　families　in　various　areas　throughout

Japan，　to　clarify　the　structure　of　this　family　system　through　regional　variations，　and

furthermore　to　clarify　the　relationship　between　the　position　of　the　double．unit．type

family　in　Japanese　family　types，　and　the　structure　of　village　society．　The　typi6cation

of　the　double，unit．type　family　system　attempted　here　forms　a　part　of　the　setting　out

of　regional　types　of　Japanese　families．　In　this　sense，　this　study　forms　all　important

part　of　research　on　regionalism　in　Japanese　soc輌ety．

　　Various　concepts　have　been　put　forward　regarding　the　doubleunit　system．　In　this

paper，　the　author　defines　it　as　a　family　system　made　up　of　multiple　life．units　indepen・

dent　to　a　certain　extent，　based　on　residential　separation　with　in　a　family　regulated　by

the　local　society．　According　to　this　de丘nition，　the　double，unit．type　family　system　can

be　seen　in　villages　in　each　area，　from　Fukushima　Prefecture　in　the　north　to　the　Takara

Island　in　the　Tokara　Archipelago　in　the　south．　Through　a　comparative　anaiysis　of

these　double．unit．type　family　systems，　the　author　attempts　to　type　the　Japanese　double－

unit－type　family　systems　using　three　indexes，　as　follows：（1）the　period　from　the

marriage　of　the　heir　to　the　formation　of　the　sub　ullit，（2）structure　of　members　in　the

life　unit，　and　（3）the　relationship　between　the　sub・unit　menlbers　and　main．house

members，　and　the　matrimonial　residential　forms；and　he　sets　out　three　types　as　follows：

“patrilateral　type”，“uxori．virilocal　marriage　type’，（where　the　man　visits　his　wife　at

her　parents’home），　and“正｝ilateral　type”．　The　patrilateral　type，　based　on　the　taking

of　a　wife　in　marriage，　is　a　type　in　which　the　parents　and　the　son　and　his　wife　form

separate　life　units　within　the　family．　The　uxori．virilocal　marriage　type　is　a　double－

unit・type　family　system　based　on　the　taking　of　a　husband　in　marriage，　together　with

visits　to　the　wife’s　family，　in　which　the　principal　of　residential　separation　between

father　and　son　is　respected．　The　bilateral　type　forms　a　double一皿it．type　family　not

only　with　the　husband’s　parellts，　but　also　with　the　wife〃s　parents．　Regional　distribution

differs　according　to　the　type　of　double・unit－family　system．

　　Structurally，　the　double．unit－type　family　system　is　a　family　structure　compromising

l〕etween　the　separation　of　daily　life　centered　around　the　conjugal　relationship，　and

integration　as　a　famiIy　based　on　the　parent．child　relationship；it　is　a　family　structure

bringing　together　the　two　aspects　of　separation　and　integration，　while　admitting　diffe－

rences　in　extent．　The　structural　relationship　between　the　double．unit，type　family

system，　generation－grade　social　system　and　village　organizations　such　asハρ’y碇α（rotation．

type　cult　organization）is　weak．
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